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　艦橋パスレルは混乱している。

　艦かん内ない通信とクルーの話し声、各種の電子音が渾こん然ぜん一いつ体たいとなり空気を震ふるわせている。赤いペンライトの光があちこちであやしく揺ゆらめいていた。航海士達たちがレーダースコープをのぞきこみ何ごとか喚わめいている。見ているうちにクルーがまた一人、紙の地図を手に駆かけ寄っていった。

「トゥールヴィル、トゥールヴィル、聞こえるか。こちら空母シャルル・ド・ゴール、応答せよ」

　通信士が硬かたい表情で無線に呼びかける。少しして絶望的な様子でかぶりを振ふった。

「だめです」

　からからに乾かわいた声。

「だめです。応答ありません、艦かん長ちよう」

「そうかね」

　初老の艦かん長ちようは鷹おう揚ようにうなずいてみせた。手には冷ひや汗あせが滲にじんでいたが、動どう揺ようを悟さとられるわけにはいかない。こんなわけの分からない状じよう況きようだからこそトップには泰たい然ぜん自じ若じやくが求められる。部下のパニックを抑よく制せいする義務があった。そっと呼吸を整え首を傾かたむける。

「マルヌはどうなってる？　先ほどまで左さ舷げんに見えていたはずだが」

　傍かたわらの副長が「当直士官」と叫さけんだ。まだ若い女性士官が「はい」と答える。双そう眼がん鏡きようを構えて窓の外を見み渡わたした。

「艦かん影えいなし。デュプレクスの姿も見当たりません」

「よく確認したまえ。向こうも船位を失っているのかもしれない」

「はい、確認します」

　無言で目を凝こらす。白い霧きりの奥おくに視線を走らせる。

　霧きり。

　そう、フランス海軍ＴＦ（任務部隊）４７３は不定形の迷宮に迷いこんでいる。シンガポール海かい峡きようを抜ぬけた時、五隻せきいた僚りよう艦かんは今や全てが交信を断っていた。

　ばかりか旗き艦かんシャルル・ド・ゴールの計器は軒のき並なみ異常を来きたしていた。最新しん鋭えいのレーダー、コンパス、ナビゲーションシステム、果ては衛星通信まで使用不可になっている。シンガポールからわずか一日離はなれただけで満まん排はい水すい量りよう四万トン強の原子力空母が遭そう難なんするとは、悪い夢でも見ているようだった。

「一体何が起きているんでしょうな」

　内心の声を読み取ったように副官が呼びかけてくる。周囲のクルーをうかがい小声になっていた。

「ザイの攻こう撃げきでしょうか」

「私には爆ばく発はつや砲ほう撃げき音の類いは聞こえなかったがね。君はどうだ、副長。ＣＩＷＳの発光や轟ごう沈ちんの炎ほのおを確認したかね？」

「いえ」

　何も見えませんでした、と副長は答えた。

「なら敵は無色・無音のまま我らを消し去る兵器を配備したのか？　どちらにせよ考えづらい事態だな。たまたま全艦かん隊たいの電子機器が同時に故障、天候も悪化したと考える方がマシに思えてくる」

「恐るべき不運マルール・テリブル」

「そう説明した方が皆みなの精神安定上いいということだ。知っているかね、人間が一番恐おそろしいのは暴力でも暴言でもなく不条理だということを」

　副長はしかつめらしくうなずいた。疑ぎ心しん暗あん鬼きの集団がパニックに陥おちいる様を何度も見てきたのだろう。いざという時、自分がどう振ふる舞まうべきか再確認している様子だった。

「艦かん長ちよう」

　当直士官が振ふり返ってくる。双そう眼がん鏡きようを手に泣きそうな顔になっていた。

「周囲を捜そう索さくしましたが僚りよう艦かんは発見できません」

「分かった。持ち場に戻もどりたまえ」

　期待はしていなかった。だが現実は容よう赦しやなく希望を打ち砕くだいてくれる。副官が「どうしますか」と訊たずねてきた。

「艦隊司令部指揮所ＴＦＣＣに連れん絡らくしよう。艦かん載さい機での索さく敵てきを具ぐ申しんする」

「この天候でですか？」

「使える道具は全て使うべきだ。それに最悪、本ほん艦かんに何かあっても『積み荷』だけは脱だつ出しゆつさせる必要がある」

　旗き艦かんであるシャルル・ド・ゴールには船自体の指揮系統とは別に、艦かん隊たい全体の司令部が存在する。艦かん載さい機を動かすなら彼かれらの判断を仰あおぐ必要があった。

　確かに危険な試みではあった。電子装備がこの有様ではおそらく自動着ちやつ艦かんシステムもまともに働くまい。目もく論ろ見み通り索さく敵てきを終えたところで無事戻もどってこられる保証はなかった。だが手をこまねいてはいられない。自分達たちの運んでいる『積み荷』にはそれだけの価値があるのだ。

　積み荷。

　フランス一国のみならずＥＵ全体の命運を握にぎる鍵かぎ。

「司令部に打だ診しんします」

　副長は多くを訊きかず艦かん内ない電話を取り上げた。タッチパネルで目当ての番号を呼び出す。だがしばらくスピーカーに耳を当ててから眉まゆをひそめた。

「どうした？」

「誰だれも出ません」

「なんだと？」

　奪うばい取るように受話器をつかむ。噓うそだろうと思った。だが確かにスピーカーは無機質な呼び出し音を響ひびかせ続けている。

（どうなってるんだ）

　艦かんの外ばかりではなく中まで連れん絡らくが途と絶だえているのか？　意味が分からない。艦かん隊たい全域で同時多発的に神かみ隠かくしでも起きているのか。

　歯がみして受話器を置いた。

「誰だれか手の空いている者を艦隊司令部指揮所ＴＦＣＣに向かわせろ。様子を確認して何が起きているか報告させるんだ。あとハンガーにも連れん絡らくして艦かん載さい機の発進準備を指示。責任は私が持つ」

「了りよう解かい」

　副長は硬かたい表情で指示を出し始めた。若手のクルーが何人か、弾はじかれたようにブリッジから出ていく。

　嫌いやな予感がした。現在進行形で取り返しのつかないことが起きている感覚。今こうしている間にも取るべき選せん択たく肢しが一つ、また一つと失われている恐きよう怖ふ。

　何か他にできることはないか、見み逃のがしていることはないか、考えこんでいると不意に電話が鳴った。着信を示すランプが点灯している。反射的に受話器を取ろうとして手が止まった。液えき晶しようパネルの発信者表示がない。空くう欄らんのまま『着信中』の文字だけがまたたいている。

（非通知？）

　艦かん内ない通話だぞ。ありえない。なんの冗じよう談だんだ。

　息を詰つめ電話を取る。耳をすませ「もしもしアロー」と呼びかけた。

　甲かん高だかいノイズがスピーカーから流れ出してくる。調子外れの口笛を耳元で吹ふき鳴らされている気分。砂すな嵐あらしに擦さつ過か音が混ざり不気味な震しん動どうと化していく。

　故障か。

　眉まゆをひそめ受話器を置く。一息ついて顔を上げた瞬しゆん間かん、だが今度ばかりは本当に心臓が止まりそうになった。

　ブリッジには誰だれもいなかった。

　コンソール、通信設備、各種計器の前に人ひと影かげはない。わずか十数秒目を離はなした間に、航海艦かん橋きようは無人の空間と化していた。

　気づけば足下に霧きりがたゆたっていた。白はく濁だくした大気が床ゆかを隠かくしている。窓から、扉とびらから、換かん気き用ダクトから煙けむりが流れこみ艦かんの中と外を曖あい昧まいにしていった。

　意識に靄もやがかかってくる。思考が曖あい昧まいになり理性や意思が拡散していく。

（ああ）

　不意に得心が行った。

　そうか、そうだったのか。

　ようやく何が起きているか分かった。自分達たちは消しよう滅めつしているのではない。ただ──を変えているだけなのだ。時間と空間の制約を超こえ本質に近づきつつある。己おのが深しん奥おうをのぞきこみつつある。

　伝えなければ。

　〈彼かれら〉が一体なぜ自分達たちの前に現れたのか。ガラス細工の翼つばさを煌きらめかせて何をしようとしているのか。あまねく人類に伝え状じよう況きようを変えていかなければ。

　だがもはや身体からだの感覚は失われていた。

　視覚も聴ちよう覚かくも、何もかもが朧おぼろになっている。消えゆく世界を眺ながめながら彼は胸ポケットのペンを取り上げた。最後の力を振ふり絞しぼりサイドテーブルのメモに単語を書きつける。




　刹せつ那な、ペン先が紙面を滑すべり床ゆかに落ちた。カランと渇かわいた音が響ひびき白はく濁だくした風がブリッジに吹ふき抜ぬける。

　あとにはただ耳の痛くなるような静せい寂じやくだけが無人の空間に残された。
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　人生は意外性に満ちあふれている。

　なんてことを言うと、齢よわい十五の子供が何を生意気なと思われるかもしれない。でもここ一年で経験したことを振ふり返れば決して大げさな表現ではないと鳴なる谷たに慧けいは考えるのだ。たとえばそう、普ふ通つうに生活していて目の前にいきなり真しん紅くの戦せん闘とう機が墜おちてきたりはしない。桃もも色いろ髪がみの女の子にファーストキスを奪うばわれたりはしないし、ましてやその子と一いつ緒しよに空戦を繰くり広げたりもしない。

　細かな話をすれば、突とつ然ぜんの小こ松まつ移住や明華ミンホアとの同居だって想定外だ。一年前だったら予測できただろうか？　あの明華ミンホアがセーラー服を着て高校生活を送っているなんて。あまつさえ泣き顔や拗すね顔を見せてくれるなんて（あの恐おそろしい姉あね御ごが！）。そう、ことほどさように人生は驚おどろきに満ちているのだ。

　だが。

　だがしかし。

（こんな意外性は願い下げだ）

　暗あん澹たんたる気分で視線を巡めぐらせる。

　古びた倉庫は煙草たばこの煙けむりで満たされていた。強面こわもての男達たちが剣けん吞のんな視線を向けてくる。ある者は見せつけるようにナイフを光らせ、ある者は苛いら立だたしげな舌打ちを繰くり返していた。空気が重い。強きよう烈れつな圧力と緊きん張ちようで息が詰つまりそうだ。だが逃にげ出すこともできない。両手は背中で縛しばられ、冷たい床ゆかに膝ひざを突つかせられている。傍かたわらのグリペンも同様だ。いつもと同じ無表情だが、激しい焦あせりが伝わってくる。やっちまった、やばい、どうしようという顔。

　どうしようじゃねぇよ。

　どうしてくれるんだマジで。

　視線の先に黒光りする金属の山がある。長く伸のびた銃じゆう身しん、湾わん曲きよくした弾だん倉そう、小ぶりな鉄製のパイナップル。

　武器だ。

　密輸品の取り引き現場に自分達たちは出くわしてしまった。

　なぜ？　こっちが訊ききたい。ほんの一時間前まで自分とグリペンは金かな沢ざわの町を楽しく歩いていたのだ。小こ松まつとは異なる喧けん噪そうと賑にぎわい、無む秩ちつ序じよだが華はなやかな空気に胸を躍おどらせていた。燦さん々さんと降り注ぐ太陽、抜ぬけるように青い空、建ち並ぶビル群と屋台の香かおり。

　最高の一日になると思っていた。

　実際気分がフワフワと浮うわついていたことは否いなめない。

　だからなのか？　警けい戒かい心が薄うすらぎ危機察知の能力が鈍にぶっていたのか。自分のパートナーがどれだけ世間知らずか忘れていたのか。

　チャッ。

　硬かたい音を立てて目の前の男が拳けん銃じゆうを揺ゆらす。背後から人の気配が複数迫せまってくる。

（一体なんでこんなことに）

　もう何度目かになる疑問を繰くり返す。

　虚うつろな意識に数時間前の光景が蘇よみがえってきた。




　ＪＲ金かな沢ざわ駅えきに着いたのは午前十一時のことだった。小こ松まつ駅から在来線で約四十分。長いホームを出て近未来的なコンコースを抜ぬけると北陸三県最大の町並が姿を現す。

　広大なタイル張りの駅前広場、ロータリーを埋うめ尽つくす車の群れ、並木の向こうにそびえ立つ硝子ガラス壁かべの高層建築。繁はん華か街は東口と聞いていたが西口もなかなかの賑にぎわいだった。おそらく大陸からの難民が急増しているせいだろう。建設中のビルや住宅がいくつも確認できた。飛とび交かう言葉も北京ペキン語や英語など様々だ。一いつ瞬しゆん自分が日本にいることを忘れそうになる。香港ホンコンか上海シヤンハイの町でも訪れた気分。

「おー」

　キャスケット帽ぼうの少女が目を丸くする。首を回した拍ひよう子しにポンチョブラウスの裾すそが揺ゆれた。小さな口を開け物もの珍めずらしげにあたりを見み渡わたしている。鼻び孔こうを広げ、息を大きく吸いこみ。

「人がいっぱいいる」

「あんまりキョロキョロするなよ、グリペン。目立つぞ」

　ただでさえ桃もも色いろ髪がみがきらきらと光っているのだ。帽ぼう子しで隠かくしているとはいえ周囲の注目を集めかねない。なんだあの子。ウィッグでもしているのか？　パンクか？　という感じで。
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　帽ぼう子しの裾すそをつかみ目ま深ぶかにかぶらせる。バイザーで視界が塞ふさがれたのかグリペンは不満そうに唸うなった。わずかに鍔つばをもたげこちらを見上げてくる。その様子が妙みように可愛かわいらしくて心臓が跳はねた。

「慧けいは心配しすぎ。過度のリスクヘッジは行動の自由を妨さまたげる。逆効果」

「おまえが無む警けい戒かいすぎるんだよ。電車の中でも危なかっただろう。後ろの席の子供に髪かみを引っ張られて」

　幼よう稚ち園えん児と思おぼしき男の子にキャスケット帽ぼうを取られかけていた。まぁ目の前で髪かみがうすぼんやりと発光していたら気にもなる。

「大人しく座ってないからあんなことになるんだぞ。座席から立ち上がったり、窓に張りついたりしてるから」

「大だい丈じよう夫ぶ。同じ過ちは二度と繰くり返さない。後方警けい戒かいは厳重に行っている。もはや私の後ろを取れる未確認機ボギーはいない」

「橫と前も気をつけろよ」

　一つのことに集中すると他のことがおろそかになるからな、こいつ。多少ちくりと刺さしておいた方がいい。ポンと帽ぼう子しを押おさえもう一度深くかぶらせる。

「じゃ行こうか」

　非難の視線をかわして歩き出す。あまり時間に余よ裕ゆうがあるわけではない。折角の外出だ。当初予定していたプランくらいは完かん璧ぺきにこなしたかった。

　プラン。

　誤解を恐おそれずに言うならばデートプランというやつだ。

　一週間前のベルクト事件で、自分は出しゆつ撃げき前のグリペンと約束した。今度の作戦から帰ったら二人でどこかに行こうと。

　きっかけはベルクトとその開発者の話だった。あまりにも人間くさく、あまりにも普ふ遍へん的な物語を聞くうちにふと自分達たち二人の関係性も考え直してみたくなったのだ。果たしてグリペンは鳴なる谷たに慧けいにとってどういう存在なのか。道具なのか、戦友なのか、はたまたそれ以上の何かなのか。

　デートということになれば基地内の散歩だと味気なさすぎる。小こ松まつ市街の観光も今いま更さらだ。ではというので考えたのが金かな沢ざわへの遠えん征せいだった。だめもとで八や代しろ通どおりに相談し、好こう奇き心しん丸出しの質問に耐たえ、いくつかのややこしい手続きを経た後、今日に至る。二人きりの金かな沢ざわ散策、初めての小旅行。

　バスターミナルで西口循じゆん環かんの路線バスに乗りこむ。二十分ほど揺ゆられていると陸地が途と切ぎれ巨きよ大だいな橋に差しかかった。真新しい交通標識に『直進：五ご郎ろう島じま難民居留区』の文字が見える。

「ナンミンキョリュウク？」

　グリペンが不思議そうに読み上げる。「ああ」とうなずいてみせた。

「大陸から逃にげてきた人達たち向けに、国が町を作ったんだ。海側の土地を開発して集合住宅や商店街を整備したんだってさ。同じ出身国の人が暮らしやすいように。あれだよ、神こう戸べとか横よこ浜はまのチャイナタウン的なやつ」

「チャイナタウン」

「中ちゆう華か料理のお店がたくさんあるところ。ラーメンとか餃子ギヨーザとか、あと杏あん仁にん豆どう腐ふとか」

「行きたい」

「そう言うと思ったから選んだんだよ。本当は金かな沢ざわ観光なら武家屋や敷しきとか兼けん六ろく園えんとかの方がメジャーらしいけど」

　どうせ目の前の少女には色気より食い気だろう。半ば決めつけで下した選せん択たくはどうやら正解のようだった。灰色の瞳ひとみが露ろ骨こつにきらきらし始めている。携けい帯たい端たん末まつで観光情報を検けん索さくし「むぅ」と喘あえいだ。

「五ご郎ろう島じま……まさにワンダーランド、食のラストリゾート」

「いや、そこまで期待値上げられると逆に困るんだけどさ」

　所しよ詮せん急造の居留地だ。横よこ浜はまや神こう戸べとは歴史も規模も違ちがう。

　それに居留地とは言っても実際はもう少し複雑な成立過程を持つ土地らしい。大陸からの大量脱だつ出しゆつが始まった頃ころ、入管の難民審しん査さは非常に動きが鈍にぶく、避ひ難なん船や港こう湾わんに多くの人が留め置かれたらしい。衛生状態の悪化や食しよく糧りよう問題などで日増しに抗こう議ぎの声は大きくなり、行政との衝しよう突とつや不法入国が相次いだ。結果、審しん査さ完かん了りようまでの待機所と仮設住宅が一体化され五ご郎ろう島じまが整備された。審しん査さ後、伝つ手てのある者はここを出ていき、そうでない者は引き続き住み続けられる。いわば日本であって日本でない場所。外との出入りも三方のゲートを通してしかできなくなっている。

（だからこそ向こうの雰ふん囲い気きを強く残しているってのもあるだろうけど）

　大陸の町並を久しぶりに見られる。空気を味わえる。個人的にも一度は訪れてみたい場所だった。

　グリペンが携けい帯たい端たん末まつから視線を上げる。

「慧けいは？　五ご郎ろう島じま行ったことがあるの？」

「いや、俺おれも初めてだよ。明華ミンホア──知り合いから話は聞いてたけど。ほら、前にお菓か子し渡わたしただろう？　麻花マーホアってかりんとうみたいな食べ物」

「隊員食堂で食べさせてくれたやつ」

「そうそう、それを知り合いが買ってきてくれたのが五ご郎ろう島じま。で、よさげなところだから一度は行ってみろって」

　いや。

　違ちがうか、正しくは「一いつ緒しよに行ってみよう」と言われたのだ。あの時は難民審しん査さのついでに一人で寄ったから今度は慧けいと二人で行きたいな、と。

　黙だまって行ったと知られたら怒おこられるだろうな。ただでさえ彼かの女じよとの予定をいくつかすっぽかしているのだ。埋うめあわせはどこかで必ず行うとして、言動には十分注意しなければ。

　気を引きしめているとバスが減速した。橋の出口に小規模なロータリーが見える。タクシーや一いつ般ぱん車両の向こうにゲートが確認できた。

『ご利用ありがとうございます。まもなく五ご郎ろう島じま難民居留区、五ご郎ろう島じま難民居留区です』

「さて、じゃあ海外旅行だ」

「おー」

　忘れ物がないことを確認して停留所に降り立つ。外に出た瞬しゆん間かん、潮の香かおりが漂ただよってきた。海が近いせいだろう。駅からさほど離はなれていないのに別世界に来た気分になる。

　身分証を取り出しゲートの警備員に示した。バーコードを読み取ってもらい、グリペンのＩＤチェックを待って歩行者用のアーチを抜ぬける。

「わ」

「おっ」

　空気が変わった。

　音と熱のレベルがあからさまに一段階上じよう昇しようする。まず目に入ったのは広場を囲む商店だ。いずれも三、四階建て程度の建物に原色の看板や飾かざり付つけがほどこされている。軒のき先さきには商品やテーブルがはみ出し雑然とした雰ふん囲い気きを生み出していた。行ゆき交かう人々が大声を上げ品物を比ひ較かくしている。

　懐なつかしい光景に身体からだが震ふるえる。

　そうだ、この雰ふん囲い気き、大地から滲しみ出してくるようなエネルギー。自分が人生の過半を過ごした景色が目の前にある。上海シヤンハイのビジネス街や北京ペキン中心部のようなよそ向きの装いではない、あの国の生の風景。

「おおおおー」

　グリペンが広場に走っていく。呆ぼう然ぜんとあたりを見み渡わたし。

「小こ松まつの町と全然違ちがう！」

「そりゃぁな」

「カルチャーショック、衝しよう撃げき。世界観の再構築」

　大げさだな。

　だが言わんとすることは分かる。自分も最初に海外生活を始めた頃ころ、あまりに異質な空気に圧あつ倒とうされたものだ。匂においも色しき彩さいも何もかもが異なる。文化や社会というものが質量を伴ともないのしかかってきたようだった。ただそれは必ずしも不快な感覚ではない。畏い怖ふの裏返しは憧あこがれ。未知への不安には必ず期待がついてくる。

　グリペンは双そう眸ぼうをいっぱいに開き町を眺ながめていた。商店の軒のき先さきにたどりつき食材をのぞきこむ。細い背中に無言の高こう揚ようが感じられた。

「おい、いきなり食う気か」

「麻花マーホア見つけた」

　見慣れたかりんとう状のスナックを指し示す。

「大きなのもある」

「ああ大麻花ダー・マーホアな」

　ロールパンをねじったような食べ物だ。こっちは普ふ通つうの麻花マーホアより柔やわらかく、味つけも様々なバリエーションがある。個人的にはシナモン入りが好みだが、明華ミンホアに言わせると金コン平ペイ糖トー入りが王道らしい。本当かどうかは知らないが。

「これは？」

　続けてグリペンが黒い粒つぶ状じようの物体を指し示す。おお、またスタンダードな。

「ひまわりの種だな」

「種！」

「うまいんだぜ、小腹が空すいた時にポリポリかじってるとすぐなくなっちゃって」

「食べてみたい」

「うーん」

　あまり初しよっ端ぱなから飛ばすと昼飯が食べられなくなりそうだが。まぁこのくらいならいいか。

「服[image: ][image: ]（すみません）」

　店の奥おくをのぞきこむ。目当ての袋ふくろを一個取り上げ。

「[image: ][image: ]我[image: ]个（これ、ください）」

「好的（はーい）」

　出てきたのは二十代前半の女性だった。三つ編みにした髪かみが愛らしい。手際よく商品を袋ふくろ詰づめしながらグリペンに視線を止める。

「[image: ]呀，你真可[image: ]（あら、かわいらしい）」

　にっこり笑いかけるもグリペンはきょとんとしていた。「可愛かわいいってさ」と訳してやるとパチパチまばたきして女性を見つめる。

「……ありがとう」

「あれ？　日本人なの。あなたも、こっちの彼かれも？」

　女性は意外そうに目を丸くした。こちらに向き直り。

「なんだー、中国語が上手だからこの町の人かと思っちゃった」

「親の仕事の都合で向こうに住んでたんですよ。ていうかお姉さんも日本語うまいですね？　ここに来て長いんですか」

「んー、まぁそこそこ。というかこの店、基本観光客向けなのよ。だから日本語での接客がメイン。言葉ができないと文字通り『話にならない』」

　微び妙みようにうまいことを言って彼かの女じよはもう一パッケージ、スイカの種を袋ふくろに入れた。

「あれ？　え、一個でいいんですけど」

「いいのいいの、サービスしとくよ。可愛かわいい彼かの女じよに今日は目め一いつ杯ぱい楽しんでもらって。頑がん張ばってね」

　魅み力りよく的なウインクを決めてくる。

　彼かの女じよ。

　可愛かわいい彼かの女じよか。

　あらためて言われるとなんだか気き恥はずかしい。照れくささを隠かくすように「あの」と声がけした。

「地元の人から見ておいしいお店ってどこですか？　お昼どこで食べるかまだ決めてないんですけど」

「ふーむ、そうねぇ」

　頰ほおに指を当て考えこむ。

「地元客メインの店はあるけど、君なら言葉通じるから大だい丈じよう夫ぶか。うん、ちょっと待って。いくつか見み繕つくろってあげる」

　さらさらメモに記して手て渡わたしてくる。ご丁てい寧ねいにも簡易な地図つきだ。

「店内で食べるなら星印の店がおすすめね。で、屋台を練り歩きたいなら丸印のところがＯＫ。×印は絶対避さけてね。観光客向けにぼったくりやってる時があるから。あとは店頭のメニューを見てお好みで」

　すげぇ、まさかの最強ガイドブック誕生だ。最初に入った店がここでラッキーだった。何もなければ地じ雷らいをいくつか踏ふんでいたかもしれない。

「ありがとうございます」

「どういたしまして、よかったら帰りにお土産みやげ買っていってよ。またサービスするから」

　慢走（まいどありー）と元気な挨あい拶さつで送り出される。

　グリペンは幸せそうにスイカの種を頰ほお張ばっていた。もともと小動物的な趣おもむきがあるので、そうやっているとどうにも本物のリスに見えてくる。

「うまいか？」

「うん」

　鼻息荒あらくつぶやく。もう一つかみ種を味わい。

「次はどんな味覚が待ち受けているか楽しみ」

「本当食うことばっかりだな、おまえ」

　何しに来たのか覚えてるか？　デートだぞ。二人の関係を確かめに来たんだぞ。まぁそもそものプランがグルメツアーみたいになっていたのもアレだが。

「なぁグリペン」

「ん？」

「おまえ、デートってどういうものだと思ってるんだ」

　彼かの女じよは不思議そうに首を傾かしげた。

「慧けいと二人でいる」

「そりゃそうだけど」

「二人でおいしいものを食べる」

　間ま違ちがってはいない、間ま違ちがってはいないが。

「じゃあ基地で二人でおいしいものを食べたらそれはデートか？」

「んー」

「隊員食堂でだべってるのは？」

「……」

　何かが違ちがうという顔。だが具体的な差さ違いが分からないのか、困こん惑わくしている。ぱちぱちと目をまたたき。

「慧けいは何かが不足していると感じている？」

「不足と言うかなんと言うか」

　試ためしに手ぐらい繫つないでみるか、と提案しかけてためらう。冷静に「どうして？」と訊きかれたら立ち直れそうにない。いや強く頼たのめば嫌いやがりはしないだろうが、無感動で付き合ってもらっても虚むなしいだけだ。

「イーグルはさ、結構くっついてくるだろ。こう、ハグーとかなんとか言って」

「あの子はお子様だから」

「おまえは？」

「私は大人、無む闇やみに人に甘あまえたりしない。ちゃんとＴＰＯをわきまえる」

　いや、デートは甘あまえてもいいだろう。逆にどういう時ならスキンシップＯＫなんだ。

　問い詰つめかけて思いとどまる。こんなことは理り詰づめで話すことでもない。がっついていると思われるのも不本意だ。

　というか俺おれ、本当にこいつのこと好きなのか？　嫌きらいではないけれど。どっちかと言えば妹や年の離はなれた従妹いとこと接してる感じで。うーん。

「慧けい？」

「いいよ。じゃあ店探すか。とりあえずこの地図に書かれているところを外から見てみる。で、最後によさげな店を選んで入る。どうだ？」

「異議なし」

「よし、行こう……と、あ、そうだ。動く前に一つだけ注意」

　表情を引きしめる。膝ひざを折り彼かの女じよの顔に向き合って。

「ここはもう土と地ち勘かんのない場所なんだから、ふらふら一人で歩いていくなよ。とにかく俺おれから離はなれずに、目の届く範はん囲いにいること」

「分かった」

「約束だぞ」

「言われなくても最初からそのつもり」

　本当かぁ？

　結構目を離はなすといなくなっている印象だが、気のせいか？　本当は手を握にぎっていられれば一番安心なのだけれど、そこにはもうこだわるまい。

　グリペンはてくてく回りこむと自分の橫に並んだ。袖そでをつかみ準備万ばん端たんとばかりにうなずいてくる。心配はいらねぇよ、早く行こうぜ！　と言わんばかりの眼まな差ざし。

「ＯＫ、行くか」

　気持ちを切り替かえ出発する。顔を上げ異文化圏けんの奥おくに歩を進めていった。

　広場を抜ぬけ、細い路地に入るとそこは屋台村だった。ビルの合間にところ狭せましと露ろ店てんが並んでいる。あちこちから焼き菓が子しや肉料理の匂においが漂ただよってきた。

　地図と照らし合わせながら店構えをチェックしていく。たまに呼びこみにつかまりそうになるが、そこはうまくかわして歩いていった。

　蒼そう空くうに赤の中国提灯ちようちんが映はえている。夜に訪れればさぞかし幻げん想そう的な眺ながめになるのだろう。気づけば周囲から日本語が消えていた。大陸の特とく徴ちよう的な発音が空気を満たしている。黙だまって立っているとつい日本にいることを忘れそうになった。常じよう熟じゆくでの生活が、失われた日常が戻もどってきた気分。

（明華ミンホアが行きたがってた理由が分かるな）

　気き丈じように振ふる舞まってはいるが、一人きりで異国の町に投げ出されたのだ。寂さびしくなる時もあるだろう。帰ろうとしても帰れないのが今の大陸だが、だからと言って郷きよう愁しゆうの類いが消しよう滅めつするわけでもない。

　やっぱり今度一いつ緒しよに来てみるか。今日の成果をもとにおすすめの店をいくつか紹しよう介かいしてやろう。いや「なんでそんなところ知ってるの」と訊きかれたらまた泥どろ沼ぬまになりそうだが。

　色々考えこんでいたせいか、つい注意が散さん漫まんになっていた。

　振ふり向くと桃もも色いろ髪がみの少女が消えていた。

　……。

　は？

　周囲を大量の人が行ゆき交かっている。原色の風景にグリペンの姿はない。屋台の橫にもショーウィンドウの前にも見当たらなかった。

　おいおいおい。

「您有没有看到[image: ]才在[image: ]里的那个女孩儿？（こ、ここにいた女の子、どこに行きました？）」

　目の前の店員に訊たずねると、彼かれは目をしばたたかせた。

「[image: ]好像看到了什么[image: ]西往那[image: ]去了（その子ならさっき向こうに歩いていったよ。なんか気になるものがあったみたいで）」

　注意した端はしからこれかよ！

　しっかり迷子になってるじゃねぇか。さっきの自信に満ちた態度はなんだったんだ!?

　焦あせりつつも、だがパニックに身を任せてはいられない。遠くまで行ってしまう前につかまえなければ。時間がたてばどんどん距きよ離りが開いてしまう。

「不好意思，能耽[image: ]您[image: ]分[image: ][image: ][image: ][image: ]？（すみません、ちょっといいですか）」

　手当たり次第に声をかけ彼かの女じよの痕こん跡せきをたどっていく。屋台村を抜ぬけ、四つ角を曲がり、裏路地から別の商店街に移動した。

　徐じよ々じよに人気がなくなっていく。繁はん華か街がいを過ぎたせいか、真新しい集合住宅と年代物の倉庫が混在し始めた。五ご郎ろう島じまはもともと港こう湾わん・工業地帯だから、その時の設備が残っているのかもしれない。破れた窓や汚よごれた壁かべが不安を煽あおってくる。

「グリペン」

　耐たえきれず声を上げる。どこまで行ったんだ。おかしいと思ったらすぐ引き返せよ。

「グリペン！」

　気づけば大分海側まで来ていた。あたりにもう人家や商店はない。黒ずんだ倉庫だけがぽつぽつと岸がん壁ぺき沿いに浮うかび上がっている。周囲はしんと静まり返り人の動く気配は感じられなかった。

　行きすぎたか？

　途と中ちゆうで追い越こしてしまったのか。歯がみして戻もどりかけた瞬しゆん間かん。

　くぐもった悲鳴が聞こえた。

　視線を巡めぐらす。手近な倉庫に駆かけ寄り中をのぞきこんだ。

　冷たい埃ほこりの匂においが鼻を突つく。広大な空間にコンテナが積み上げられていた。天窓からの陽光に照らされて小こ柄がらな少女が立ちすくんでいた。周囲に人ひと影かげがある。筋骨たくましい威い圧あつ的な風ふう貌ぼうの男達たち。

「グリペン！」

　少女がこちらを振ふり向いた。愕がく然ぜんとした様子で「だめ！」と叫さけぶ。

「来ちゃだめ、慧けい！」

　警告は、だが一いつ瞬しゆん遅おそかった。ガチャリと硬かたい金属の感かん触しよくがこめかみに押おしつけられる。サングラスの男が銃じゆう口こうを向けていた。喪も服ふくを思わせるダークスーツに赤のネクタイを合わせている。片手で口元の煙草たばこを押おさえつつ銃じゆうを構えていた。入り口の陰かげに立っていたのか、冷ややかな表情に背筋が寒くなる。

　男は紫し煙えんをくゆらせ、ひどく面めん倒どうそうにつぶやいた。

「なんだ、またガキか」

　分厚い唇くちびるが歪ゆがむ。首だけを傾かたむけ「今日は厄やく日びだな」と続けた。背後の闇やみからぞろぞろとやくざ者が現れる。

　それはこちらの台詞せりふだと思った。




　回想終しゆう了りよう。

　時間軸じくは現在に戻もどる。

　突とつ然ぜんの監かん禁きん劇から十分余、自分とグリペンはあいかわらずコンクリートの床ゆかに座らせられている。後ろ手に縛しばられ、周囲を幾いく重えにも囲まれ、声一つ出せずにいた。

　絶体絶命というのはまさに今の状態を言うのだろう。ザイとの空中戦でもこんな絶望感は覚えなかった。何せ対たい抗こうの術すべが皆かい無むなのだ。リヴォルバーカノンも空対空ミサイルも、追っ手を振ふり切るためのターボファンエンジンもどれ一つ持ち合わせていない。裸はだかで雪山に投げ出された感覚だ。脅きよう威いを防ぐ術すべがない。悪あがきをする余地がない。

「困るな楊ヤンさん、あんた達たち指定の場所でケチがつくのは。勘かん弁べんしてくれないか」

　サングラスの男が声を上げる。コンテナに寄りかかり相変わらず煙草たばこをふかしていた。周囲にはジャケット姿の取り巻きがいる。いずれも銃じゆうを構え剣けん吞のんな視線だ。

「こっちは居留区なら安全って言葉を信じて最低限の人数で来てるんだ。初しよっ端ぱなからこれじゃ今後の取り引きは難しくなるぞ」

「心配ない。心配ないね」

　ややぎこちないイントネーションは反対側の壁かべ際ぎわに立つ中年男性のものだ。柄がらシャツ姿で人好きのする笑みを浮うかべている。両手を叩たたき双そう眸ぼうを緩ゆるめた。

「当局の動きはちゃんと押おさえてるね。日本の警察が動き始めたらすぐ連れん絡らくが来るよ。安心して商品を見てもらっていいね」

「そのガキどもはどうするんだ」

　角張った顎あごをしゃくってくる。

「見たところ観光客のようだぞ。行方ゆくえ不明になったら色々騒さわがれるんじゃないのか」

「騒さわがれても見つからなければいいだけね！」

　柄がらシャツ男は陽気に言い切った。

「大だい丈じよう夫ぶ、私達たち、人の処分の仕方はいっぱい知っているよ。まとめてでもバラバラでもきっちりお金に換かえられるね」

　ぞわと背中の毛が逆立つ。

　とてつもない悪意と冷れい徹てつさが同時に感じられた。人間をモノか家か畜ちくのように扱あつかう感覚、倫りん理りや道徳など一いつ切さい無む縁えんの言動。

（こいつら黒社会ヘイシヤーホエイだ）

　中国の非合法組織、殺人から麻ま薬やく取り引きまでなんでも行う犯罪者集団。大陸脱だつ出しゆつでこんな連中まで流れこんできていたのか。明華ミンホアの父親、宋ソンおじさんから連中にだけは絶対近寄るなと言われていたものだが。

　視線を走らせる。

　サングラスの男達たちは日本人のようだ。であればヤクザ・暴力団の類いか。商品はおそらく人民解放軍の装備だろう。管理者の消えた軍施し設せつから黒社会の連中が持ち出し、居留区を拠きよ点てんに売りさばく。新天地での地歩を固めるために、新たな資金源を産み出すために。

　どう考えても見てはいけない現場だった。

『ここで目もく撃げきしたことは他言無用だぞ』、『全部忘れて堅かた気ぎの世界に戻もどるんだな』で許される状じよう況きようとは思えない。

　一体どんな扱あつかいを受けるのか。生きながら解バ剖ラされ臓器売買されるのか。地下や外洋で強制労働させられるのか。あるいはどことも知れぬ外国の娼しよう館かんに押おしこまれるのか。

　気づけばグリペンの後ろに中国人の男が立っていた。好色な面持ちでしゃがみこみ彼かの女じよの背中にのしかかる。そのまま、抱かかえこむような姿勢で細い身体からだをまさぐり始めた。節くれ立った指が無ぶ遠えん慮りよに服の中に侵しん入にゆうしようとする。「んー」とグリペンは嫌いやそうに身をよじった。

「おい、何してんだ！　やめろ！」

　危険を忘れて叫さけんでいた。

　後ろからナイフを突つきつけられるも構っていられない。身を乗り出した途と端たん、強い力で押おさえつけられた。

「安静点！　[image: ]嘴！（静かにしろ！　黙だまれ！）」

　手を縛しばられているせいで力が出ない。顔を床ゆかに密着させられて息ができなくなる。それでも必死でもがいていると撃げき鉄てつの音が響ひびいた。

「いい加減にしてくれ」

　サングラスのヤクザが銃じゆうを構えていた。ひどく面めん倒どうそうな様子で。

「お国じゃどうか知らんが、こっちだと人身売買は足がつきやすいんだ。口くち封ふうじするならさっさと殺せ。で、コンクリ詰づめにして海に沈しずめろ」

　虚うつろな銃じゆう口こうがこちらを睨ねめつける。引き金に指をかけたまままっすぐ近づいてくる。

「できないなら俺おれ達たちでやる」

　全身から血の気が引いた。のっぺりした顔には一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよが見えない。あと数歩近づいたら流れ作業のごとく自然に引き金を引くだろう。銃じゆう口こうの向き先は……グリペン？

「ちょ、ちょっと待った！」

　声をからして叫さけぶ。口をふさがれる前に言葉を続けた。

「あんた達たち、お金がほしいんだろ。いいぜ、いくら出せばいいんだ。一千万か？　二千万か？」

　金ならあるぞと中国語で叫さけんでやる。あからさまに周囲の空気が変わった。柄がらシャツの男が「どういうことね」と訊たずねてくる。

「身みの代しろ金きんでも出すのか。おまえの家は金持ちか？」

「楊ヤンさん、そんなガキの口車にのるな」

　サングラスのヤクザが苛いら立だち交じりの声を上げる。だが黒社会の面々は降って湧わいた儲もうけ話に興味を隠かくせない様子だった。

「話を聞くくらい大したことないね。おい、小こ僧ぞう。今の言葉はどういう意味ね」

　続きは考えていない。どうしよう。下手に実家が金持ちだなんて言ったら実際に電話をかけさせられかねない。そうしたら今度は祖父母や明華ミンホアが巻きこまれる。だめだ、これ以上犠ぎ牲せい者は増やせない。だとすれば他に手は？　というよりこんな噓うそをつき続けてなんになる？　実際に大金などない以上どこかのタイミングで悪あがきは終わる。撃うたれる時間が一、二分伸のびるだけ。

　絶望的な気分で天を仰あおいだ瞬しゆん間かん、だが予想外の光景が目に入ってきた。

　天窓に二つ人ひと影かげが見える。ヘルメットとゴーグル、防ぼう弾だんチョッキ、長銃じゆう身しんのボルトアクションライフル。ヤクザや中国マフィアのメンバーではない。こちらと目が合ったのを察したのか、人ひと影かげは人差し指を口に当てた。

（警察）

　なぜここに？　という疑問は高こう揚ように押おしやられた。見たところ完全装備だから偶ぐう然ぜん通りかかったわけでもないだろう。用意を周しゆう到とうに調ととのえ、配置につき、状じよう況きようをうかがっている。であれば他にも仲間がいるということか。突とつ入にゆう準備中の警官隊がすぐ近くに迫せまっている。

　一気に気持ちが奮い立つ。

　いける。時間さえ稼かせげば救いが来る。

　グリペンを顎あごで示し。

「そいつは普ふ通つうの子じゃない。すごい価値があるんだ。傷をつけたり殺したりしたら大損だぞ。なんせ一機……一人で数十億円の値段がついてるんだからな」

　は？　と男達たちがまばたきする。「おい、いい加減なこと言うな」サングラス男が声を荒あららげた。

「本当の話だよ。確か六十億だったかな？　まぁ俺おれの知り合いの金きん髪ぱつ娘むすめなんて百二十億するらしいからそいつには負けるけどな。なんだったら紹しよう介かいしようか？　呼べばすぐ来るだろうし。マッハ２・５くらいで」

「こいつ、気でも狂くるったのか」

　舌打ちして銃じゆうを向けてくる。視界の端はしで、天てん井じようの警官が背後に向けて合図した。一人はこちらに目と口を隠かくすようジェスチャーしてくる。

　見ルナ？　息ヲ止メロ？

「噓うそじゃないって。俺おれ達たち、ある研究施し設せつから抜ぬけ出してきたんだ。かなり特とく殊しゆな実験の対象になってて、外国の情報機関とかに売ったらすごいお金になるぞ。だから──」

　息を吸った瞬しゆん間かん、軽い音を立てて何かが床ゆかの上を走り抜ぬける。続けてボンと破は裂れつ音が響ひびいた。

「グリペン、伏ふせろ！　口ふさげ！」

　凄すさまじい閃せん光こうと爆ばく音おん、それに煙けむりが同時に生じた。目ま蓋ぶたを閉じていても視界が真っ白になる。危ういところで片耳を床ゆかに押おしつけたものの、もう一方の耳は完全に聴ちよう力りよくを失った。鼻の奥おくにツンと痛みが走る。催さい涙るい弾だんか？　周囲の男達たちがゴホゴホと咳せきこんでいる。間かん髪はつ入れず大地が揺ゆれた。バリンバリンと硝子ガラスが割れ、青黒いユニフォームが突とつ入にゆうしてくる。

「畜ちく生しよう！　警察だ！」

　誰だれかが悲鳴交じりの声を上げた。飛び交かう銃じゆう声せい、獣けもののような怒ど号ごう、足音と衝しよう突とつ音が無茶苦茶に反はん響きようし身体からだをシェイクする。白はく煙えんというサンドバッグにぶちこまれもみくちゃにされた気分。衝しよう撃げきと閃せん光こうで頭がおかしくなりそうだ。

　ヤクザ達たちは散発的な抵てい抗こうを繰くり広げていたが、圧あつ倒とう的てきな数の暴力に制圧されていった。逃とう走そうしようとした人間も裏口の別働隊に捕ほ捉そくされる。

　三分か四分ほどたっただろうか。ようやく煙けむりが晴れ始めると事態はほぼ終息していた。あちこちから呻うめき声が聞こえてくる。警官隊がつかまえた人間に手て錠じようをかけていっていた。

（よかった、助かった）

「慧けい！」

　グリペンが身体からだを起こす。横たわったままの自分を見失っていたのか、後ろ手に縛しばられたまま駆かけ寄ってくる。瞬しゆん間かん。

「ふざけやがって」

　地の底から響ひびくような声がした。ぞっとして振ふり向くとサングラスの男が銃じゆうを構えていた。血と涙なみだで顔が歪ゆがんでいる。まだ視力が復活していないのだろう、とりあえず動くものに狙ねらいを定めている感じだ。グリペンはまだ気がついていない。射線はまっすぐ彼かの女じよの胸に向けられている。

「くたばれ」

　間に合わない、今から「避よけろ」と叫さけんでももう手て遅おくれだ。飛びついて押おし倒たおす？　だめだ、距きよ離りがありすぎる。振ふり向いて拳けん銃じゆうを奪うばう？　手も使えないのに？　無茶だろう。今の姿勢からできること、試せることと言えば。

「っ！」

　床ゆかを蹴けって身体からだを起こす。バランスを崩くずしつつも銃じゆう口こうの前に上体を投げ出した。

　射線を遮さえぎる。我が身を持ってグリペンの盾たてになろうとする。頼たのむ、間に合ってくれ。奥おく歯ばを食いしばり衝しよう撃げきを覚かく悟ごした、刹せつ那な。

　疾しつ風ぷうが吹ふき抜ぬけた。

「……あ？」

　男の腕うでがありえない場所で曲がっていた。銃じゆうを握にぎったまま肘ひじ関節の先で叩たたき折られている。

「な、なんだぁ!?」

　悲鳴は裏返っていた。驚きよう愕がくと混乱が四角張った顔を引きつらせている。一体何が起きたのか、どうしてこんなことになったのか、わけが分からない様子。だが答えはすぐにもたらされた。

　男の背後で長い足が持ち上がる。すらりと伸のびたスラックス、そしてエナメルのパンプス。

　後ろ回し蹴げり。

　およそ映画の中でしか見たことのない技が男の側頭部に炸さく裂れつした。

　鉄球でもぶつけられたようにスーツの上体が傾かしぐ。二歩、三歩と後退。そのままドウと床ゆかに崩くずれ落ちた。割れたサングラスが転がっていく。露あらわになった顔は白目を剝むいていた。

（なんだ）

　細身の女性が立っていた。白ブラウスにパンツスーツ、ショーウィンドウのマネキンを思わせる均整の取れたシルエット。

　年の頃ころは二十代前半だろうか、涼すずしげな目元と通った鼻筋、細い顎あごは欧おう米べい人じん特有のものだ。だが髪かみの色は日本人女性のように美しい濡ぬれ羽ば色で、鮮あざやかな光こう沢たくを放っている。広く額を露ろ出しゆつさせた髪かみ型がたは前下がりのボブに見えて、よく確認すると後ろ髪がみを一ひと房ふさ、腰こしの長さまで伸のばしていた。根元を紐ひもで縛しばっている様子はまるで巫み女このようだ。

　警察か？

　いや、だが外人っぽいし、他の警官みたいにプロテクターもつけていないし。

　何者だ、と思っていると女性が顔を向けてきた。グリペン、次いで自分に目を留める。

　綺き麗れいな薄うす紅べに色の唇くちびるが開いた。

「そんな人形のために君が命を懸かける必要はない」

　は？

　一いつ瞬しゆん何を言われたか分からなかった。人形？　グリペンのことか？

　だが質問する間もなく彼かの女じよは顔を背そむけた。スーツの裾すそを揺ゆらし、つかつかと足早に歩みさってしまう。警官隊が左右から駆かけ寄り何かを報告していた。

（なんなんだよ）

　呆ぼう然ぜんとつぶやく。事態の展開が急すぎて頭が追いついていかない。

　遠くからサイレンの音が響ひびいてきた。




「こらっ」

　桃もも色いろ髪がみに拳げん骨こつが落ちる。

　グリペンは「あぅ」と妙みような声を上げて後じさった。表情に乏とぼしいため分かりづらいが、かなり痛かったのだろう。頭を押おさえ涙なみだ目めになっている。

　ひげ面の中年男性が嘆たん息そくする。ナマズのような顔は苦々しげに歪ゆがめられていた。安あん堵どと苛いら立だちがない交ぜになった複雑な表情。技ぎ本ほんの整備スタッフ、舟ふな戸とだ。いつもの作業服と違ちがいカラフルなボーダーシャツに身を包んでいる。怨うらめしげにグリペンを睨にらみつけ。

「頼たのむよおい。人混みで見失った時はどうしようかと思ったぞ。あんまり肝きもを冷やさせんでくれ」

　廃はい倉庫の前で黒服の男達たちが電話している。多分小こ松まつ基地に状じよう況きようを報告しているのだろう。どうやら二人きりのデートと言いつつ、きっちり監かん視しされていたらしい。組織のリスク管理的には当然の配はい慮りよだが、どうにも無ぶ粋すいな舞ぶ台たい裏うらを見てしまった気分。以降の外出が素直に楽しめなくなりそうだ。

「たまたま密輸取とり締しまりの警官隊と合流できたからよかったようなものの、そうじゃなかったらどうなってたか分からないぞ」

「すみません、俺おれがついてながら」

　悄しよう然ぜんと頭を下げる。もとはと言えば自分が目を離はなしたのが悪いのだ。自衛隊の最高戦力を連れている自覚に欠けていた。グリペンが怒おこられれば怒おこられるほど居たたまれなくなる。

　フナさんは頭を搔かいた。

「まぁデートならきっちりエスコートしろよ──と言いたいところだが今回はグリペンが勝手に走ってったんだしな、不ふ可か抗こう力りよくだろ。むしろ君に怪け我ががなかったのが幸いだ」

「でも」

「真面目な話、謝るのは俺おれ達たちの方だ。ちょっと気を抜ぬきすぎていた。やばいところに向かいかけていたら事前に止めるべきだった」

　申し訳ない、と頭を下げられる。慌あわててかぶりを振ふった。

「や、やめてください。そもそも俺おれ達たちが遊びに行きたいって言ったのが悪いんですし、謝られる筋合いはないですよ。顔を上げてください」

「そうは言うけどなぁ。やっぱりご自宅に謝罪にうかがった方が」

「いいです！　大だい丈じよう夫ぶです！」

　明華ミンホアに知られたらどうするんだ。更さらにトラブルの種が増えるぞ。「そんなことより」と強引に話題を切り替かえる。連行されていくチャイニーズマフィア達たちを顧かえりみて。

「こんな町中で黒社会の連中が取り引きしてる方が俺おれにはショックですよ。中国に住んでた頃ころだって出くわしたことなかったのに」

「まぁ、奴やつらも必死なんだろ。本国の縄なわ張ばりもシノギも一気になくしたわけだからな、懸けん命めいに生き残りの策を練ってるはずだ。多分同じようなことはもっと増えていくぞ。難民はどんどん増えてるわけだしな」

「……」

　護送車の前で柄がらシャツの男が抗こう議ぎしている。確か楊ヤンと呼ばれていた中国人だ。自分は何もしていない、たまたま居合わせただけと叫さけんでいた。

　確かにややこしい事態が増えていきそうだった。昔なら不法入国と見なされた犯罪者が難民の看板を背負い渡と海かいしてくる。善良な市民を装ってくる。警察・司法の崩ほう壊かいした大陸に彼かれらをせき止める手立てはない。清せいも濁だくも全てが奔ほん流りゆうのごとく日本に流れこんでくる。

（甘あまかった）

　海外旅行などと浮うわついていた自分が恥はずかしい。言葉が通じることでどこか気を抜ぬいていた。ここは常じよう熟じゆくでも小こ松まつでもない。最低限の緊きん張ちようと警けい戒かいは持ち続けるべきだった。

「だがまぁ」

　フナさんの顔が緩ゆるむ。ようやく安心できた様子で。

「本当、よく無事だったなぁ。正直腕うでや足の一本くらい切り落とされても不思議じゃなかったぞ。結構長い間、つかまってただろう？」

「まぁ……かなりやばい時もありましたね」

「警察も意外と無造作に突とつ入にゆうしてったからな。あんな派手にドンパチして、流れ弾だま一つ当たらなかったのは奇き跡せきみたいなもんだ。ひょっとしてアレか？　謎なぞの変身ヒーローでも現れて助けてくれたのか？」

「変身ヒーローはいませんでしたけど」

　謎なぞの外国人女性は現れた。危き機き一いつ髪ぱつのタイミングで登場しヤクザを倒たおしてくれた。彼かの女じよがいなければ今いま頃ごろ、自分かグリペンのどちらかが撃うたれていただろう。

　視線を巡めぐらせると意外なくらい呆あつ気けなく救い主は見つかった。バインダーを片手に警官と話し合っている。がたいのよい男達たちの中では、華きや奢しやなシルエットはかなり目立った。

「あの人ですよ、俺おれ達たちを助けてくれたの。ヤクザに撃うたれそうになったのを防いでくれて」

　舟ふな戸とは目をぱちくりさせた。

　啞あ然ぜんとした様子で口を開く。一いつ瞬しゆん、場ば違ちがいな麗れい人じんの登場に驚おどろいているのかと思った。確かにあんな細い身体からだでヤクザやチャイニーズマフィアと渡わたり合ったとはにわかに信じられまい。

　だが衝しよう撃げきのポイントはそこではないようだった。

　舟ふな戸とは眉まゆ根ねを寄せ、ごくりと喉のどを鳴らした後。

　呻うめくようにつぶやいた。

「なんで彼女がここに？」




　　　　　　　　　　＊




　翌日曜日。

　慧けいは小こ松まつ基地を訪れている。

　予定外の外出で遅ち延えんしたグリペンの定期調整・検査をこなす目的だ。

　内心こっぴどく叱しかられるのではと怯おびえていたが、基地内の雰ふん囲い気きは至し極ごく穏おん当とうだった。舟ふな戸とがうまく処理してくれたのだろう、昨日の件で改めてとやかく言われることもなかった。技ぎ本ほんの職員達たちも普ふ通つうのテンションで接してくれる。午前中いっぱいの事情聴ちよう取しゆも覚かく悟ごしていただけに正直、拍ひよう子し抜ぬけの感があった。

　ただ作業の遅おくれを取り戻もどすつもりか、調整スケジュールがえらくタイトなのには閉口した。朝八時から分刻みで予定を入れられ、方々の施し設せつを巡めぐらされる。最初は「自然に接してくれて助かる」と思っていたが、やがて「ちょっとは気を遣つかってくれよ」と言いたくなった。グリペンも俺おれも死にそうな目にあったんだぞ？　もう少し労いたわってくれてもいいんじゃないか？

　だが事情が事情なだけに文句も言えない。指示されるまま検査をこなしプログラムを消化するうちに、気づけば正午を過ぎていた。

「うー」

　グリペンが長机に突つっ伏ぷす。両りよう腕うでを伸のばし干ひ物もののような姿になっていた。よほど疲つかれ切っていたのだろう。傍かたわらの飲むヨーグルトにも手をつけられていない。

　技ぎ本ほん執しつ務む棟とうの休きゆう憩けい室だ。丁度昼時なせいか、弁当持参の職員も多い。和なごやかな雰ふん囲い気きの中、沈ちん没ぼつする少女の姿はかなり目立つ。だがもはや周りに頓とん着ちやくしている余よ裕ゆうもないのだろう。天板で鼻と頰ほおを潰つぶしぐったりとしている。

「すごい顔になってるぞ、おまえ」

　グリペンは低い声で呻うめいた。

「もうだめ。私が死んだらお墓には『過労と空腹で没ぼつす。ぐりぺん』と書いておいてほしい」

「そこまでかよ」

　いくらなんでも大げさなと思ったが、どうも彼かの女じよは別の事情を抱かかえていたらしい。半眼でこちらを見上げてくる。

「慧けいが来る二時間前から別の調整をさせられていた。五時起きでイーグルやファントムのシミュレータに乗せられて、ダイレクトリンクをしてみろって」

「そんなことできるのか？」

　アニマとドーターは一心同体、脳と身体からだのような関係だ。他人のドーターを弄いじるなど想像もできなかったが。

「一応リンクは張れた。でもすごく気持ち悪かった。足が三本になったり目の位置が頭の上に変わった感覚」

「だろうな」

　エンジンが一つから二つに変わるだけでもすごい変化だろう。ましてやグリペンの機体形状は独特だ。そう簡単に他のドーターに馴な染じめるとも思えない。

「でもなんでいきなりそんな。ドーターを乗り換かえろとでも言う気か？」

「分からない、けど」

　細い首が傾かしいだ。

「ファントムとイーグルに同じ話はしていないみたい。だから今すぐ機種転てん換かんしてどうこうという意図はないはず」

「ふぅん？」

「あとやってみて分かったけれど他のドーターで戦うのは無理、飛ばすので精せい一いつ杯ぱい、無理に両方こなそうとすると多分処理能力がバーストする」

「バーストっていうと」

「予期せぬフリーズとかエラーとか」

　だめじゃねぇか。

「そのこと八や代しろ通どおりさんには？」

「言った。でも一いつ旦たんそれでいいって」

「わけが分からないな」

　飛ばすだけでＯＫ、戦せん闘とうできなくていい？　一体何を目的に調整しているのかさっぱり理解できない。

「多分昨日のおしおき、嫌いやがらせ」

　グリペンは不満そうに下した唇くちびるを突つき出した。憤ふん懣まんやるかたない様子で。

「間食もしばらく禁止って言われた。食い意地が張ってるからフラフラあちこち釣つられていくんだろうって」

「まぁ」

　そう言いたくなる気分は分かるが。

「買い食いＮＧ、取り置き禁止、餌え付づけもだめだって」

「餌え付づけ？」

「スタッフの人が余ったお菓か子しを私に提供してくれていた。出張のお土産みやげとか話題のスイーツとか」

　そんなことされてたのか。

　甘あまやかしすぎだろう。学校でペットを飼っているわけじゃないんだぞ。

「悪いけどさ、今回はグリペン、完全におまえの自業自得だろ。そばを離はなれるなってあれだけ言ったのにどっか行っちまうし。なんの食い物に引かれたか知らないけれど見知らぬ土地で一人歩きするなんて不用心すぎるぞ」

「それは誤解」

「へ？」

　グリペンは憤ふん然ぜんと顔を上げた。

「ハルカもフナも決めつけすぎ。私は別に食べ物目当てで慧けいから離はなれたわけじゃない」

「じゃあなんでだよ」

「『助けて』って声が聞こえた」

「は？」

　声？

「『つらい、苦しい、怖こわい』って」

「なんだそれ」

　誤ご魔ま化かしているのかと思ったが彼かの女じよは真顔だった。「言葉通り」と短く答えてくる。

　えーっと。

「つまりこういうことか？　誰だれかが助けを求めていたからおまえは声の出所を探しにいった。で、歩いていくうちに例の倉庫にたどりついた」

「そう」

「喋しやべっていた相手は見つかったのか？」

「見つからなかった。建物に近づいたら聞こえなくなって、そのままきょろきょろしていたらあの人達たちに捕つかまっていた」

「ううん」

　こいつたまにやたら勘かんがいいからな。ひょっとしたら自分には聞こえなかったものが聞こえたのかもしれない。あの倉庫に捕つかまっていたのが俺おれ達たちだけとは限らないわけだし。

　他に誰だれかいた？　密輸グループでも警察でもない第三者が。

（人身売買の被ひ害がい者とか）

　だとすれば無事に保護されたか確認しておくべきかも。舟ふな戸とあたりに相談してみようか、あのあとバタバタしてロクに話もできていないし。現場や密輸犯がどうなったか訊きいてみたい。あと例の女性についても、何か知っている風だったし。

　このあと連れん絡らくしてみようか、考えていると、ぐぅと可愛かわいらしい音が響ひびいた。グリペンがお腹なかを押おさえている。

「ああ、悪い」

　そういえば昼食を取るつもりで来ていたのだ。話に夢中でお預けを食らわせてしまっていた。売店の袋ふくろを開ける。サンドイッチやおにぎりをテーブルに並べた。

　グリペンの目が輝かがやく。間食禁止令でよほど飢うえていたのだろう。おぉぉと震ふるえる手を伸のばし。

「ツナマヨネーズ、めんたいこ、ＢＬＴサンド」

「あまり時間がないからとっとと食べようぜ。午後の調整は一時からだっけか？　わ、あと二十分しかないぞ」

「十じゆう分ぶん。ランチタイムの稲いな妻ずま、丸まる吞のみのグリペンとは私のこと」

「ちゃんと嚙かんで食べろよ」

　溜ため息いき交じりにサンドイッチの包みを開きかけた時だった。

　背後で「あ、いたいた」と声が上がった。作業服の女性スタッフが入り口に立っている。先ほどまで八や代しろ通どおりと一いつ緒しよに調整をしていた人物だ。

「はい？」

「室長から伝言。休きゆう憩けい中悪いけど少し時間もらえるか、グリペンと一いつ緒しよに検査施し設せつまで来てくれ、だって」

「……」

「急ぎで、だってさ」

　よろしくーと手を振ふり引っこんでいく。グリペンは低い呻うめき声を上げた。




「おう、すまんな昼時に。ん？　どうしたグリペン、おたふくかぜみたいに頰ほおを膨ふくらませて」

　桃もも色いろ髪がみの少女は普ふ段だんの無表情が噓うそのようにぶうたれていた。灰色の瞳ひとみに剣けん吞のんな光が宿っている。声の主、白衣の肥満漢、八や代しろ通どおり遥はるかは困こん惑わくげに首を傾かたむけてきた。

「何かあったのか？　腹ごなしして少しは機き嫌げんがよくなっただろうと思っていたんだが」

「いやまぁ、タイミングが悪かったというか、俺おれが余計なお喋しやべりしてたのがまずかったというか」

　もっと早く食べさせてやればよかった。今いま更さら言っても詮せんないことではあるが。

　むくれる彼かの女じよを前に向き直らせて。

「でも急になんですか？　どっちみち一時になったら調整に戻もどるつもりでしたけど」

「うん」

　八や代しろ通どおりは椅い子すに座ったまま短い足を組み替かえた。

「ちょっと飛びこみのアポが入ってな。時間を合わせるとこのタイミングで話しておかなければいけなくなったんだ。君、シャルル・ド・ゴールって知ってるか」

「シャル？　なんです」

「シャルル・ド・ゴール」

「人の名前ですか」

　世界史の授業で習った気もするが、よく思い出せない。

「半世紀前のフランスの大統領だな。ナチと戦ったことで有名だ。本国じゃ英えい雄ゆう扱あつかいで空港や広場の名前になってたりもするが」

　はぁ。

「今回話題にしたいのは船の名前だ。空母ポルタヴイヨンシャルル・ド・ゴール、フランス海軍の原子力空母だ」

　一気に話がきなくさくなる。八や代しろ通どおりはモニタの電源を付けた。液えき晶しよう画面に世界地図が表示される。赤い矢印が地中海からスエズ運河、インド亜あ大陸のコロンボへと伸のびていった。

「三日前、空母シャルル・ド・ゴールを旗き艦かんとするＴＦ（任務部隊）４７３が南シナ海で消息を絶った。シンガポールを出て丁度一日ほど航海したところだ。直前まで周辺の天気は快晴で雲一つなかったという。だがどういうわけか午前三時を境に全ての通信が途と絶ぜつした」

「途と絶ぜつ」

「定期報告、ＡＩＳ、航空無線の類いに至るまで一いつ切さいがなくなった。常識では考えづらい事態だ。何せＴＦ４７３は原子力潜せん水すい艦かんを含ふくむ総勢十隻せき近くの大艦かん隊たいだからな。戦せん闘とうに巻きこまれたにせよ、なんらかの兆候はあったはずだ。だが実際には艦かん隊たい全ての艦かん艇ていがまったく同時に沈ちん黙もくした。ミステリーと言う他ない」

　ふっとバミューダトライアングルなんて単語が思い浮うかぶ。あれも通過する船や飛行機が消えてしまう話だ。いや、でも場所が違ちがうか？　大西洋、アメリカの方だったっけ。

「まさか探しに行けって言うんですか？」

　嫌いやな予感がする。遠く離はなれた海の、しかも外国の船の消失事件。本来ならなんの関係もないと聞き流すところだ。だが経験上、八や代しろ通どおりは明後日あさつての方向からミッションを持ってくる。最悪の可能性を想定し先回りしてみたのだが。

「いや、その必要はない。なぜなら空母は既すでに見つかったからだ」

「は？」

「昨日の昼過ぎに空母の位置情報が復活した。該がい当とう船せん舶ぱくは消失位置から北に百七海里、東に五十海里行ったところを時速十八ノットで移動中だ。偵てい察さつ機の報告によると目立った損傷もないらしい。連れん絡らくは引き続き取れていないようだが」

　えーっと。

「俺おれ達たち、なんで呼ばれたんですか？」

「少し、いやかなりややこしいことになっていてな」

　八や代しろ通どおりは背もたれに身体からだを預けた。

「そもそもフランス軍の主力艦かん隊たいがなぜ南シナ海くんだりを航行していたかだ。ザイの勢力圏けんから離はなれているとはいえ、ＥＵも戦力に余よ裕ゆうがあるわけじゃない。本来なら虎とらの子の機動部隊は本国近くに留め置きたいはずだ。なぜ彼かれらは遠く離はなれた海域に艦かん隊たいを派は遣けんしていたのか」

「なぜですか」

「シャルル・ド・ゴールは試験中の新型ドーターを日本に輸送していた」

　！

　新型の……ドーター？

「ラファール─ＡＮＭ。ダッソー社のマルチロールファイターをベースにしたＥＵ初のドーター適合機だ。連中、タイフーンのドーター化で散々失敗してたからな、ようやく手にした機体を絶対に失いたくなかったんだろう。空母機動部隊の護衛つきで送り出してきた。が、その顚てん末まつが今回の事態というわけだ」

「艦かん隊たい消しよう滅めつ」

「まぁ空母自体は発見されたがな。ただ現状どれだけ呼びかけてもコンタクトできないわけだから輸送作戦に重大な問題が生じていることは疑いない。受け入れ側の日本としても座視はできないわけだ」

　グリペンが首をひねった。

「なぜラファールは日本に運ばれていたの？」

　本質的な疑問。ようやく手にした対ザイ戦の戦力をなぜ他国に移動させたのか、本国から離はなれさせたのか。

　八や代しろ通どおりはうなずいた。

「技ぎ本ほんに協力要よう請せいがあったんだ。ラファールのドーターとアニマがリンクできない、原因を探ってほしいとな」

「リンクできない？」

「正確に言うと機体の操縦に足るだけの同期率を確保できないということだ。今のままでは戦せん闘とうはおろか飛行さえ覚おぼ束つかないとな」

「前のグリペンみたいな状じよう況きようってことですか」

　桃もも色いろ髪がみの少女を見下ろす。自分と会う以前の彼かの女じよはひどく不安定でまともに機体を起動させることもできなかった。同じ症しよう状じようなのかと思ったが八や代しろ通どおりは「さてな」と首を傾かしげた。

「アニマの中身はブラックボックスだ。明確なメカニズムなんて誰だれにも分かりやしない。ただ我々とロシアは既すでに複数のアニマをリリースしている。一日の長があると思われたんだろう。だから解かい析せきを依い頼らいしてきた」

「技ぎ本ほんが頼たよりにされた」

「俺おれの技術がようやく欧おう米べいの石頭どもに伝わったわけだ」

　さりげなく自分の功績を誇ほこってみせ、八や代しろ通どおりはこちらを見み渡わたしてきた。

「というわけで我々、独どく飛ひはラファールの回収作戦に入る。君とグリペンの二人で空母シャルル・ド・ゴールにアプローチ、ドーターを持ち帰ってきてほしい」

　いや。

　いやいやいや。

　さすがにすっ飛ばしすぎだろう。話の因果関係がまったく理解できない。

「ちょ、ちょっと整理させてください。えっと……ラファールを回収したいだけなら普ふ通つうに飛ばせばいいんじゃないですか？　飛行機なんですし自力で脱だつ出しゆつすれば。ああアニマが不調だって話はありましたけど、それでも近くの飛行場に飛ぶくらいなら」

　八や代しろ通どおりは盛せい大だいな溜ため息いきをついた。

「君、話を聞いていたか？　さっき空母に連れん絡らくがつかないと言っただろう。状じよう況きようさえ把は握あくできない状態でどうやって脱だつ出しゆつを指示するんだ。あと、そもそもシャルル・ド・ゴールにラファールのアニマは同乗していない」

「え？」

「輸送されていたのはドーターのみってことだ。アニマはとても渡と航こうできる状態じゃないようでな。まずは機体だけ日本に運ばれていた。だからどれだけ頑がん張ばっても自力脱だつ出しゆつは不可能だ」

「アニマは……今もまだフランスにいるってことですか」

「らしいな、ラボで厳重隔かく離り中らしい」

　そんなに状態が悪いのか。だとすれば確かに回収作業は厳しいのだろうが。

「なら輸送船か何かで運びに行けば？　クレーンで機体を移し替かえて持ち帰ってくるとか」

「該がい当とう空域はザイの勢力圏けんに隣りん接せつしている。鈍どん足そくな非武装船で近づいても撃げき沈ちんされるのがオチだ」

「じゃあ軍ぐん艦かんで護衛していけば」

「完全武装の一個空母打だ撃げき群が抵てい抗こうの間もなく無力化されたんだぞ？　原因も分からない状態で追加の戦力を投入できるか。少なくとも今の日米軍に南シナ海まで送りこめるような水上戦力はない」

「……」

　なんとなく言いたいことが分かってきた。ドーターの自力脱だつ出しゆつも無理、船せん舶ぱくでのアプローチも困難と来れば残る方法は空からの回収しかない。独どく飛ひのメンバーでエアカバーしつつ空母に到とう達たつ、無人のドーターを持ち帰る。ザイと遭そう遇ぐうしたら適てき宜ぎ交戦、抵てい抗こうを排はい除じよというところか。

　無茶苦茶だが一応は筋の通った作戦。

　とはいえまだ分からないことがある。

「仮に問題なく空母に近づけたとして」

　グリペンを一いち瞥べつして。

「こいつら着ちやつ艦かんできませんよね？　上海シヤンハイ奪だつ還かん作戦の時、アメリカ軍の空母で言われたんですけど。普ふ通つうの空軍機と艦かん載さい機は違ちがうって」

「うむ」

「じゃあどうやってラファールを回収するんですか」

　そもそも無事着ちやつ艦かんできたところで持ち帰る術すべがない。手荷物を積みこむのとはわけが違ちがうのだ。レッカー車よろしく、ワイヤーで引っ張ることもできないだろう。

「輸送ヘリで運ぶとか？」

　グリペンが口を挟はさむ。

　なるほど、ヘリなら空母への離り着ちやく陸りくもできる。大型の機体なら戦せん闘とう機一機くらい吊つり下げられるだろう。独どく飛ひが同行して回収作業の間、上空警けい戒かいする。機速を合わせるのが難しそうだがまぁ現実的な手段かと思った時。

「ヘリでは航続距きよ離りが足りない」

　冷ややかな声が耳じ朶だを打った。

　硬かたい靴くつ音おとに振ふり向き瞠どう目もくする。パンツスーツ姿の女性が立っていた。みどりなす黒くろ髪かみと陶とう磁じ器きを思わせる白い額、切れ長の目に知性の光が宿っている。腰こしの位置が高く、背筋がピンと伸のびているためバレリーナのような印象を受ける。彼かの女じよはパンプスの音を響ひびかせ部屋に入ってきた。

「君達たちドーターの戦せん闘とう行動半径が千キロ近く。対して輸送ヘリの作戦距きよ離りは数百キロといったところだ。那な覇は基地から飛んだ場合、台たい湾わんにたどりつくのがやっと。とても南シナ海には行き着けない。自衛隊には大型ヘリ用の空中給油装備もないしな」

　ポカンと口を開けたのは話の内容を受けてではない。マネキンのようなシルエットに覚えがあったからだ。蘇よみがえる硝しよう煙えんの匂におい、白はく煙えんの中たたずむ細身の勇姿。廃はい倉庫で自分達たちを救ってくれた女性。

「紹しよう介かいしよう。フランス軍情報機関、対外治安総局ＤＧＳＥのブーランジェ中ちゆう尉いだ。今回の件でフランス側の窓口、担当者になる」

　八や代しろ通どおりの言葉にまばたきする。中ちゆう尉い？　フランス軍？

（警察じゃないのか）

　彼かの女じよは八や代しろ通どおりに向き直った。

「時間を早めてしまい申し訳ありません、ムッシュ八や代しろ通どおり。本国との調整が色々立てこんでおりまして」

「いや、忙いそがしいところわざわざ足を運んでもらってすまない。ただ正式な作戦会議の前に一度顔合わせしておきたくてな。思わぬところでこの子達たちがお世話になっていたようだし、謝罪と謝礼も兼かねて」

「任務ですから。気にしていただく必要はありません」
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　軽く会え釈しやくしてこちらに相対する。

　見事な日本語だった。発音だけ聞けばとても外国人とは思えない。軍の情報機関と言っていたからスパイのような訓練を受けているのだろうか。任務で赴おもむく国の言葉は一通り習得しているとか？

　中ちゆう尉いは頭の天てつ辺ぺんから足まで視線を走らせてきた。

「目立った怪け我がはないようだが、大だい丈じよう夫ぶか？　後こう遺い症しようの類いは？」

「あ、えっと問題ないです」

　間の抜ぬけた答えだと思いつつ頭を下げる。居住まいを正し。

「あの……一昨日おとといはありがとうございました。俺おれは鳴なる谷たに慧けいです。で、こっちがグリペン」

　とりあえず自己紹しよう介かいをすませる。「ほら」と桃もも色いろ髪がみの頭をお辞じ儀ぎさせた。瞬しゆん間かん、中ちゆう尉いの視線がひどく冷たいものになる。なんだ？　と思うも話を中断するほどの違い和わ感かんではない。気のせいだと考えつつ言葉を続けた。

「でも、なんでフランス軍の人があの場にいたんですか？　てっきり日本の警察の人だと思ってたんですけど」

「私の本来のミッションはカウンターテロだ。黒社会の武器拡散を抑おさえるために警視庁と共同作戦をしていた」

　中ちゆう尉いは簡潔に答えた。

「ただ主力艦かん隊たいの消しよう滅めつで本国も大おお騒さわぎになっていてな。極東に出向ける人間がいないということで急きゆう遽きよ私にドーター処理の役目が回ってきた。とはいえ警察との突とつ入にゆう作戦は大おお詰づめだったから、あちらはあちらでこなさなければならなくてな。ま、そのおかげで君達たちを助けられたわけだが」

　なるほど、自衛隊と接せつ触しよくしつつ警察との連れん携けいも続けていたのか。だから舟ふな戸とも見覚えがあったのだろう。軍の担当者が密輸取り締しまりの現場にいて混乱した。驚おどろきを隠かくしきれなかった。

「話を戻もどしてもよろしいでしょうか？」

　中ちゆう尉いが八や代しろ通どおりを振ふり返った。鷹おう揚ようなうなずきを受けてこちらに向き直る。

「先ほども言った通り、ヘリではシャルル・ド・ゴールにたどりつけない。だから空中給油装置を持ったティルトローター機でアプローチする。とはいえティルトローターの積せき載さい量は大したものではない。戦せん闘とう機一機を丸丸運ぶなど不可能だ。だから」

　ちらりと八や代しろ通どおりをうかがい。

「日本政府は別のアニマによるラファール起動を提案してきた」

「は……い？」

　別のアニマによる起動？

　待て、それはまさか。

「グリペンにラファールを操縦させて帰き還かんさせる、そういうことだ」

　八や代しろ通どおりが回答を引き継つぐ。居い丈たけ高だかに足を組んだまま。

「君とグリペンはティルトローターに同乗しシャルル・ド・ゴールに着ちやつ艦かんする。ファントム・イーグルの制空下でラファールを発見、ダイレクトリンクで起動させ発はつ艦かんする。これなら輸送機を手配する必要もない。至し極ごく合理的な作戦だ」

「ちょ、ちょっと待ってください。じゃあグリペンに他のドーターのシミュレータを使わせたのって」

「うん、そのテストだ。幸い四回に三回は成功したぞ。ぶっつけ本番にしてはまずまずのできだな」

　四回に一回は失敗したってことじゃねぇか！　冗じよう談だんじゃない、そんな綱つな渡わたりに命を懸かけられるか！

　目を剝むいていると「まぁ聞け」となだめられた。

「いい機会だから説明しておこう。そもそもドーターがどうやってアニマを認識しているか、彼かの女じよ達たちの手足となって動くかだ」

　グリペンを手招きする。怪け訝げんそうな彼かの女じよの手を握にぎり。

「各アニマには固有の周波数がある。リズムと言いかえてもいいな。ザイのコアから発はつ振しんされた波は生体電流と影えい響きようしあいながら体内に拡散していく。俺おれ達たち研究者がＥＧＧ──Electro GhostGramと呼んでるものだ。で、こいつは微び弱じやくだが体表からも出ている」

「体表？」

「たとえば顔とか掌てのひらからとか」

　グリペンの手を広げさせる。

「放出されたＥＧＧはコントロールパネルＮＦＩからドーターに伝わり、搭とう乗じよう者が何者であるかを報しらせる。もっと言えば初期のチューニングでドーターの固有振しん動どうはアニマのものと一いつ致ちさせられているから、同じパターンの波が来れば自分の魂たましい・脳みそが来たと分かるわけだ」

「それがダイレクトリンク？」

「そう、起動信号にして神経パルスだ」

　なるほど、今までなんとなく聞いていた単語や概がい念ねんが繫つながっていく感じ。だからアニマ達たちは操作盤ばんに触ふれ続けているのか、操縦桿かんでもスロットルレバーでもなく。己おのれのリズムを機体に伝えて。

（ふむ）

　しばらく考えてから首をひねり。

「言ってることは分かりました、けどだったらなおさらグリペンが他のドーターを使うなんて無茶じゃないですか？　ラファールにはラファールの固有パターン……ＥＧＧがあるんでしょう？」

「あるだろうな」

「だったら」

「そこは多少トリックを使う。振しん動どう・波形というのは外からの力で増ぞう幅ふく・減げん衰すい・変調ができる。わずかなズレなら機械的に補正できるわけだ。アンプかノイズキャンセラーか、そういう機械を持ちこめば一時的にでもラファールにグリペンを自分の脳みそだと誤認させられる」

「ええっと」

「あと前世紀末に開発されたＥＵ機の特とく徴ちようでラファールもグリペンも似たような空力特性・機体形状を持っているからな。クロースカップルドデルタ翼よくに全遊動カナード、単垂直尾び翼よく。つまりファントムやイーグルのドーターにアクセスするよりははるかにリンクの成功率が高まるわけだ。操作も同じ要領で実じつ施しできるはず」

　ううむ。

　つまり、つまりどういうことかと言うと。

「ラファールはグリペンと似たような機体だから、ちょっと細工すればドーターをだまくらかせるだろうって言ってます？」

「ありていに言えばそうだな」

　聞かなければよかった。説明されればされるほど不安が増していく。

　というか当たり前のように作戦指示を出してきているけど、自分は別に自衛隊の人間じゃないんだぞ？　今いま更さらザイとの戦いを避さけるつもりはないが、かといって外国の難破船を探たん索さくに行く義理もない。おまけに今回は少しでも手順が狂くるえばドーターの制せい御ぎよに失敗、墜つい落らくしかねないときた。グリペンの保護者としてもにわかに受け入れづらい。

　お断りします。

　ファントムなら笑え顔がおでそう言うのだろうか。ここは彼かの女じよの傍ぼう若じやく無ぶ人じんさを半分でも真ま似ねるべきかと思っていると。

「危険すぎます」

　予想外のところから声が上がった。

　全員の視線が集まる。ブーランジェ中ちゆう尉いが冷ややかに八や代しろ通どおりを見下ろしていた。切れ長の目に非難の光がある。

　……え？

「不確定要素が多すぎます。ただでさえ現場の状じよう況きようが分からない中、リンク失敗時の代だい替たい案もない。そんなものに民間人を巻きこむべきではありません」

　呆あつ気けに取られる自分とグリペンの前で八や代しろ通どおりは嘆たん息そくした。

「そうは言うがな中ちゆう尉い、さっきも言った通りラファールに一番近い機体はグリペンだ。で、こいつを動かす以上、ＥＧＧ調整に鳴なる谷たに君も同行させなきゃならん。昨日も説明しただろう？　何も好きこのんで民間人を巻きこむわけじゃない」

「回収が前提だからそんな話になるんです」

　中ちゆう尉いの声こわ音ねは硬かたかった。細い顎あごをもたげ頰ほおを強こわばらせる。

「たかだか試験機一機のためにどれだけの犠ぎ牲せいを払はらうつもりですか。ドーター化がどれだけ奇き跡せき的なものか知りませんが、あんなものはただの道具でしょう。人命を危険にさらしてまで救うものじゃありません。一個艦かん隊たい数千名の人員をすり潰つぶして、今度は他国の子供まで投入するなど、まともな思考回路とは思えません」

「中ちゆう尉い」

「いえ、言わせてください。こんな人形のために人間が命を懸かけるのは明らかに間ま違ちがっていると思うんです」

　まただ。

　またこの台詞せりふ。

『そんな人形のために君が命を懸かける必要はない』

　五ご郎ろう島じまの廃はい倉庫で彼かの女じよはつぶやいた。であればやはり人形とはグリペンのことなのか。アニマなどかばうな。撃うたれるに任せろ。あれはただの道具だ。

「じゃあどうしろと言うんだね」

　八や代しろ通どおりは憮ぶ然ぜんとした様子で足を投げ出した。片かた眉まゆを持ち上げふて腐くされた顔になる。

「潮の流れが変わって空母が近くの港に流れ着くのを待つか？　何年先になるかは知らんがね」

　当てこすりにも似た問いかけに、だが中ちゆう尉いは応じなかった。眉まゆ一つ動かさず背筋を伸のばす。

「フランス政府からの協力依い頼らいは二種類あったはずです、ムッシュ八や代しろ通どおり」

　酷こく薄はくな声が室内に響ひびく。

「一つはドーター・ラファールの回収。独どく飛ひによるエアカバーと技術部隊の派は遣けん」

　そしてもう一つ、回収が不可能な時は──と彼かの女じよは続けた。ビスクドールのような顔から表情が消える。




「空母シャルル・ド・ゴールごとラファールを破は壊かいしてほしい。対たい艦かんミサイルの飽ほう和わ攻こう撃げきであれを海に沈しずめてもらえないかと」
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「わけ分かんねぇ」

　つぶやき声に耳ざとく目の前の少女が振ふり向いてくる。殺風景なハンガーの中、背景とは対照的に鮮あざやかなエメラルドグリーンの髪かみをきらきらと輝かがやかせている。宝石のような瞳ひとみをまたたかせ、薔ば薇ら色いろの頰ほおを緩ゆるめて。

「随ずい分ぶんお悩なやみのようで」

　莞かん爾じとして微笑ほほえむ様はまさしく深窓の令れい嬢じようだ。発する声の一つ一つが上質の絹を彷ほう彿ふつさせる。白い顔が動く度、光の粒つぶが弾はじけた。一体どんな環かん境きようで育てば、かくも透とう明めいな存在ができあがるのか、楚そ々そとしたたたずまいが身につくのか。地上に舞まい降りた天使、妖よう精せいとでも呼びたくなるが。

（中身、真っ黒なんだよなこいつ）

　ＲＦ─４ＥＪ─ＡＮＭ、ファントム。独どく飛ひ最古参のアニマにして最さい凶きようの権けん謀ぼう術じゆつ数すう主義者だ。外見にだまされ叩たたきのめされた人間・アニマは一人や二人ではない。かくいう自分も会って間もない頃ころひどい目にあわされた。色々協同作戦を経た今でもまだ警けい戒かいしてしまう。

「なんですか、その『下手なことを言ったらまた弱みを握にぎられるかも』って顔は。心配しないでも慧けいさんの弱点くらいダース単位でつかんでいますよ。日常会話で得られる情報はもうありません。情報漏ろう洩えいを気にしているなら既すでに手て遅おくれです」

「マジで怖こわいんだけど、おまえ」
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　ストーカーかよ。

　ファントムは口角を上げた。コルセットスカートの裾すそを揺ゆらし歩み寄ってくる。

「本音を包み隠かくさなくてよい関係は楽ですよ。いちいち駆かけ引きする必要がありませんし、心を鎧よろう理由もない」

「じゃあそっちも本音出せよ。人のことばかり嗅かぎ回って、フェアじゃないだろ」

「私はいつだって正直ですよ。自らの欲求に素直に生きています」

「正直……ねぇ」

「快楽主義者と言い換かえてもよいですが」

　ものは言いようだ。鼻から息を抜ぬき、パイプ椅い子すに座ったまま空を見上げる。だだっ広い骨組みの天てん井じようが広がっていた。周囲を整備の金属音・機械音が満たしている。傾かたむいた拍ひよう子しにパイプ椅い子すがきぃと軋きしんだ。

　小こ松まつ基地、第三格納庫に慧けいはいる。ブーランジェ中ちゆう尉いとの会談から四時間が経過し、グリペンは単機での検査プロセスに入っていた。本来なら待ち時間はトレーニングや座学で時間を潰つぶすところだ。が、今日はどうにも気分がのらなかった。中ちゆう尉いと八や代しろ通どおりの会話が思考を乱している。

『空母シャルル・ド・ゴールごとラファールを破は壊かいしてほしい』

　こともあろうにフランス軍人の口から出た言葉。

　一体何を考えているのか。どういうつもりで喋しやべっていたのか。

　フランス政府の思おも惑わくは分からないでもない。最新しん鋭えい機がザイの手に落ちるくらいならいっそ撃げき破はしろ、海の藻も屑くずに変えてしまえ。非情だがライノの件を考えれば決して的外れではない選せん択たく。だがそれはあくまで万ばん策さく尽つきたあとの話だ。現状は日本政府も回収の手段をいくつか準備している。全ての可能性をスキップしていきなり撃げき沈ちんしろとは乱暴すぎた。しかも理由として挙げられたのが『民間人を巻きこみたくないから』、つまり自分を危険にさらしたくないから。

　意味が分からない。

　色々思い悩なやんでいるうちにどうやらファントムのメンテが始まっていたらしい。双そう発はつのドーターに整備員が取りついていた。複雑な動どう翼よくを一つ一つ丁てい寧ねいにチェックしていっている。

「てかおまえ、こんなところで油売ってていいのかよ。ドーターの確認しに来たんだろ」

「私の仕事は大方終わりましたよ。慣れてますしね、ルーチン業務はほぼ自動化しています。なのでご心配なく」

　傍かたわらの椅い子すに腰こしかける。艶つやっぽい笑みを浮うかべ。

「さ、世間話をしましょう」

　いいから話せ、と言わんばかりの様子。諦あきらめて嘆たん息そくした。

（ま、別に口止めされてたわけじゃないしな）

　八や代しろ通どおりとファントムの仲ならいずれ先ほどの会談の中身も伝わるだろう。下手に隠かくし立だてて不興を買うだけ損だ。

「あんまりあちこちで言って回るなよ」

　釘くぎだけ刺さして話し出す。昨日難民居留区で何があったか、誰だれに助けられたのか、そして先ほど中ちゆう尉いの話した内容について順々に説明していった。

「道具のために人間が命を懸かけるのは間ま違ちがっている──ですか」

　ファントムは思案顔になった。長い睫まつ毛げを伏ふせて床ゆかを見つめる。その横顔がひどく冷ややかでぞくりとした。

「お、俺おれがそう思ってるわけじゃないぞ。そのブーランジェとかいう中ちゆう尉いが言ったんだ。本当感じ悪いよな。おまえらだって俺おれ達たちと同じように話して、考えたり笑ったりできるのに。道具だなんて」

「いえ」

　薔ば薇らのつぼみのような唇くちびるが開いた。柔やわらかそうな顎あごを持ち上げ。

「彼かの女じよの言っていることは正論です」

「え？」

「私達たちは作り物で、且かつ道具です。どれだけ生き物のように振ふる舞まっても所しよ詮せんはまがい物なんですよ。人間を守るため、この世界を存続させるために生み出された自動人形。そんな物を救うために人間の命を犠ぎ牲せいにするなど、はっきり本ほん末まつ転てん倒とうです」

「そんなこと」

「慧けいさんはグリペンに感情移入しすぎなんですよ。思い出してください。最初に彼かの女じよの正体を知った時どう感じたか、何を思ったか」

　グリペンの正体。彼かの女じよを構成するものがザイの一部だと知った時。

「恐おそろしかったでしょう？」

　心のうちを探るようにのぞきこまれる。あけすけな言葉に喘あえぎが漏もれた。

「得体が知れない、怖こわい、気持ち悪い。ええ、正常な感覚です。あなたもこの基地の人達たちも大分感覚が麻ま痺ひしていますが、普ふ通つうはこんな風に自然に接せられないんですよ。ましてや初めてアニマ・ドーターを入手した国ならなおさらです」

「……」

「その中ちゆう尉い、ＤＧＳＥの所属と仰おつしやいましたね。あそこは海軍出身者も多いですから、被ひ害がいを受けた艦かん隊たいに知り合いが大勢いたのかもしれません。なんの脈みやく絡らくもなく理り不ふ尽じんに同どう胞ほうの命を奪うばわれて、今また別の人間をドーター回収に向かわせようとしている。腹が立っても仕方ないと思いますが？」

「じゃあ言われた通り空母を撃げき沈ちんしろってことかよ」

「それはまた別の次元の話です」

　ファントムは薄うすく笑った。

「ただでさえ我々の戦力は乏とぼしくなっていますからね。ザイに対たい抗こうできる兵器は是ぜが非でも確保すべきです。慧けいさん、ご理解されていないかもしれませんが私達たちは負け続けているのですよ。二度にわたる大陸上陸作戦は失敗、アメリカは虎とらの子のアニマを失い、ベルクトを使った敵主力撃げき滅めつ計画も期待通りの成果を上げられなかった。贅ぜい沢たくを言っていられる状じよう況きようではありません」

「中ちゆう尉い一人の思いなんかどうでもいいってことか」

「個人の感情や倫りん理りは尊いものです。ですが時にそれを踏ふみにじってでもなしとげなければならないことがあるのですよ。千人を生かすために百人を殺す、百万人を団結させるために一万人の意見を押おし潰つぶす。それが種としての選せん択たく行こう為いです。お父様は全てを俯ふ瞰かんしているからこそ今回の作戦を立案したのでしょう。そしてリスクを踏ふまえた上で、あなたとグリペンを派は遣けんしようとしている。気楽な決断ではなかったと思いますけどね」

「……」

　なんだろう、混乱してくる。

　多分同じものごとを複数の視点で語られているだけだ。中ちゆう尉いの視点、八や代しろ通どおりの視点、そして鳴なる谷たに慧けいの視点。見ているものは等しく同じ。だが立場が変わっただけでがらりと様相が異なってくる。ヒューマニズムが近視眼的な感情論に見えてくる。適当極きわまりないと思っていた八や代しろ通どおりの態度も結局は全ての感傷をそぎ落とした末の割り切りというやつなのか。であれば些さ細さいなリスクにこだわる自分はお子様ということになる。

「結局俺おれはどうしたらいいんだ？」

「それは作戦に参加するべきか否いなか、それとも中ちゆう尉いとどう接するべきかという質問ですか？」

「両方」

「なら話は簡単です。慧けいさんが後こう悔かいしないですむ行動を取ってください」

　また肝かん心じんなところではぐらかす。むくれて抗こう議ぎしかけると一際大きな金属音が響ひびいた。ファントムのドーターに巨きよ大だいな増設ユニットが運ばれていく。見慣れた偵てい察さつポッドとは違ちがう独特の形状。紡ぼう錘すい形けいの胴どう体たいに大ぶりなフィン？　アンテナがついている。広くヒレを広げた様子はまるで熱帯魚のようだ。

「なんだ、あれ」

「ベルクトの〈誘ゆう蛾が灯とう〉を解かい析せきして作られた装備と聞いています」

「ベルクトの？」

　ロシア軍が開発した試作装備〈誘ゆう蛾が灯とう〉、ＥＰＣＭを利用しザイを誘ゆう引いん・誤動作させる機材だ。結局予定通りの効果が得られず、徒いたずらに災さい厄やくを呼びこむ結果になってしまったが。

（あれを解かい析せきして流用した？）

　ファントムは立ち上がった。喧けん噪そうに満ちた整備場に歩を進めていく。

「安心してください、慧けいさん。あなただけにベストを尽つくさせるつもりはありません。私は私で全力を注ぎますよ。紆う余よ曲きよく折せつあったとはいえ私達たちはここ数回、大きな作戦で敗退していますからね。そろそろ人類の守護天使たる役割を果たさないと本当に世界が終わってしまいかねません」

「ファントム？」

　エメラルドグリーンの髪かみが揺ゆれた。

　少女が振ふり向く。瞬しゆん間かん、ドーターと彼かの女じよが緑の炎ほのおに包まれたように思った。清せい冽れつな光が弾はじける。双そう発はつの怪かい鳥ちようを背にファントムは両手を広げた。

「宴うたげを始めましょう、慧けいさん。人の未来と繁はん栄えいを祝う祭典を。押おし寄よせる敵は供く物もつに変え、祝福の炎ほのおを放ち、祭さい壇だんへの道を切り開いて差し上げます。ですからどうぞ前に進み続けてください。恐おそれることなく自らの信念を貫つらぬいてください。──魔法と熱狂ラブソデイツク・の時間ページエントをともに」
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「お、おお、お？」

　グリペンの声に合わせて視界が揺ゆらぐ。キャノピーの向こうの地平線が傾かしいだ。そのまま横よこ滑すべりするように高度が落ちていく。

「右エレボン、戻もどせ！　左を上げて。早く！」

　必死に呼びかけると今度はがくんと衝しよう撃げきが突つき上げてきた。二基あるエンジンの一つが推力を異常上じよう昇しようさせている。傾かたむいた景色が今度は上下を反転させ始めた。機体が裏返っている。カナードが狂くるったようにばたついていた。

「もういい、飛行制御装置ＦＣＳに操縦預けろ！　とにかく一いつ旦たん機体を水平に戻もどして──」

　警告は十数秒遅おそかった。高度警告がコクピットに鳴り響ひびく。頭上が広大な田でん畝ぽに満たされ、地面のディテールが露あらわになった。大地に落ちた機体の影かげが大きさを増してくる。プルアップ、プルアップ、プルアップ。

『ＢＡＲＢＩＥ01、クラッシュ』

　溜ため息いき交じりの無線が響ひびく。画面が静止し座席が水平へと戻もどっていった。液えき晶しようにSimulation interrupted（シミュレーション中断）のメッセージが現れている。

「頼たのむよグリペン、出発までもう日がないんだぞ」

　訓練用のヘルメットを外して呼びかける。前席の少女は「うー」と唸うなり声を上げて前面コンソールに突つっ伏ぷした。桃もも色いろ髪がみがくたりと肩かたから流れ落ちた。

「気持ち悪い、頭痛い……」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「目がぐるぐるしてる。なんか首の後ろもチリチリして」

　やばそうだ。

　インカムをつかみ。

「フナさん、休きゆう憩けいいいですか？　グリペンが限界みたいで」

『オーライ、今開けるから待ってろ』

　ロックの解除音が響ひびく。扉とびらが開くと検証ルームの冷え冷えとした空気が侵しん入にゆうしてきた。薄うす明かりの下、技ぎ本ほんの整備スタッフが走り寄ってくる。

「成功率が下がってるな。ＥＧＧ変調器モジユレーターの調子が悪いのか、一度チューニングを変えてみるか」

　舟ふな戸とが頭を搔かく。シミュレータの外部パネルを操作し状じよう況きようをチェックし始めた。

「こんなんで大だい丈じよう夫ぶですかね」

　思わず訊たずねると舟ふな戸とはちらと視線を向けてきた。

「大だい丈じよう夫ぶにするしかないだろう。ラファールとのダイレクトリンク、代理制せい御ぎよは今回の作戦の要なんだからな。出発までに少しでも成功率を上げてもらわないと、おまえさんも困るだろう」

「まぁ」

　リアルに死ぬからな。ザイと戦う前に、墜つい落らくして。

　検証ルームの床ゆかに降り立ち振ふり返る。卵形の筐きよう体たいは今回のために準備されたラファール・シミュレータだ。実機の特性やリンクパターンをインプットし、グリペンの操作とすり合わせできるようになっている。トライアンドエラーを繰くり返しコントロールの確実性を高めていくという話だったが。

（思ったより前ぜん途と多難というか）

　はっきり言ってしまえば事故が頻ひん発ぱつしていた。先ほどのような機体制せい御ぎよミスに留とどまらず、着陸失敗、失速、空中衝しよう突とつに至るまでありとあらゆるインシデントを引き起こしている。いっそ自分が操縦した方がマシと思いたくなるほどの惨さん状じようだった。

「ラファールに普ふ通つうの操縦席ってないんですか？」

　舟ふな戸とは「んー」と首を傾かたむけてきた。

「いや、グリペンのドーターみたいに何かあったら俺おれがコントロール引き取れればと思ったんですけど」

「そりゃ無理だな、残念だが」

　外部パネルをチェックしつつ肩かたをすくめる。

「一応複座型らしいが後部座席もアニマ仕様らしい。ま、当然だな。無人機に有人設備をつけようなんて普ふ通つうは思いつかない。それくらいなら余ったスペースを追加アビオニクスなり燃料タンクに使う」

「アニマ仕様の座席を二つもうけるのも変だと思いますけど。アニマを二人乗っけるわけでもないでしょう？」

「バックアップってことじゃないのか？　どっちのＮＦＩが故障しても別座席で任務を続行できるように。奴やつこさんら、ドーターの運用は初めてだしな。安全系に設計を倒たおしてる可能性は大いにある」

　ま、そもそも乗るアニマ自体ぶっ倒たおれてるんじゃお話にならないがな、と続けた瞬しゆん間かん、シミュレータの奥おくからふらふらと小こ柄がらな影かげが出てきた。グリペンだ。覚おぼ束つかない足取りでタラップから降り立ち蹴け躓つまずきそうになる。

「おっと」

　慌あわてて支えてやると柔やわらかな顎あごが肩かたに押おしつけられた。かぼそい喘あえぎ声が耳元で響ひびく。

「頭……ガンガンする」

　舟ふな戸とは嘆たん息そくした。

「こりゃ重傷だな。向こう行って休んでな。必要なら横にならせてもいいから」

「すみません」

　会え釈しやくしてグリペンの肩かたを支える。そのまま二に人にん三さん脚きやくの要領で壁かべ際ぎわに連れていった。

「ラファールって、機体の形状おまえと似てるんだろ？　なんでこんなに苦戦するんだよ」

「双そう発はつ」

「は？」

「エンジンが二つある。その割に出力が低いからすごくやりづらい。素直にＦ４０４系を使えと言いたい。やたらと独自技術にこだわるのがあの国の悪いところ」

「……」

　よく分からないが同じヨーロッパ機でも色々と違ちがうらしい。まぁ、原因が分かっているなら慣れてもらうしかないか。

「ほら、寝ねろ。靴くつ脱ぬがせてやるから」

「うー」

　長なが椅い子すにクッションを敷しいて枕まくらがわりにする。ブーツの紐ひもを解ほどき椅い子すの足下に揃そろえてやった。

「何か欲しいものあるか？　濡ぬれタオルとか、水とか」

「平気……頭なでて」

　うむ。

　掌てのひらを当てるとじんわりと熱が伝わってきた。いつもより体温が高い。やっぱりオーバーヒート気味なのか。

　濡ぬれタオル持ってきた方がいいかな。ぼんやり考えていると視線を感じた。検証ルームの入り口に黒衣の女性が立っている。ブーランジェ中ちゆう尉いだ。黒こく檀たんのごとき瞳ひとみに冷ややかな光が宿っている。目が合ったことに気づいたのか、彼かの女じよは踵きびすを返した。

「悪い、グリペン。すぐ戻もどる」

「慧けい？」

　小走りに駆かけ寄り「中ちゆう尉い！」と呼びかける。ほっそりした背中に近づき。

「すみません、ちょっと話、いいですか」

「なんだ」

　白いビスクドールのような顔が振ふり返ってくる。表情はない。怯ひるみそうになる心を叱しつ咤たし言葉を続けた。

「中ちゆう尉いはアニマが嫌きらいなんですか」

　単刀直入に問いかける。

　ファントムの話を聞いてからずっと考えていた。一体自分達たちはなぜアニマを自然に受け入れているのか。恐きよう怖ふを感じずにいられるのか。

　簡単だ。負の感情がぬぐい去られ、当たり前の存在になるまで一いつ緒しよにいたから。ともに日本の空を守り続けてきたから。

　要は時間の差なのだ。であればその点をきちんと説明しておきたかった。日にち仏ふつ両政府のやりとりで結局ラファール回収作戦は実じつ施しされることに決まったらしい。中ちゆう尉いも空母探たん索さく班に同行すると聞いていた。ともに動く以上、わだかまりは解消しておきたい。だからあえて直球で訊たずねてみたのだが。

　彼かの女じよはおもむろに胸ポケットのペンを取り出した。顔の前にかざし。

「君はこれが好きか？」

「は？」

「これはどうだ？」

　片手の腕うで時ど計けいを見せつける。きょとんとするこちらの前でペンをしまった。

「好きでも嫌きらいでもないだろう、ただの道具だ。私がアニマ達たちに抱いだいている感情も同じ、と言えば分かるか」

「無関心」

「違ちがう。定められた機能を定められた通りに果たしてほしいということだ。あれはザイを撃げき墜ついするために産み出されたんだろう。なら地上では大人しくしていればいい。話す必要も笑う必要もない。ましてや勝手に動き回って人間を危険にさらすなど理解に苦しむ」

「……」

「君は筆記用具に話しかけたり看病したりするのか？　しないだろう。同じ違い和わ感かんを覚えただけだ。道具への過度な思い入れが私には異常に見える、それだけの話だ」

「物への思い入れがアニマを産み出すって言った奴やつもいますけど」

　ライノとの会話が脳のう裏りを過よぎる。『日本にはツクモガミって概がい念ねんがあるんでしょ？　八や百お万よろずのものに意思が宿るって』そんな話をしていたか。

　中ちゆう尉いは口角を歪ゆがめた。

「人の思い入れがなければ存在がなりたたないとは、なんともあやふやな代しろ物ものだな。では人に思われないアニマはザイのままなのか？　人類の敵になるのか？」

「それは」

　口ごもったのはまさしくライノのことを思ったからだ。一個の人格として見なされず思考の端はし々ばしまで制せい御ぎよされていたアニマ。結果として彼かの女じよはザイに吞のみこまれ人類の敵と化した。今の中ちゆう尉いの話と奇き妙みように符ふ合ごうしているようで胸が締しめつけられた。

　沈ちん黙もくをどう受け取ったのか、中ちゆう尉いは顔を背そむけた。やや大人げないと感じたのか、気まずげな表情になっている。

「ご協力には感謝する。ただ君のような子供を、他国の、しかも道具のために危険にさらすというのはどうにも得心しかねる、それだけだ」

　一礼して歩み去る。遠ざかる靴くつ音おとを聞きながら気持ちが打ち沈しずむのを感じていた。




　ライノのことを考えるといつも気分が重くなる。

　殺されかけ、追い回され、グリペンを奪うばわれかけたというのに、なぜか憎にくしみの念は薄うすかった。むしろ後こう悔かいが湧わき上がってくる。彼かの女じよが抱かかえていた闇やみになぜ気づけなかったのか。八や代しろ通どおりやシャンケルに警告できなかったのか。『人に思われないアニマはザイのままなのか』まさしく中ちゆう尉いの言葉通りだ。上海シヤンハイ上陸戦で自分は彼かの女じよに命を救われながら報むくいることができなかった。サファイアブルーの煌きらめきがガラス細工に覆おおわれるのを放置した。もしもっと早く彼かの女じよの異常を察知できていたら、本質に触ふれられていたら。

（はぁ）

　歩行者信号が緑に変わっている。重い足を動かして自転車のペダルを漕こぎ出した。

　夕焼け空に鴉からすの声が響ひびいている。九月になった瞬しゆん間かん、途と端たんに日が短くなったようだ。まだ六時だというのに夜の気配が近づいている。道行く人もどこか気き忙ぜわしい感じだ。

　小こ松まつ基地から自宅への帰路は自転車で十五分ほどかかる。平へい坦たんな道が続くこともあり気づけば色々と考えこんでしまっていた。

「あの石頭中ちゆう尉い」

　もとはと言えば彼かの女じよが妙みようなことを言い出すからややこしくなったのだ。軍人なら軍人らしく任務に集中してほしい。個人の心情がどうとか表に出さないでほしい。外野で付き合わされるこっちが馬ば鹿かみたいじゃないか。

　アニマは道具。だから不必要に感情移入するなど間ま違ちがっている。

　言わんとすることは分かる。だが、あれほど目の敵にしなくてもいいだろう。やることなすこと不快そうで、同じ空気を吸うのも嫌いやだという感じで。

（……ん？）

　目の敵、不快？

『好きでも嫌きらいでもない』と中ちゆう尉いは言った。であれば何があろうと傍ぼう観かんしていればいい。ことさらに嫌きらう理由はなかった。だが実際にはことあるごとに彼かの女じよはアニマを冷眼視している。敵意にも似た感情を向けてくる。

　矛む盾じゆんしている。

　やはり何かあったのか。表向きの理由とは別に、彼かの女じよとアニマ達たちとの間で軋あつ轢れきの類いが。

　キィッ。

　ブレーキ音を響ひびかせる。交差点の信号が赤に変わっていた。帰宅ラッシュの車が動き出す。夕ゆう陽ひに輝かがやく車体が目の前を横切っていく。ぼんやり車列を眺ながめていると頭上から反はん響きよう気味の声が降ってきた。

　運動公園の街頭ビジョンに夕方のニュースが映し出されている。海外からの中ちゆう継けいだろう。多数の人が警官隊ともみ合っていた。

『……インド北部、ビハール州パトナ市では連日のようにチベット方面から押おし寄せる難民と地元住民との間で軋あつ轢れきが強まっています。郊こう外がいの難民キャンプでは食しよく糧りよう・日用品が不足し、改善を求める声が高まっています。これに対しＵＮＨＣＲ、国連難民高等弁務官事務所のエステベス高等弁務官は国際社会の迅じん速そくな支し援えんを呼びかけ──』

　続けて韓かん国こく・ベトナム・ミャンマーの光景が映し出される。どこも拡散する難民とザイの脅きよう威いで混乱が増していた。仁川インチヨンでは難民審しん査さの遅ち延えんに伴ともなうトラブルが暴動にまで発展したらしい。遠く離はなれた中東・アフリカも平和とはほど遠かった。政情不安による内戦と国境紛ふん争そうが頻ひん発ぱつし犠ぎ牲せい者を増やしている。元外交官というコメンテーターが深刻な顔で分ぶん析せきを下していた。『ええ、度たび重かさなるザイとの戦いで米べい露ろの戦力が消しよう耗もう、プレゼンスが低下している状じよう況きようで、中国の圧力も消しよう滅めつしたわけですから。あちこちで力の空白ができているわけです。残念ですが今後こうした小規模な紛ふん争そうは増えていく一方でしょう。核かくの拡散についてもこれまで以上の警けい戒かいが必要になってくると思われます』

　世界が壊こわれ始めている。ひずみが顕けん在ざい化かしつつある。

　──私達たちは負け続けているのですよ。

　ファントムの言葉が脳のう裏りを過よぎる。彼かの女じよの言う通りだ。自分達たちは徐じよ々じよに戦力をすり減らしている。領土を失い、資源を消しよう耗もうし、生き残った者同士も争いを始めている。今のままいけば、日本も遠からずこのニュース映像のようになるだろう。

　あふれた難民と日本人が衝しよう突とつし、犠ぎ牲せい者が出て、報復の連れん鎖さが市井しせいに及および、やがては平和に暮らしていた外国人までもが排はい斥せきされていく。

　街頭ビジョンの中で自分と同じくらいの若者が泣なき叫さけんでいた。足下に血まみれの少女が倒たおれている。暴動に巻きこまれたのか、手荷物が無む惨ざんに踏ふみ荒あらされている。ポニーテールの髪かみ型がたが明華ミンホアのものとかぶりぞくりとした。

　──贅ぜい沢たくを言っていられる状じよう況きようではありません。

　まさしくファントムの指し摘てき通りだ。個人的な心情がどうとか技術的なリスクがどうとか言っている場合ではない。自分達たちは是ぜが非でも新たなドーターを確保し逆ぎやく襲しゆうの糸口を探るべきなのだ。中ちゆう尉いがどう言おうと関係ない。気にするべきではない。

（よし）

　とっとと帰ろう。そして明華ミンホアにバイトで遠出することになったと告げよう。「またー!?」と怒おこられるかもしれないが状じよう況きようが状じよう況きようだ。真しん摯しに話して理解を求めよう。必要ならどこかで遊びに行く約束を取りつけてでも。

　交差点を渡わたりスピードを上げる。立ち漕こぎで国道を進み側道に入った。古びた門構えの自宅前に到とう着ちやく、自転車を駐ちゆう車しやスペースに止める。

　さて、深呼吸。

　明華ミンホアとの会話をシミュレーションする。やはりまずは世間話から入るべきか。それとも単刀直入に謝罪から始めるべきか。いや、いきなり謝ると身構えさせてしまう。うん、たわいもない世間話でいこう。とりあえず天気の話でもして。

　笑え顔がおを作る。引き戸を開け「ただいま」と告げかけた瞬しゆん間かん。

「あ、慧けい、おかえり！　遊びにきたよー！」

　金きん髪ぱつの少女が出で迎むかえてきた。

　くりくりした目と肉感的な唇くちびる、デニム地のミニスカートから長い足がすらりと伸のびている。袖そでなしジャケットに黒いタンクトップという服装もあいまって、とにかく肌はだの面積が多い。過ぎ去った夏を呼び戻もどすかのように全身からエネルギーを発散させている。

　急いで引き戸を閉めた。
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　ん？　あれ？　おかしいな、何か今変なものを見たような。イーグル？　いやいや、ここは俺おれの家だぞ。なんであいつがいる。幻げん覚かくか、そうだ幻げん覚かくに違ちがいない。

　引き戸が開いた。

「ちょっとー、なんで閉めるのー！」

　幻げん覚かくではなかった。戸口の隙すき間まからイーグルが顔を突つき出している。片手で戸と枠わくをつかみ唇くちびるを尖とがらせていた。サンダルの足を前に出し。

「折角お出で迎むかえしたのにー。ここはオー・マイ・ハニー！　ってハグしてくれるところじゃない？　あ、キスはほっぺまでね！　口はお父様に取ってあるから」

「するか！　ていうかなんでおまえがここにいる!?　脱だつ走そうか、脱だつ走そうしたのか」

「違ちがうよー、ちゃんと基地の人に許可もらってきたんだから。慧けいと遊びたくて、いっぱいいっぱいお願いしたんだよ。感謝してね！」

　ゆらりと玄げん関かん奥おくの闇やみが揺ゆれた。瘴しよう気きにも似た空気が廊ろう下かから押おし寄せてくる。イーグルの背後にポニーテールのシルエットが見えた。口角を歪いびつにもたげだらりと手をぶら下げている。

　明華ミンホアだった。

「慧けいさぁ」

　地の底から響ひびくような声。

「あたしもね、色々気は使ってるんだよ、こう見えてね。あー、なんか慧けいのバイトってわけありっぽいからあんまり詮せん索さくしない方がいいんだろうなー、とか。シフトが無茶苦茶でも気にしちゃいけないんだろうなー、とか。だから急な予定が入っても我が慢まんしてるしさ、おじいさんおばあさんにも心配かけないよう口裏合わせてるのね。でも」

　でもさぁ、と框かまちの上からイーグルを見下ろし。

「これはないんじゃない？」

　言葉のうちに凶きよう刃じんを感じて総毛立つ。一体自分が帰ってくる前に何があったのか、どんな悶もん着ちやくが起きたのかは分からない。だが目の前の幼なじみが限界を迎むかえつつあることは確かだった。回答を過あやまてば言葉のナイフが本物の凶きよう器きに変わりかねない。

「違ちがう！　違ちがうんだ明華ミンホア！」

　必死で否定して携けい帯たいを取り出す。親指でアドレス帳を探りつつ。

「落ち着け、今目の前で起きていることは俺おれにとっても不意打ちだ。まったく意味が分からない。事情を確認するから少し時間をくれ。きっと納なつ得とくする答えを準備してみせる」

　八や代しろ通どおりの携けい帯たいをコール、繫つながらない。技ぎ本ほんの外線、話し中。舟ふな戸と……呼び出し音が響ひびく。息が詰つまるような沈ちん黙もくの末、回線が繫つながった。『もしもし？』と疲つかれた声が響ひびく。

「フナさん？　今イーグルが家に来てるんですけど、どういうことですか。一体なんでこんな状態になってるんですか」

『あぁ』

　天を仰あおぐ舟ふな戸との姿が目に浮うかんだ。

『すまん、どうもグリペンの外出をどこかで聞きつけたらしくてな。あの子ばかりズルい、自分も遊びに行く！　と駄だ々だをこね始めて』

　げ。

『最初は五ご郎ろう島じま居留区に行くとか言い出してたんだ。連れていかないなら夜のスクランブルシフトをすっ飛ばす、ザイが来ても戦わない！　って。で、さすがに困るとなだめていたら交こう換かん条件でな、おまえさんの家なら妥だ協きようすると』

「は？」

『というわけで緊きん急きゆう避ひ難なんでそっちに送り届けた。悪いが飽あきるまで相手してやってくれ。色々大変だと思うが、すまん、これも日本の平和のためだ』

「い、いや、ちょっと待ってください。意味が分かりません。日本の平和の前にうちの平へい穏おんはどうなるんですか」

『だからすまん、この埋うめ合わせはどこかで必ずする。ご家族の方には重ね重ね申し訳ないと伝えてくれ。なんなら一度ご挨あい拶さつにうかがうのでと』

　それ逆効果だから！

　事態がより一層悪化するだけだから！

　今必要なのは謝罪や誠意などではない。イーグルに対する迎むかえの車だ。だが更さらに言葉を重ねる間もなく電話は切れていた。

　無む慈じ悲ひな終話音が響ひびく。怖こわ々ごわ振ふり向くと明華ミンホアが腕うで組ぐみしてこちらを見下ろしていた。

「で？」

　わずかに首を傾かたむけ。

「納なつ得とくできる答えは準備できたの？」

「そ、そうだな」

　目が泳いでしまう。必死で平静を保ちながら。

「とりあえず中に入ろうぜ。虫が入ってくるし、落ちついて説明した方がいいだろ、茶の間でお茶でも飲みながら」

「お茶を出せと」

「俺おれが入れるよ！　ほら、イーグルも家に上がれ、話は中でゆっくり聞くから」

　剝むき出しの肩かたを押おし玄げん関かんに連れこむ。靴くつを脱ぬぐのももどかしく茶の間に向かい座ざ布ぶ団とんを準備した。台所に移動、やかんに水を入れて火にかける。

　冷ひや汗あせをぬぐっていると後ろに人の気配を感じた。明華ミンホアがすぐそばに立っている。

「バイトが忙いそがしいって、あの子と会う時間を作りたいってこと？」

「違ちがうよ」

「家に呼ぶほど親しくなってるんだ」

「呼んでないし、そもそも親しくないから」

　棚たなから急きゆう須すと茶葉を取り出す。

「さっき、あいつがお父様ーって言ってたの聞いてなかったか？　ファザコンなんだよ、あいつ。俺おれはただの遊び相手、ていうか猫ねこのじゃれつく毛玉的な感じ」

「そんな関係ありえないでしょ。幼よう稚ち園えん児じゃあるまいし、いい年した女の子が」

「いい年じゃないんだよ、だから」

　どこまで正直に話すべきか。機体年ねん齢れいは二十歳さいそこそこ、精神年ねん齢れいは五歳さい児じ程度、生身の年ねん齢れいは多分それ以下、なんて事実はどう語ったところで冗じよう談だんにしか思われない。むしろ火に油を注ぐだけだ。あたしは真面目に話してるんだけど、ふざけてんの？　という感じで。

「見た目よりはずっと幼いんだよ、あいつ。まともに学校も通ってなかったみたいで、一いつ般ぱん常識が欠けてるというか」

「？　何それ、家が貧びん乏ぼうだったってこと？」

「というより育った環かん境きようが特とく殊しゆだったっていうか、まぁそこらへんは個人のプライバシーだからさ、ほら」

　暗に訊きいてやるなよと牽けん制せいする。明華ミンホアは不満そうにしながらも口をつぐんだ。もともと情に厚い性格だから他人の弱みには触ふれづらいのだろう。唇くちびるをへの字に歪ゆがめる。

「じゃあいいよ。慧けいとあの子がなんでもないとして、ならなんで家に来たの？　あの子の知り合いって慧けいだけじゃないでしょ」

「それは」

「わざわざ慧けいの家を選ぶ理由があるんじゃない？」

　先ほどの舟ふな戸との話が確かなら、自分とグリペンが遊びに出たのがそもそもの原因だ。五ご郎ろう島じまの話を聞いて羨うらやましくなった。最初は居留区に行くことを希望し、却きやつ下かされるとどこでもいいからとにかく慧けいと遊びたいと主張した。イーグルの性格を考えればごくごく自然な思考回路。だが。

（言えない）

　五ご郎ろう島じま観光のことを話せば間ま違ちがいなく泥どろ沼ぬまだ。収しゆう拾しゆうがつかなくなる。誰だれと一いつ緒しよに行ったの？　その子とはどういう関係なの？　いつ知り合ったの？

「それは」

　必死に言い訳の材料を探していると突とつ如じよ大だい音おん響きようが炸さく裂れつした。硝子ガラス障しよう子じが震ふるえ床ゆかが跳はね上がる。暴力的な衝しよう撃げき波はが空気を搔かき乱みだした。

「な、何!?」

「なんだ!?」

　茶の間に駆かけこむとイーグルが尻しり餅もちをついていた。年代物のオーディオセットが狂くるったように騒そう音おんをまき散らしている。ボリュームつまみが見事にＭＡＸまで振ふり切れていた。

「何してるんだ、おまえ！」

　慌あわてて駆かけ寄り電源を落とす。イーグルはしばらく呆ぼう然ぜんと口を開けていたが、ややあって笑い出した。

「びっくりしたー！」

「びっくりしたのは俺おれ達たちだ！　ああくそっ、じいさんの大切にしてるオーディオ、壊こわれてないだろうな。もう修理パーツもない骨こつ董とう品だって聞いてるのに」

「ね、ね、慧けい。他には面白いものない？　次はもうちょっとうるさくないやつ」

「ない！　静かに座ってろ！　おい明華ミンホア、お茶入れ終わるまでこいつの面めん倒どう見ててくれ、頼たのむから！」

　甲かん高だかい音を立ててやかんが鳴る。明華ミンホアと入れ違ちがいで台所に戻もどり火を止めた。急きゆう須すに湯を注ぎ茶葉が馴な染じむのを待つ。お盆ぼんに茶ちや菓が子しと湯飲みを載のせていると、茶の間から悲鳴が聞こえてきた。

「ちょっと！　開けちゃだめ！　机乗らないで！　引っ張らない、引っ張らないで！」

　何してるんだろう。

　騒そう々ぞうしい足音が不安を煽あおる。続く落下音と衝しよう突とつ音に息を吞のみつつお茶を注いだ。

　怖こわ々ごわ茶の間にお盆ぼんを運んでいくとイーグルが床ゆかに寝ねそべっていた。古びたアルバムを広げて足をばたばたさせている。傍かたわらの明華ミンホアが肩かたで息をしていた。

「ごめん、勝手に見せちゃって。あちこち漁あさって物、壊こわしそうだったから」

「いいよ、大変だっただろう」

　お盆ぼんを卓袱ちやぶ台だいに置く。「おい」と金きん髪ぱつの頭に呼びかけた。

「お茶持ってきたぞ、あとお菓か子しも」

「んー」

　飲まないのかよ。折角入れたのに。

　肩かた越ごしにのぞきこむと懐なつかしい町並や自然が見えた。自分と父親・母親が写真に写っている。緑の多い風景はインターナショナルスクールの校門前だ。日付を見る限り九年前、丁度日本から常じよう熟じゆくに引っ越こした頃ころか。

　イーグルは「おー」と目を丸くした。

「慧けいがちっちゃい！」

「そりゃ小学生の時だからな」

「この柄がらの悪そうな男の子は？」

「ああ、それはミンホ──」

「慧けい、ちょっと黙だまろうか」

「あ！　飛行機だ、飛行機が写ってる！」

　こちらの返事を待つことなく、イーグルは飛行クラブの写真を眺ながめ始めていた。先ほどまでの大おお騒さわぎが噓うそのようだ。緑色の瞳ひとみがきらきらと光を孕はらんでいる。

「人の写真なんか見て、そんなに面白いか？」

「うん！」とイーグルはうなずいた。

「イーグル、なんかあんまり昔のこと覚えてられないから、写真見るのも撮とるのも大好きなんだよ」

「昔のことを……覚えてられない？」

「キャッシュのクリアがひんぱん？　瞬しゆん間かん的な処理能力を上げるために他のアニマとメモリの管理方法を変えてるんだって」

「それって」

　戦せん闘とう能力を向上させるために不要な情報を破は棄きさせてるってことか？　空戦以外の経験値をリセットさせている？　じゃあこいつがやたらと幼児的な性格なのはひょっとして。

　息苦しさを感じ、口を開きかけた時だった。

「そうだ！　写真で思い出した！」

　ぴょこんとイーグルが身体からだを起こした。膝ひざを突ついて座り直す。ジャケットのポケットから携けい帯たい端たん末まつを取り出し。

「那な覇は基地にいた時の写メ、バイパーゼロが送ってくれたんだ。二百枚くらいあったのをまとめて。慧けいも見る？」

「いや、俺おれは別に」

「バイパーゼロと二人で撮とったのもあるよ！」

　何。

　あの人見知りアニマの写真？　ツーショットだと？　どれだけ顔を合わせようとしても決して目もく撃げきできなかった彼かの女じよの姿が今目の前に？

「じゃ、じゃあ少し見せてもらおうかな」

　華か麗れいに前言撤てつ回かいし液えき晶しようをのぞきこむ。緊きん張ちように胸がとくとくと高鳴った。

　朱しゆ塗ぬりの建物──おそらく首しゆ里り城じようだろう──の前で金きん髪ぱつの少女がピースしていた。青い空を背景にコーンのアイスクリームを持っている。南国の陽光に剝むき出しの肩かたが輝かがやいていた。そして。

　傍かたわらに大おお柄がらな体たい軀くがあった。身長二メートル超ちよう。黄おう褐かつ色しよくの体毛、白黒まだらの腹、つぶらな瞳ひとみと長く突つき出した嘴くちばし。

　嘴くちばし？

「なんだこれ」

　真顔で訊たずねるとイーグルは首を傾かしげた。

「バイパーゼロだよ」

「俺おれにはどうみても鳥に見えるんだが」

「着ぐるみ着てるからじゃない？」

　着ぐるみ。

「那な覇は基地の非公式マスコットキャラ、ヤンバルクイナのクイナ君」

「知らねぇよ、誰だれだそれ。てか本体の写真はどうした」

「もー、バイパーゼロは恥はずかしがり屋さんだって言ったでしょ？　日の当たるところに素顔で出てこれるわけないじゃん」

「この姿で出歩いてる方がよっぽど驚おどろきだよ！　完全に不ふ審しん者じゃないか、捕つかまるだろ!?」

「あ、見てみて、この写真。クイナ君、辺へ戸ど岬みさきに立つ」

「人の話を聞け！　てかなんの撮さつ影えい会だ！」

　結局、それから二時間近くイーグルの独演会は続いた。




「いや、悪かった、本当に申し訳ない」

　玄げん関かんで舟ふな戸とが頭を下げている。後ろに見慣れた白しろ塗ぬりのバンが止まっていた。黒服の男女が平身低頭してイーグルを連れ出していく。金きん髪ぱつの少女は興奮冷めやらぬ様子で、自分が見聞きした物をオーバーアクション気味に説明していた。

　音がすごくてねー、バーンって床ゆかが震ふるえて、天てん井じようが揺ゆれて、耳がキーンとなって！

「大だい丈じよう夫ぶだったのか？　あいつ、何か物を壊こわしたりしてないか？」

「一応……なんとか無事です」

　舟ふな戸との問いにかすれ声で答える。背後の明華ミンホアは疲ひ労ろう困こん憊ぱいの体になっていた。柱に寄りかかってぐったりとしている。無理もない。約二時間ノンストップの運動会に付き合わされたのだ。さすがに体育会系の彼かの女じよでもグロッキーになる。

「まぁあとからでも損害が見つかったら請せい求きゆうしてくれ。大たい概がいのものなら通ると思うから」

「はい……」

「あとこれ、つまらないものだが彼かの女じよと食べてくれ。おわびの印ということで」

　紙かみ袋ぶくろを手て渡わたされる。取り出した箱には二機のＦ─15Ｊがプリントされている。白文字で書かれた商品名は──『小こ松まつ自衛隊クッキー』？

　なんとも微び妙みような面持ちでいると後部座席のスライドドアが閉まった。車窓から金きん髪ぱつの少女が陽気に手を振ふってくる。

「また来るねー！」

　いやもうマジで勘かん弁べんしてくれ。

　舟ふな戸とが再度会え釈しやくして助手席に乗りこむ。エンジン音が高鳴り車が動き出した。テールランプが交差点の向こうに消えるのを見届けて、明華ミンホアが横に並んできた。

「なんか、不思議な子」

　戸と惑まどい気味なつぶやき。

「生まれたての赤あかん坊ぼうみたいで。無む邪じや気きっていうか自然体っていうか、すごく透とう明めいな感じ」

　あの子は一体なんなの？

　うかがうように訊たずねてくる。

「なんだろうな。今でもよく分かってないよ、あいつらのことは」

　西の空を見上げる。月明かりの下、アニマ達たちが住む王国の上空はほのかに華はなやいで見えた。
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　海は水深に応じて青の濃こさが変わるのだ。

　そんな発見に、慧けいは今いま更さらながらの驚おどろきを覚える。浅あさ瀬せでは白んだ緑、わずかに離はなれて明るい青、そして外洋に行くにつれ群ぐん青じよう色が濃こくなっていく。多分島とう嶼しよや環かん礁しようが多いせいだろう。眼下の海は複雑なグラデーションで覆おおわれていた。見ている間にも白い波なみ頭がしらが海面の色しき彩さいを変えていく。

　南シナ海、上空三千メートル、双そう発はつのティルトローター機のキャビンに自分達たちはいる。既すでに那な覇は基地出発から二時間が経過し、ラファール回収部隊は一回目の空中給油を終わらせていた。単調なプロペラ音が眠ねむ気けを誘さそう。穏おだやかな凪なぎの風景もあり今からザイの勢力圏けんに向かうなど信じられなくなってくる。

　橫でグリペンが居い心ごこ地ち悪わるそうに身じろぎした。シートベルトの紐ひもをつかみ身体からだを縮こまらせる。

「なんだ？　酔よったのか？」

「ううん」

　かぶりを振ふり、床ゆかを見下ろして。

「この下に地面がないと思うと、不安。落ち着かない」

　何を今いま更さら。普ふ段だん散々空を飛び回っているだろうに。真顔でつっこみかけたが。

「ドーターは自分の身体からだみたいなものだから。今、風がどうなっているかエンジンが正常か分かる。でもこんな風に閉じこめられていると、目め隠かくしされてるみたいで」

　心配になる、とつぶやいた。

　そんなものか。まぁ以前に厚あつ木ぎへフライトした時はこいつ、ほとんど寝ねてたしな。改めて人の操縦する飛行機に乗ってナーバスになっているのかも。

　なんとはなしに手を伸のばすとぎゅっと人差し指をつかまれた。命いのち綱づなをたぐるように胸むな元もとに引き寄せられる。握にぎりしめた掌てのひらから心音が伝わってきた。

「仲がいいな」

　冷ややかな声に顔を上げる。

　正面席にブーランジェ中ちゆう尉いが座っていた。暗色のアサルトスーツが物々しい。普ふ段だんからシャープな印象を持っているだけに、そんな格好だと更さらに近寄りがたさが増す。言葉のうちに見えざる棘とげを感じて反発心が湧わいた。

「人形遊びでもしてるようですか」

　視線に力をこめる。

「不安そうな仲間がいたら励はげますのは当然だと思いますけど」

　中ちゆう尉いは鼻から息を抜ぬき顔を逸そらした。気まずい沈ちん黙もくが場に満ちる。他のスタッフも不安げな顔になっていた。

　まったく、感じが悪いな。そんなにアニマが嫌きらいなら別の便で移動すればよかったのに。そもそも任務自体、断ったらどうなんだ？　いくら人がいないと言ってもこの機体に乗っているだけで十人以上フランス軍人がいるのに。

　気にしない、気にしなくていい。

　自分の目的はドーター・ラファールの回収だ。偏へん見けんに満ちたフランス人との交流など考える必要もない。意識的に心の障しよう壁へきを張っていると、不意に「質問してもいいか」と呼びかけられた。

　中ちゆう尉いがこちらに向き直っている。

「なんですか」

「君はアニマのことが怖こわくないのか」

　鼻で笑いたくなった。色々ご託たくを並べても結局そこか。まっすぐに視線を受け止める。

「怖こわいですよ、ザイの部品から作られた人工生命体ですからね。得体が知れない、何を考えてるか分からない、そう思うことはあります」

「なら」

「でも」と語気を強める。

「でもグリペンのことは怖こわくありません」

　中ちゆう尉いは電流でも流されたようにまばたきした。怪け訝げんそうに眉まゆをひそめて。

「その子もアニマだ」

「ええ、ただ俺おれはこいつのことをよく知ってます。何度も一いつ緒しよに死線をくぐって、時にはザイの中で二人きりになって、その度に助け合ってきたんです。こいつが信じられないなら他の誰だれも信じられない、それくらいの絆きずなはあります。正直、今のあなた方全員よりグリペンの方が信しん頼らいできる」

　挑ちよう発はつ的な言動に、だが中ちゆう尉いは反発しなかった。しかつめらしい顔で沈ちん黙もくしている。その様子がまたもどかしさを増ぞう幅ふくした。

「人間だって同じでしょう？　初めて会った相手は得体が知れないし何を考えているかも分からない。裏切る奴やつも最初から敵対的な奴やつだっている。だからって人間全部を怖こわがったり避さけたりはしないでしょう。どうしてアニマってだけで全否定するんですか。あなたは一度でもアニマ達たちを知ろうと向き合ったことがあるんですか？」

「慧けい」

　不意に袖そでを引かれた。傍かたわらのグリペンが不安そうにこちらを見上げている。

「慧けい、怒おこらないで、お願い」

　怒おこってる？　馬ば鹿かな、こんなことで。

　一呼吸ついた瞬しゆん間かん、顔の強こわばりが意識されてくる。肩かたの力を抜ぬいて椅い子すに座り直した。「すみません」中ちゆう尉いから視線を逸そらし謝罪した。謝るようなことはしていないと思いつつ、どうにもバツが悪かった。

「すみません、失礼なこと言って」

　会話が途と絶だえる。喧けん噪そうがなくなりエンジン音が戻もどってきた。

「たとえ話だが」

　大分時間がたってから中ちゆう尉いが口を開いた。端たん正せいな横顔を見せたまま。

「君が乗っている車には正体不明の制せい御ぎよシステムが入っていて、いつ誤動作するか分からないとする。ハンドルを右に切ったら左、左に切ったら右に進むかもしれない。でもおまえはその車に乗らなければいけないと言われたらどうする？」

　は？

　なんの話だ？　意図をつかみかねていると中ちゆう尉いは続けた。

「私は『この車は普ふ通つうの車なんだ』と考えるしかないと思う。正体不明の制せい御ぎよシステムなど入ってない、もっと言えば『そんなものは存在しない』と思いこむしか」

「……」

「でなければ恐きよう怖ふに押おし潰つぶされてしまう。自分が爆ばく弾だんを抱かかえていると知って平気で動けるほど人の心は強くないからな」

「何を」

　言っているのか。爆ばく弾だん、グリペン達たちのことか？　いや、だが妙みような話しぶりだ。違い和わ感かんの正体が見み極きわめられずにいると無線が鳴った。

『ＢＡＲＢＩＥ03よりキャンピングカー、まもなくザイの勢力圏けんに入ります。警けい戒かいを厳にして私達たちとの距きよ離りを保ってください。ＢＡＲＢＩＥ02は前進して進路の哨しよう戒かいを』

　窓の外をサンライトイエローとエメラルドグリーンの戦せん闘とう機が飛ひ翔しようしていく。交信を終えたファントムがぴったりと並んできた。こぶのような装そう甲こうキャノピー上で機外カメラが動いている。

　コクピットからフランス語の呼びかけが響ひびき、中ちゆう尉いが席を立った。そのまま操縦席の背もたれにつかまり話し始める。他のメンバーも緊きん張ちようした面持ちだ。ざわざわとした空気に、先ほどまでの閉へい塞そく感がぬぐい去られていく。気き詰づまりな会話も一いつ旦たん中断らしい。よかったのか悪かったのか、ほうっと息をつき窓に向き直る。イーグルが左右にバンクして飛び去っていった。

「しかし、俺おれ達たち全員で出てきちゃってよかったのか？　小こ松まつががら空きだろ。今ザイが攻せめてきたら」

「大だい丈じよう夫ぶ、みたい」

　グリペンが陽光の下に身を乗り出してくる。空の青を灰色の目に映しながら。

「衛星写真で中国東部のザイはきちんとモニターしている。ベルクトの件で主力が大分内陸に移動したからしばらくは日本海側への圧力もないだろうって。ハルカが言ってた」

「でも一機や二機くらいは来るだろう？　はぐれ編隊みたいなやつが」

「なので日米の戦せん闘とう機部隊の配置が変へん更こうされている。太平洋側から大おお幅はばに戦力を引き抜ぬいて日本海側の警けい戒かいに当たらせてるって」

「対処できるのか？」

「圧あつ倒とう的てきな数的優位があればなんとか、もちろんザイの主力が日本海沿岸にいなくなったから可能な作戦」

　なるほど、あの〈誘ゆう蛾が灯とう〉を巡めぐる事件にも一応の成果はあったわけか。もし中国沿岸部のザイが健在ならこうしてラファール回収の作戦を練ることもできなかっただろう。とてもではないが遠く離はなれた南海に独どく飛ひを派は遣けんできなかった。

（南シナ海、意外と遠いしな）

　那な覇はから目的海域まで約千七百キロある。イーグルの戦せん闘とう行動半径が千九百キロと考えるとほぼギリギリだ。途と中ちゆうで空中給油を行ったとはいえ、あまり長時間のミッションはこなせないだろう。自分達たちは一いつ旦たん空母に降りるからよいものの。

　……うん？

　待てよ。往路はイーグル・ファントムが護衛してくれるとしてラファール探たん索さく中はどうなるんだ？　まさか十分二十分で回収作業が終わるとも思えない。一時間を超こえたらどう考えても彼かの女じよ達たちの燃料がもたないだろう。途と中ちゆうでエアカバーを切り上げる？　ならその間にザイの空くう襲しゆうを受けたらどうなる。

「グリペン、ちょっといいか？」

「うん？」

「あいつらが空母の上空に留とどまれる時間ってどのくらいだ？」

「三十分。でも私達たちの到とう着ちやくを見届けたらすぐ引き返す」

「へ？」

「一いつ旦たんフィリピン軍の基地に帰き還かんする。燃料と武装の補ほ充じゆうをして、二時間くらいたったらまた戻もどってくる予定」

「いや、いやいやいや」

　慌あわててかぶりを振ふった。

「だめだろう。ここはザイの勢力圏けんなんだぞ。空母に着ちやつ艦かんしたって連中おかまいなしに襲おそってくるだろう。護衛機がいない状態でどうやって防ぐんだ？　ティルトローターが壊こわされただけでみんな帰れなくなるんだぞ」

「それは」

　警報音が鳴り響ひびいた。「Ｉｎｃｏｎｎｕ！（敵てき襲しゆう！）」「Ｚａｉ！（ザイだ！）」という声が飛び交かう。

　空に視線を走らせると彼方かなたの雲間に複数の光が確認できた。二、いや三機か。ガラス細工の翼つばさを煌きらめかせ向かってくる。速い。

「来たぞ」

　歯がみして座席に座り直す。心臓がぎゅっとわしづかみにされた。グリペンもしっかりシートベルトにつかまらせる。

『ＢＡＲＢＩＥ02、エンゲージ』

　爆ばく音おんが高鳴り、次いで風切り音が駆かけ抜ぬける。遅おくれて銅ど鑼らを叩たたくような衝しよう撃げきが伝わってきた。敵機を撃げき墜ついしたのか。戦場が俯ふ瞰かんできないためよく分からない。徒いたずらに不安だけが高まる。

　反対側の窓を火の雨が過よぎった。上空からの砲ほう撃げき？　気づけば接近するザイとファントムがドッグファイトを繰くり広げていた。太陽を背に異形のシルエットが飛び交かっている。機関砲ほう弾だんが宙を裂さき、ミサイルが炸さく裂れつし、割れたガラスの翼つばさから炎ほのおが噴ふき出した。アフターバーナーの排はい気き炎えんが残像となって空気を揺ゆらめかせる。圧あつ倒とう的てきな力のぶつかり合いに、ただただ息を吞のむしかない。ドーターのない自分達たちに今の状じよう況きようはまぶしすぎた。

「新たな敵機、二時の方向に二機」

　グリペンのつぶやきにはっとなる。右手前方の空に光が見えた。眩まばゆい軌き跡せきを引きながらこちらに向かってくる。

「ザイが来ます！　回かい避ひしてください！」

　何Ｑｕｏｉ？　と操縦士が叫さけぶ。中ちゆう尉いがかぶせるようにフランス語で警告した。

「うわっ！」

　激しいＧとともにキャビンが傾かたむく。ベルトに胸が押おしつけられ息が止まった。ずり落ちそうになる身体からだを必死で支えていると窓の外で閃せん光こうが走った。接近中のミサイルがファントムの機関砲ほう弾だんで叩たたき落とされている。

（おいおい）

　思ったより押おされている。鈍どん重じゆうなティルトローターが守りづらいのか、あるいは敵の数が多すぎるのか、とにかく接近されまくっている。危険な兆候だった。流れ弾だまの数が増えれば増えるほど被ひ弾だんの可能性も大きくなる。

　というか今いま更さらながら気づいたが護衛が少ないんじゃないか？　ベルクト移送作戦の時は百機以上の味方が防ぼう御ぎよ陣じん形けいを組んでたんだぞ。敵の数が異なるとはいえ、こちらのエスコートがドーター二機では明らかに見み劣おとりする。殺さつ到とうする敵をさばききれない。

　不安を裏づけるように爆ばく発はつ音が近づいてくる。破片が機体外がい壁へきを叩たたいていた。前後左右から押おし寄せる衝しよう撃げき波はでキャビンが押おし潰つぶされそうだ。

『ごめん！　一機抜ぬかれた、そっちに行く！』

　イーグルの声に、機内の空気が一気に強こわばった。前方遠くに敵てき影えい。窓の外を見るとファントムはまだ上空で敵部隊を防いでいる。新たな脅きよう威いに対処できそうな余よ裕ゆうはない。よく見ると背後からも敵機が現れていた。前後からの挟はさみ撃うち。ガラス細工の鎚とハンマー・アンド金床・アンビル。

　鼓こ動どうが高鳴る。指先から血の気が引いていった。操縦席の叫さけび声が奇き妙みように遠く聞こえる。半はん透とう明めいの翼つばさが迫せまっていた。複雑な虹にじ色いろの光が機体に煌きらめく。ロックオンアラート、機関砲ほうの砲ほう口こうと翼よく下かのミサイルが露あらわになり、そして。




『パラレル・マインズ』




　風が吹ふき抜ぬけた。風？　いや何か質量のあるものが身体からだを通り抜ぬけていった感覚。なんだ、と思い見み渡わたすも変わったものはない。ファントムが無線で何か喋しやべっていたように思うが。

　刹せつ那な、後方からのザイが一際大きく輝かがやいた。光の種子をぶつけられ、それが機内で弾はじけた様子。エメラルドグリーンの光こう彩さいが機体を覆おおっていく。緑色のザイは速度を上げティルトローター機を追い抜ぬいた。そのまま翼よく下かのミサイルを発射、前方のザイを撃げき墜ついする。排はい気き煙えんを引きつつ上じよう昇しようし制空戦せん闘とうに参加した。

「な、なんだぁ？」

　ザイが同士討うち？　いや、でも途と中ちゆうでいきなりターゲットを変えたような。色もおかしな感じになっているし、どういうことだ。

「ＥＧＧの分割投とう影えい機構、パラレル・マインズ」

　グリペンが窓の外を眺ながめている。双そう眸ぼうに驚おどろきの色があった。何？　分割投とう影えい機構？

「自衛隊の装備なのか」

「ベルクトの〈誘ゆう蛾が灯とう〉を解かい析せきして作られた装置。アニマの人格データをスライスしてＥＰＣＭで送りこむ。最大十六スライスの生成・投とう影えいが可能と聞いていたけれど……すごい、本当に動作している」

　〈誘ゆう蛾が灯とう〉と聞いた瞬しゆん間かん、ハンガーでの光景が蘇よみがえった。ＲＦ─４ＥＪ─ＡＮＭに取りつけられた奇き妙みような外部モジュール。フィンやアンテナの目立つ独特の形状をしていたが、人格データの投とう影えい装置？　じゃあ今目の前で繰くり広げられている光景は。

「ファントムがやっているのか？　ザイをのっとって、味方を攻こう撃げきさせて」

「少し違ちがう」

　かぶりを振ふる。

「スライスされた人格は独自の思考を持っている。ファントムの一部であってファントムそのものではない。だからオリジナルの命令がなくても動き続けられる」

「えー……っと？」

「ファントムという個体を十六個に割った。うち一個はドーターを操縦し、他の十五個が方々に散りザイを操縦していると思ってほしい。だから今飛び回っている緑のザイはファントム６／16とか９／16と呼ぶべき」

「ううう？」

　ややこしいな。

　てかオリジナルは大だい丈じよう夫ぶなのか。人格データが十六分の一になってまともに動作できるものなのかと思ったが。

『ＢＡＲＢＩＥ03よりキャンピングカー、そちらの護衛に三機つけます。進路を２２０に取ってください。私とＢＡＲＢＩＥ02は進路上の敵を排はい除じよします』

　しっかりした口調が聞こえてきて逆に怖こわくなる。これで十六分の一って、普ふ段だんどれだけ余力を残しているんだ。こちらの戸と惑まどいをよそに緑色のザイが三機、並んできた。ティルトローターを中心にしてアローヘッド隊形を取る。

『十二番、あなたが先導してください。六番と八番は周囲の警けい戒かいを』

『はーい』『……』『了りよう解かいです！』

　ファントムの声が複数響ひびく。一人芝しば居いをやっているようで妙みような感じだ。しかも一つ一つ微び妙みようにテンションが違ちがう。スライスと言っても同じ性格が等量に切り出されたわけではないということか。

『眠ねむい……早く帰りたい』

『もー、みんなが頑がん張ばってる時にテンション下がること言わないの！』

『同調圧力とかイラッと来ますけど』

『大声で歌えば眠ねむ気けが紛まぎれるのでは？』

『やめてください、あなた音おん痴ちでしょう』

『むしろ慧けいさんかイーグルで遊ぶべきかと』

　何言ってんだ、そんな適当な理由で普ふ段だん俺おれ達たちをからかっているのか。勘かん弁べんしてくれ。

『じゃ、行きますよー、ちゃんとついてきてくださいねー』

　十二番と呼ばれたザイがバンクした。後方から新たなスライスが七機、八機とファントムに続いていく。イーグルとともにＶ字編隊形成、向かってくる敵機を蹴け散ちらしながら南海の空を進んでいった。

　十分ほど飛び続けると操縦席で声が上がった。副コ操・縦パ士イが右手の海面を指さしている。誘さそわれるように窓の外を見て白いウェーキを確認した。二つに分かれた航こう跡せきの先にマッチ箱ほどの船体が見える。いた、全通形式の飛行甲かん板ぱん、空母だ。

「アプローチするぞ！　全員席につけ」

　中ちゆう尉いが座席に戻もどってくる。倒たおれこむように腰こしかけると手早くシートベルトをロックした。

　高度が下がる。風の音が大きくなり空気抵てい抗こうで機体が揺ゆれ始めた。重々しい稼か働どう音を上げて翼よく端たんのエンジンナセルが直立し始める。ヘリモードに転てん換かん。足下でランディングギアの展開する音が響ひびいた。

　眼下の甲かん板ぱんが大きくなっていた。かなり機速を殺しているはずだがそれでも随ずい分ぶん早く距きよ離りが詰つまってくる。どくどくと心臓が高鳴る。波に煽あおられ船体がぐっと迫せまってきた。何かの弾はずみで甲かん板ぱんが傾かたむいたらどうなるのだろう？　一方の降着装置に重量が集中し転てん倒とうしてしまったら？

　……。

　ドン。

　突つき上げる衝しよう撃げきは思ったよりソフトだった。緩かん衝しよう装置が二度、三度と機体の上下を殺し動きが止まる。足下の重力が戻もどってきた。

　機内の緊きん張ちようが緩ゆるむ。中ちゆう尉いさえもが安あん堵どの息を漏もらしていた。着陸成功、ローターの回転が徐じよ々じよに収まっていく。

「行くぞ、作戦開始だ」

　中ちゆう尉いが立ち上がるのと後部ハッチが開くのはほぼ同時だった。フランス兵が装備を調ととのえ機体から出ていく。目の前を機材運うん搬ぱん用の台車が横切っていった。

（ふぅ）

　額の汗あせをぬぐいベルトを外す。既すでに一日分の気力を使い切った気もするが、これからが本番だ。グリペンの手を取り立ち上がらせる。慌あわただしい機内で中ちゆう尉いがただ一人、静かに向き直ってきた。

「大だい丈じよう夫ぶか、気分が悪いなら少し休んでからでもいいが」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　つい強がってしまうのは先ほどの悶もん着ちやくがあったからか。グリペンを連れ足早に甲かん板ぱんへと降り立つ。

　海風が強い。潮を含ふくんだ空気が網もう膜まくを刺し激げきする。巻き上がる髪かみを押おさえながらグリペンが「あ」と空を示した。

「ファントム達たち、帰っていく」

　周囲の敵てき影えいがなくなったせいだろう。緑と黄色のドーターが翼つばさを翻ひるがえしている。挨あい拶さつするようにバンクしてスピードを上げていった。かわりに上空を満たしているのは。

（緑色のザイ）

　ファントム・スライス。

　なるほど、補給中のエアカバーを彼かの女じよ達たちに任せるということか。新兵器を使った戦力の現地調達、それがあるからこそ少数機の護衛作戦を立案できたのだろう。

「先に説明しろよな」

「ん？」

　怪け訝げんそうなグリペンに「いや」と首を振ふってみせる。

「おまえに言ってるんじゃない。どうせ八や代しろ通どおりさんが忘れてただけだし」

　最悪の事態は想定する。適切な手も打つ。だが関係者への情報共有は怠おこたる、というのがいつものパターンだ。無む為い無策よりはマシだがいらぬ冷ひや汗あせを搔かかせられる。

「しかしザイの護衛か。戦力的には安心できるんだろうけど妙みような感じだな」

　新兵器の効果がいつ切れるかも分からない。まさか永久にコントロールできるわけでもないだろう。どうにも落ち着かない気分でいると。

「おい、一機降りてくるぞ！」

　回収部隊の一人が空を示した。緑色のザイが着ちやつ艦かん態勢に入っている。翼つばさの形状を変え、水蒸気の粒つぶを切り裂さきながら徐じよ々じよに高度を落としていた。

「スピードが速いぞ。アレスティングワイヤーもなしで着ちやつ艦かんできるのか？」

「まさか体当たりする気じゃ」

　ざわめきを押おし殺すように風切り音が大きくなった。陽光を遮さえぎり巨きよ体たいがタッチダウンする。着ちやつ艦かんの刹せつ那な、まるで空気の膜まくに押おし返されたかのように機体が浮うき上がった。そのあとは羽のごとく軽かろやかに接地。タキシングしながらエンジン音を殺していく。

『ふぅ、緊きん張ちようしましたぁ』

　間延びした声が響ひびく。拡声器でも通したような奇き妙みような音声。

『ああ、みなさんも無事ですね。よかったです。私、こちらで連れん絡らく役になりますので何かあったら仰おつしやってください！』

　喋しやべるザイ。いや声自体はファントムなのだが、凄すさまじく異様な光景だ。フランス兵は全員度ど肝ぎもを抜ぬかれている。

　仕方なく一歩踏ふみ出し機体に歩み寄った。

「えーっと、おまえは……ファントムではあるんだよな？」

『ですです。記き憶おくと感情は継けい承しようしてますよー。慧けいさんのこともちゃんと認識できてます』

「ファントムって呼べばいいのか？」

『いえいえ、それだと他と紛まぎらわしくなりますから十二番目……トゥエルブとお呼びください。親しみをこめてトゥエルブちゃんでも可です！』

　すごく変なキャラになってる。どうしよう、親しみづらい。

　視線を機首から胴どう体たいに転じる。間近で見るザイの姿はなんとも不思議なものだった。輪りん郭かくが朧おぼろで複雑な光の渦うずを孕はらんでいる。内部に液体が満たされているようだ。色しき彩さいと影かげが万まん華げ鏡きようのごとく移ろっていく。

　不意に目まいを感じた。骨と肉が歪いびつに捻ねじれた感覚、鈍にぶい頭痛を覚えてあとじさる。

『あんまりマジマジ見ない方がいいですよー。この中、余よ剰じよう次元が変な形で実体化してますから、凝ぎよう視ししてると頭が変になりますよ』

「よ、よじょうじげん？」

『カラビ・ヤウ多様体ってやつですね。あー、時間と空間がテレコになってます、興味深いですね。データ領域に余よ裕ゆうがあれば観測結果を持ち帰りたいところですけど』

　よく分からないがとりあえず気にしない方がいいらしい。かぶりを振ふり、なるべく視線を合わさないようにして。

「で、とにかくおまえは上の連中と連れん絡らくが取れるんだな？　なんか危なくなったり敵てき襲しゆうがあったりしたらいち早く俺おれ達たちに伝えられる」

『はい、その通りです』

「分かった」

　フランス兵を振ふり返る。「ということです、ドーター二機が戻もどってくるまではこいつ経由で状じよう況きよう把は握あくした方がよいと思いますけど」

「了りよう解かいした」と答えたのは中ちゆう尉いだ。周囲の動どう揺ようをよそに一人、平静を崩くずさずにいる。回収部隊を振ふり返り。

「班分けを変へん更こうしよう。チーム・トロワの半分はこの場に残りザイ機を護衛。半数は私達たちと一いつ緒しよに捜そう索さくを行う。チーム・アンとチーム・ドゥは予定通り生存者の確認とドーターの確保に」

　了りよう解かいの声とともに隊員達たちが動き出す。ブーツの足音を響ひびかせ手近なハッチに向かっていった。待機を命じられた兵士は薄うす気き味み悪わるそうにトゥエルブを囲んでいる。ティルトローターの操縦士が少し離はなれたところで機体のチェックを始めていた。

「君は私と一いつ緒しよに来てくれ、アニマも一いつ緒しよに」

　中ちゆう尉いが二人のフランス兵を従えている。「はい」と答えて駆かけ寄りかけた時だった。

『あー、ちょっと待ってください、慧けいさん！』

　背後から呼び止められた。振ふり向くと緑の機体が明めい滅めつしている。

「なんだよ」

『えーっと、これ持っていってほしくて。……よいしょっと』

　甲かん高だかい擦さつ過か音とともに機首を覆おおう幾いく層もの硝子ガラスが開いた。中から一際眩まばゆい結けつ晶しようのようなものが現れる。水すい晶しようの欠片かけら？　拳こぶし大の……宝石？

　怖こわ々ごわ近づき手に取るとほのかな温ぬくもりが伝わってきた。灯台の明かりのごとく、中で光がまたたいている。

「なんだこれ？」

『コアです』

　宝石が喋しやべった。ぎゃっと悲鳴を上げて取り落としそうになる。危ういところを傍かたわらのグリペンが支えた。持ち上げた宝石が震ふるえる。

『き、気をつけてください！　割れたらどうするんですか！』

「おまえこそ脈みやく絡らくなく喋しやべるんじゃねぇよ！　てかコア!?　取り外せるのか、そんなの!?」

『まぁ他にサブコアがいくつかあるみたいなので、私の意識をそっちに残してきました。ファントム十二号機のパート１がこの結けつ晶しよう、パート２以降がサブコアにある感じです』

「……なんかもうわけが分からなくなってきたぞ」

　あとでちゃんと人格統合できるんだろうな。一つか二つくらい欠けてもおかしくない状じよう況きようだが。

『私と甲かん板ぱん上のザイは同一固体なのでリアルタイムに情報共有が可能です。なので私を持ち運んでもらえれば船内にいながらにして外の情報がつかめるわけです』

　便利でしょう！　と胸を張られる。いやもちろん張るような胸はないが、そんな感じで結けつ晶しようが震ふるえた。

　混乱しつつもベストのポケットをくつろげる。手を滑すべらせないよう注意しながら宝石をしまった。小走りに中ちゆう尉いのもとに駆かけ寄る。

「すみません、お待たせしました」

　中ちゆう尉いは無言でうなずき踵きびすを返した。アニマでさえ忌き避ひする彼かの女じよに今の光景がどう写ったのか、確かめる気にはなれなかった。




　艦橋アイランド側面の入り口から艦かん内ないに入る。

　探たん索さく前にブリッジと通信を試みるも返答はなかった。上空からの呼びかけにも一いつ切さい応じなかったから今いま更さらではあるが、どうにも薄うす気き味み悪わるい状じよう況きようだった。ひょっとして艦かん内ないで謎なぞの伝染病でも蔓まん延えんしたのか、扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、死体の山でも待ち構えているのか。覚かく悟ごを決めてハッチを開くも通路はがらんとしていた。妙みような臭しゆう気きや汚よごれもない。殺風景な廊ろう下かが左右に続いている。

　中ちゆう尉いがタブレットで見取り図を呼び出した。

「アイランドの下から見て回ろう。艦かん橋きよう設備が生きていれば船の状じよう況きようを確認できるはずだ」

『機関は正常みたいですねー』

　ポケット越ごしにトゥエルブが告げる。

『不幸中の幸いです。電力供給が不安定になっていたら艦かん載さい機のエレベーターも使えないところでした。ドーター搬はん出しゆつ前に電源確保が必要になっていたかも』

「行くぞ」

　中ちゆう尉いが先頭に立って歩き出す。自分とグリペンを挟はさみ二人の兵士が前衛・後衛を務めた。

　前後を警けい戒かいしつつ進んでいく。アサルトライフルの銃じゆう口こうが虚こ空くうを探った。

　タン、タン、タンと靴くつ音おとが響ひびく。周囲に動くものはない。一部屋一部屋、慎しん重ちようにのぞきこむも人の姿はなかった。

「慧けい」

　グリペンが身を寄せてきた。ベストの背をつかみ視線を巡めぐらせる。

「何か、変な感じがする」

「変？」

「よく分からないけど、空気が変わってる」

　？

　振ふり向くと強面こわもてのフランス兵と目が合った。どうした？　とばかりに首を傾かしげられるが特に言えることはない。軽く会え釈しやくしてグリペンに向き直った。

「何もないぞ」

「……」

　ベストを握にぎる指が強さを増す。不安そうな面持ちだ。やや神経質気味に周囲を確認している。

　しばらくは無言の探たん索さく行が続いた。

　十分か十五分ほど進んだだろうか。急なタラップを登り、狭せまいハッチを抜ぬけると視界が開けた。広い空間に陽ひの光が満ちている。白しろ塗ぬりの操作卓たくと簡素なスツールがリノリウムの床ゆかに並んでいた。三方の窓から青い空がのぞいている。

「ブリッジ？」

「航海艦かん橋きようだな」

　中ちゆう尉いが部屋の中央に歩を進める。視線を巡めぐらし舌打ちした。

「誰だれもいない、か」

「みんな、どこに行ったんですかね」

「さぁな。サプライズパーティーをしているわけでもなさそうだが」

　手近なコンソールを操作する。切れ長の目を細め、首をひねった。

「計器類は正常、戦せん闘とうのログもない」

　振ふり向きながらフランス語で何かを告げる。兵士達たちは了りよう解かいの言葉を残し外へと出ていった。

「司令部艦かん橋きようと管制施し設せつも同時に確かく認にんする。時間がもったいない。君達たちも何か気になる物があったら教えてくれ」

「勝手に見て回っていいんですか」

「ここまで入ってきて今いま更さらだろう」

　そんなものか。スイッチの類いを触さわらないようにだけ気をつけて操作卓たくの間を歩いていく。グリペンはまだきょろきょろとあたりを見み渡わたしていた。すぐ後ろを無言でついてきている。

「トゥエルブ」

『はーい？』

「何か変な空気感じるか？」

『いえ？　特に』

「だよな」

　やはり心配しすぎか。というか閉へい鎖さ空間でそこそこ見通しもいいから、おかしなものがあればすぐ分かる。こうして歩いていても改めて見つけられるものなど。

（ん）

　紙片が落ちている。メモ用紙か？　腰こしを屈かがめ拾い上げるとアルファベットの走り書きが確認できた。Ils……escaliers？　英語ではない、フランス語か？

「中ちゆう尉い」

　メモをかざすとすぐに中ちゆう尉いが駆かけ寄ってきた。紙面をのぞきこみ眉まゆをひそめる。

「どこにあったんだ、これは」

「床ゆかに落ちてたんですけど、なんて書いてあるんですか」

「『〈彼かれら〉は階段を降りてきた』」

「〈彼かれら〉？」

　階段？

　なんだそれ、暗号か。首を傾かしげた瞬しゆん間かん、床ゆかに光るものを認めた。テーブルの下に隠かくれて見えづらくなっていたが……ペン、万年筆か？

　視線に気づいた中ちゆう尉いが片手で拾い上げる。キャップを明かりにかざし低い唸うなり声を上げた。

「どうしたんですか」

「名入れがある」

　金彫ぼりのアルファベットを示す。

「艦かん長ちようのものだ」

　彼かの女じよはキャップを外すと紙片にさらさらと書きつけた。インクの色は先ほどの走り書きと同じものだった。

「悪い冗じよう談だんだ」

　不ふ機き嫌げんそうな声。

「どうもこのメモは艦かん長ちようが書いたものらしい、失しつ踪そう前に」

「なんのために？」

「知るものか」

　苛いら立だちも露あらわに万年筆を置いた。

「艦かんのトップが持ち場を放ほう棄きし、こんな意味の分からない詩ポエームを書いているなど、頭がどうかしたとしか思えない」

　ブーツの靴くつ音おとを響ひびかせテーブルから離はなれる。ベルトから無線機を取り上げ。

「もういい、移動しよう。ここにはなんの情報も残っていない」

　送信ボタンを押おしてマイクに呼びかける。先ほどの兵士達たちをコールしているのか、だが数回話しかけた後、しかめっ面になる。まじまじとスピーカーを見つめ。

「応答がない」

「え？」

「電波障害か？　いや、だがこんな」

　独り言とともに別のチャンネルを呼び出す。だがどれだけ話しかけても返事はなかった。

『慧けいさん』

　トゥエルブが囁ささやく。

『すみません、さっき言ったことをいきなり覆くつがえすようですが、確かにちょっと変かもです』

「え？」

『目に映る景色と実際の空間が微び妙みようにズレてます。何か他の場所と混ざっているような、パッチワークで風景が形作られているような』

「どういうことだよ」

『分かりません。強力なＥＰＣＭを浴びた時の歪ゆがみにも似ていますが』

　ＥＰＣＭ。

　ぞくりと背筋が寒くなる。無人の空間、感覚の混乱、外界との隔かく絶ぜつと来れば思い出すのは上海シヤンハイの空港ターミナルだ。ザイに埋うめ尽つくされた世界、ガラス細工の箱庭。ひょっとしてまた同じような場所に迷いこんでしまったのか。慄りつ然ぜんとしてコンソールをなでるも返ってきたのは冷たい金属の感かん触しよくだった。少し力をこめて押おしたがガラスのまがい物には思えない。

「くそっ」

　中ちゆう尉いが悪態をつく。無線機をベルトに戻もどし振ふり向いてきた。

「ムッシュ鳴なる谷たに、その宝石経由で甲かん板ぱんと連れん絡らくが取れるか」

「え？　ああ、それは」

『できますよー、待機してる方々に話しかければいいですか？』

　直接会話したくなかったのだろう。中ちゆう尉いは一いつ瞬しゆん、ひどく嫌いやそうな顔になったがうなずいた。

「ああ、他のチームに呼びかけさせてほしい。ハンディ無線とできれば機体の通信機も使って」

『了りよう解かいでーす』

　しばらく沈ちん黙もくした後、宝石が明めい滅めつした。

『返事がないそうです。非常用チャネルを使ってもダメだとか』

「こっちもだ」

　嘆たん息そくを一回、銃じゆうを構える。硬かたい表情で向き直り。

「ひとかたまりで移動しよう。はぐれるとどうも妙みようなことになるらしい。外の連中にも同じように伝えてくれ。機体のそばからなるべく離はなれないようにと。君はある程度、状じよう況きようをモニターできるんだろう？　であれば周囲を警けい戒かいしてやってほしい」

『はーい、任されましたー』

　中ちゆう尉いが歩き出す。立ち尽つくすグリペンの手を引き、彼女のあとに続いた。

　タラップを上り管制スペースに、続いて二階層下がり司令部艦かん橋きようを訪れるも兵士の姿はなかった。争った形けい跡せきも遺留品もない。まるで空気に溶とけてしまったようだ。人間が煙けむりや霞かすみとなって消えていく。

　無言の探たん索さくがしばらく続いた。

　大気が粘ねばり気けを帯びていた。一歩進む度、体力と気力が奪うばい去られていく。四し肢しの動きが鈍にぶくなっていく。首筋をぬぐうといつの間にかびっしょり汗あせを搔かいていた。まるで海中を進んでいるみたいだ。吐はく息も心なし荒あらくなっている。

「大だい丈じよう夫ぶか」

　中ちゆう尉いが振ふり返ってくる。細い顔に疲ひ労ろうが滲にじんでいた。身体からだと銃じゆう口こうは正面に向けたまま。

「できればこのままハンガーまで向かいたいが」

「問題ないです」

　この場に留とどまる方がぞっとしなかった。足を止めた瞬しゆん間かん、見えざる毒素が自分を分解してしまいそうに思える。身体からだが二度と動かなくなってしまうように感じられた。

（確かに、妙みような空気だ）

　今となってはグリペンやトゥエルブに訊きかなくても分かる。襟えり足あしがチリチリした。第六感とも呼ぶべき感覚がアラートを出し続けている。

　パッチワーク、とトゥエルブは言っていたか。他の場所が現実に混ざってきているような、と。

　どういう意味だろう、考えこんでいると胸ポケットの結けつ晶しようが震ふるえた。

　ん？

『慧けい──さ……ん』

　トゥエルブの声にノイズが混じっている。ジジと虫の羽音のようなざわめき。様子がおかしい。ポケットをくつろげると結けつ晶しようが不規則に明めい滅めつしていた。

「どうした、大だい丈じよう夫ぶか」

『ちょっと……すみませ……えると』

「なんだ？　何言ってるかよく分からないぞ」

『……』

「出す？　出せばいいのか、ポケットから」

　ノイズが大きくなっている。まさか爆ばく発はつするんじゃないだろうな。慌あわてて外に取り出すといきなり結けつ晶しようが膨ぼう張ちようした。

「なっ!?」

　膨ぼう張ちよう？　いや、そんな生やさしいものではない。体積が五倍以上に膨ふくれあがり無数の棘とげが突つき出す。突とつ起きが別の突とつ起きに巻きこまれぐにゃぐにゃと姿を変えていく。

　呆あつ気けに取られているとややあって結けつ晶しようの運動が収まった。鉱物の輝かがやきが失うせ、複雑極きわまりない形状になっている。手と足、青を基調としたコルセットスカート、ブラウス、輝かがやくエメラルドグリーンの髪かみ。

「は？」

「あららー？」

　琥こ珀はく色いろの目がまたたく。不思議そうに自分の身体からだを見下ろし。

「実体化しちゃいましたね」

「し、しちゃいましたねっておまえ」

　掌てのひらの上を指さす。そこには小さなファントムが乗っていた。背せ丈たけは二十センチ程度。オリジナルと比べるとやや頭身が低くデフォルメされた印象を受ける。だが顔の造作や服のディテールはもとのままだ。ストラップシューズ越ごしに体重まで感じられる。

「トゥエルブなのか」

「はい。トゥエルブちゃんです！」

　ちゃんはいらないだろ、と突つっこみたいが今はそれどころではない。「何が起きたんだ」と訊たずねる。

「私の組成自体は変わっていないので受け手の認識の問題ですかねー。ほら、二次元の住人は目の前の物を直線にしか感じ取れないけれど、三次元から見るとちゃんと絵になってるって話あるでしょう？」

「あった気もするけど……じゃあなんだ？　俺おれ達たちは今、四次元か五次元に迷いこんでてそれでものの見え方が変わってるっていうのか」

「んー、高次空間というのはちょっと違ちがう気もしますが、どちらかというと階層レイヤーを下ってる感じですね」

「階層レイヤー」

「イメージの世界に降りていっている感覚です。物理的な制約を離はなれて事象の本質、〈概がい念ねん〉をよりダイレクトに感じられるようになったというか」

　聞けば聞くほど分からなくなってくる。つまりどういうことだ？　重ねて訊たずねかけた瞬しゆん間かん、トゥエルブの身体からだが持ち上がった。

「ひゃっ!?」

[image: ]

　グリペンがブラウスの襟えりをつかんでいた。物もの珍めずらしそうに左右から確認して「おー」と声を上げる。

「ちっちゃいファントム」

「ちょっと、ちょっと揺ゆらさないでください！　だめです……ぎゃー！　めくらないで！」

　見えた。

　うん、細部までよくできてる。

「グリペン、あんまりいじるな。怪け我がさせたらまずいだろ」

　手を差し伸のべるとトゥエルブは腕うで経由で肩かたに上ってきた。頭の陰かげに隠かくれてグリペンを睨にらみつける。

　グリペンは名残なごり惜おしそうにトゥエルブを見ていたが、だめ押おしで威い嚇かくされると渋しぶ々しぶ引き下がった。

「ムッシュ鳴なる谷たに、そろそろいいか」

　中ちゆう尉いの声が苛いら立だちを含ふくんでいる。トゥエルブの変化を見なかったことにしたいのか、微び妙みように視線を外していた。身体からだを斜しやに向けたまま銃じゆうを構え直す。

「あ、はい、大だい丈じよう夫ぶです」

「行こう」

　断ち切るような口調で言って歩き出す。耳元でトゥエルブが「むー」と唸うなった。

「あの人、ちょっと感じ悪いですー」

「しっ、声が大きい」

　しばらくは靴くつ音おとだけが響ひびいた。配管剝むき出しの通路が続く。弱い照明の光が微び妙みような陰いん影えいを作っていた。

「少しいいか」

　中ちゆう尉いの声が響ひびく。歩みは止めない。背中を向けたまま訊たずねてくる。

「はい？」

「君はなぜそうも簡単に異常を受け入れられるんだ」

「え」

「アニマの存在、ザイによる護衛、今目の前で起きたこと、どれもまともな神経の持ち主なら決して認められないものだ。どうして順応できる？　なぜなんのためらいもなく受け止められるんだ」

「なぜって言われても」

　今目の前にある以上、否定もできないだろう。なんだ？　現実逃とう避ひしろとでも言っているのか。

「非常識って言うなら、そもそもザイとの戦争自体わけの分からない話でしょう。正体不明のインベーダーが飛び回ってロクなコミュニケーションも取れない状じよう況きようで、こいつらの存在程度気にしても仕方ないと思いますけど」

「仕方ない、仕方ない」

　引きつった笑い声が返ってきた。

「じゃあ君はたとえばドラゴンや妖よう精せいの存在も認めるのか。ザイという非常識な事象があるのだから、お伽とぎ噺ばなしの存在が現れても仕方ないと」

「それは」

「認められないのか。なら君のボーダーはどこにある。何をもってことの正否を判断しているんだ」

「……」

　私は、と中ちゆう尉いは言葉を切った。自分に言い聞かせるような口調で。

「私はこんな異常を認めたくない」

　言葉の端はし々ばしに滲にじむ緊きん張ちように不安を覚える。荒こう野やの中、暴風にさらされる木を見ている気分だ。まっすぐであろうとすればするほど、些さ細さいなきっかけで折れてしまいそうに思える。

　どうして。

　なぜこれほどまでに頑かたくななのか。

　技ぎ本ほん棟とうで顔合わせしたあとの疑念が蘇よみがえる。過去、彼かの女じよはアニマと何かあったのではないか。以降の価値観を変えてしまうほどの決定的な出来事が。

　訊きいてみるべきか、それとも触ふれるべきではないのか。悩なやんだ末、口を開く。今の雰ふん囲い気きを、もやもやを断ち切りたい。違い和わ感かんの原因を探りたい。覚かく悟ごを決めた途と端たん。

「慧けい」

　袖そでを引かれた。グリペンがジャケットをつかんでいる。やや硬かたい面持ちになって周囲を見ていた。

「どうした？」

「誰だれかいる」

「え」

「近くに……多分一人。じっと息を潜ひそめている」

「生存者か？」

「なんだ」と中ちゆう尉いが戻もどってくる。自分とグリペンを交こう互ごに見た。

「グリペンが人の気配を感じるって」

「どこだ」

　それは、と口ごもった瞬しゆん間かんグリペンが歩き出した。止める間もなく通路を進んでいってしまう。

「おい、おい待て、危ないぞ」

　敵がいたらどうするのか。だが彼かの女じよは足早に道を曲がると姿を消した。仕方なく中ちゆう尉いと二人であとを追う。足下の段差に気をつけながらペールピンクの髪かみを探した。

　通路の突つき当たり、消火設備脇わきの水密扉とびらが半開きになっていた。中は暗い。電子機器のものと思おぼしき明かりがうっすらと漏もれている。他に道はないからグリペンは多分ここに入っていったのか。

　意を決し進入すると予想通りグリペンが計器の間にたたずんでいた。壁かべにはモニターや計器がところ狭せましと並んでいる。ブリッジよりも機器の密度が高い。レーダー室か何かだろうか。オペレータ用の椅い子すやコンソールのせいで見通しが悪い。グリペンは何を前にしているのか。床ゆかの方を見ているようだが。

「誰だれかいるのか」

　怖こわ々ごわ歩み寄る。死体か怪け我が人にんが転がっているのか、ある程度凄せい惨さんな絵も覚かく悟ごしてのぞきこむと。

　……。

　は？

　予想外の光景が広がっていた。

　女の子がしゃがみこんでいた。膝ひざを抱かかえ機材の間に入りこんでいる。あどけない顔立ちはせいぜい五、六歳さいといったところか。黒くろ髪かみと白い肌はだのコントラストが印象的だ。モノトーンのレースワンピースにニットのカーディガンを合わせている。

　場所が場所なら迷子かと思っただろう。肉親と離はなれて途と方ほうに暮れている、身動きが取れなくなっているのかと。だが今自分達たちがいるのは空母だ。民間人の幼女が迷いこむ余地はない。

「君は」

　と近づいた瞬しゆん間かん、女の子は怯おびえた様子で縮こまった。顔を伏ふせ肩かたを震ふるわせる。

「さっきからこの調子」

　グリペンは困り顔で振ふり向いてきた。

「話しかけても返事してくれない」

「言葉が通じないだけじゃないか？」

「Bonjour ma cocotte」

　唐とう突とつに肩かたのトゥエルブが声を上げた。流りゆう暢ちようなフランス語らしき発音で。

「Je m'appelle[image: まえかっこ]TWELVE[image: あとかっこ]. Comment vous appelez-vous?」

「……」

「Вы говорите по-русски?　你会[image: ]中文[image: ]？　Parla italiano?」

　返事がない。トゥエルブはうーんと唸うなった。

「言葉の問題じゃなさそうですねー」

　てか何ヶ国語話せるんだよ、おまえ。途と中ちゆうで中国語やロシア語も聞こえたように思うが気のせいか？

　まったく、油断がならない。以降は中国語でも内ない緒しよ話ばなしはやめておこう。どこで聞き耳を立てられているか分かったものではない。

　なんて懸け念ねんはさておき。

「言葉がどうこうってより、単純におまえが動いてるの見てびっくりしてるんじゃないか？」

「なぜですか、お人形さんが話しかけてるようで可愛かわいらしいでしょうに」

「いや、人形が話したら普ふ通つうに怖こわいだろう」

　嘆たん息そくを一回、つとめてフレンドリーな顔を作る。両手を広げ再度呼びかけようとしたが幼女は後じさった。

　だめだ。完全に警けい戒かいされている。

「参ったな、意思疎そ通つうできないんじゃ何があったかも訊きけないぞ」

「とりあえず連れていけばいいんじゃないですか？　ショックで一時的に声が出なくなっているだけかもしれませんし」

「うーん」

　甲かん板ぱんにエスコートして輸送機に乗せる。落ち着けばまた様子が変わるかもしれない、か。うん確かに。

「中ちゆう尉い、一回甲かん板ぱんに戻もどりませんか。この子を外の人達たちに預けて、それからまた探たん索さくを再開する感じで」

「だめだ」

「え？」

「だめだ、その子は置いていく」

　にべもない拒きよ絶ぜつ。

　中ちゆう尉いはこれ以上ないくらいきつく顔を強こわばらせていた。

「な、なんでですか」

「なぜも何もないだろう。作戦中の空母にそんな子供が乗っているわけはない。幻げん覚かくか、でなければ敵の罠わなだ」

「罠わなって」

　女の子一人出現させてどうしようっていうんだ。見たところ丸まる腰ごしだし、単純な腕わん力りよくでも自分達たちに及およぶはずがない。

「考えすぎでしょう。船員の家族かもしれないですし」

「搭とう乗じよう員いん名めい簿ぼに軍属以外の記き載さいはなかった。仮に何かの手て違ちがいで非戦せん闘とう員が乗り組んでいたとしても、なぜこの子だけが無事でいられた？　無人の空母で生き残っていられたんだ」

「それは……分かりませんけど」

　だからって置いてはいけないだろう。自分達たちが見捨てたら本当に彼かの女じよはこの船から脱だつ出しゆつできなくなる。

「じゃあ様子が分かるまで探たん索さくに同行させるのはどうですか。異常を感じたらそこでまた相談すればいいでしょう。とにかく今この場で決めるのは乱暴すぎです」

「……」

「自分の国の人間を守るのが軍人ってやつじゃないんですか？」

　痛いところを突ついたのだろう、中ちゆう尉いの顔が歪ゆがむ。剣けん吞のんな視線に向き合っていると、しばらくして「勝手にしろ」と背中を向けられた。そのまま部屋から出ていってしまう。

「かっこいー」

　耳元でトゥエルブが揶や揄ゆするような声を上げる。

「茶化すなよ」

　指先で頭を押おさえて正面に向き直った。幼女を見下ろし、さて。

「……」

　やっぱり身構えられている。まいったな、無理矢理引っ張っていくのもためらわれるし、かといってこのまま向き合っていても。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　すっと幼女の前にしゃがみこんだのはグリペンだ。中ちゆう腰ごしになり手を伸のばしている。

「私達たちはあなたの味方。悪いようにはしない。だからついてきて」

　幼女は上目がちにグリペンを見上げていたが、ややあってその手を取った。おっかなびっくり指を握にぎりしめ立ち上がる。まだ不安そうだが少なくともグリペンのことは味方と認めてくれたらしい、もう一方の手でパイロットスーツの太もも部分にすがりつく。

「歩きづらい」

　グリペンが困り顔で助けを求めてくる。ただ自分が近づくと幼女はより一層グリペンにしがみついてしまう。気の毒だがどうしようもない。

「我が慢まんしてくれ。さ、中ちゆう尉いのあとを追いかけよう。まごまごしてると今度は俺おれ達たちが置き去りにされるぞ」




　タブレット端たん末まつの地図を参考にして格納庫に向かう。

　中ちゆう尉いは何度か他チームに連れん絡らくを取ったが相変わらず応答はないようだった。広大な船体はひっそりと沈ちん黙もくを保っている。途と中ちゆう途と中ちゆうの部屋を見ても人の気配はなかった。

　空気の重さは相変わらずで歩く度に疲ひ労ろうが蓄ちく積せきされる。空母に到とう着ちやくしてまだ幾いくばくもたっていないのに、数日分の強行軍をこなした気がした。

「ここを下りるぞ」

　液えき晶しよう画面を見ながら中ちゆう尉いがタラップを示す。冷えた空気が開口部から上がってきていた。

「一いつ旦たんメインデッキまで下りてそこからハンガーに入る。あと少しでたどりつけるはずだ」

　低い声は自分を励はげましているようにも感じられた。この異常な世界から遠からず抜ぬけられる、離はなれられるという期待。

　なんだろう、少し危うい雰ふん囲い気きだ。軽躁そう状じよう態たいというか、熱病にでも浮うかされた感じ。

「中ちゆう尉い、大だい丈じよう夫ぶですか」

　思わず声をかけるときっと睨にらまれた。

「何がだ」

「いえ……ちょっと顔色が悪く見えたので」

「心配ない、照明の加減だろう」

　断ち切るように言ってタラップを下りていく。あとに続き手すりをつかんだ時、ふっと壁かべの表示が見えた。ＬＥＶＥＬ２、二階ということか？　確かメイン・ハンガーデッキは一階だからあと一つ下れば目的階か。中ちゆう尉いの言う通りもう少しだ。

　急な段差を下りていくと中ちゆう尉いが周囲を見み渡わたしていた。神経質にタブレットをいじっている。

「どうしたんですか」

「いや」

　言葉を濁にごし液えき晶しようを見つめる。あたりの風景をもう一度確認して。

「地図と周りの道が合っていない。おかしいな、指示通りに進んできたはずだが」

「戻もどりますか？」

「……」

　中ちゆう尉いはしばらく煩はん悶もんした後、かぶりを振ふった。「このまま進もう」とかすれ声で告げる。

「地図のデータが古かったのかもしれない」

　船の構造がそうそう変わるとも思えないが。首を傾かしげつつ付き従う。

　殺風景な通路がどこまでもまっすぐに続いていた。先が見えない。合わせ鏡を見ている気分だ。似たような眺ながめが延々と繰くり返されている。

　しばらく進んで壁かべの表示に目を留める。まばたきして眉まゆをひそめた。

（え？）

　白い壁へき面めんにはＬＥＶＥＬ３と書かれていた。三階？　ちょっと待て、さっき二階から下りてこなかったか。

　だが何度見返しても壁かべの表記は変わらなかった。立ちすくむ自分が気になったのか、グリペンが「慧けい？」と訊たずねてくる。

「どうしたの」

「いや、ちょっと位置関係がよく分からなくなって」

　ひょっとして表記の意味が違ちがうのか。普ふ通つうの建物とＬＥＶＥＬの指す物が逆転しているのか。

　不思議に思っていると低い呻うめき声が響ひびいた。

「中ちゆう尉い？」

「馬ば鹿かな、ありえない、こんな」

　視線の先に分ぶん岐き路がある。足早に駆かけ寄りぎょっとした。見覚えのある消火設備、その橫で水密扉とびらが開け放たれている。中から漏もれる光は電子機器のものだ。先ほど幼女を発見した部屋か。知らぬ間に戻もどってきてしまった？　いや、だがタラップを二階以上下っているんだぞ。ありえない、常識では考えられない光景が広がっている。

「馬ば鹿かげてる、何かの冗じよう談だんだ」

　中ちゆう尉いはふらふらと後退して壁かべに行き当たった。血走った目が周囲を探る。ややあって視線が幼女の上で止まった。

「おまえか」

　軋きしるような声こわ音ね。

「おまえが何かやっているのか。どういうつもりだ」

　ブーツの音が響ひびく。恐きよう怖ふと緊きん張ちようが質量を伴ともない迫せまってくる。

「私達たちを取り殺す気か」

　銃じゆう口こうが幼女を睨ねめつけて、ぞっとなる。吊つり上がった目に狂きよう気きの色があった。本気だ。本気で引き金を引く気でいる。

「中ちゆう尉い！」

　気づけば身体からだが動いていた。橫から組みついて銃じゆう口こうを逸そらす。激しい破は裂れつ音が鼓こ膜まくを揺ゆらした。飛び散った壁へき材ざいが頰ほおを叩たたく。くそっ、本当に撃うちやがった。

「慧けい！」

「来るな、グリペン！　その子を連れて離はなれてろ！」

　必死で組みついていると不意に力が抜ぬけた。中ちゆう尉いの身体からだが崩くずれ落おちる。荒あらい息が耳元で感じられた。

「中ちゆう……尉い？」

　長い睫まつ毛げが瞳ひとみを隠かくしている。ひどい汗あせだ。目の焦しよう点てんが合っていない。倒たおれそうになる彼かの女じよを慌あわてて壁かべに寄りかからせた。

「パニック障害ですかね、ちょっと危険な状態です」

　トゥエルブが中ちゆう尉いの顔をのぞきこむ。肩かたに飛び乗り首筋の脈を取った。曲がり角の向こうでグリペンが怖こわ々ごわこちらをうかがっている。手招きして近くに呼び寄せた。

　気づくと中ちゆう尉いの唇くちびるが動いていた。うわごとのように何かをつぶやいている。銃じゆうを取り上げながらそっと耳を近づけてみた。

「……アニマもザイもなくなってしまえばいい」

　嘆たん息そくして身体からだを離はなす。ストレスの原因がグリペンやトゥエルブにもあるのでは、どうにも手の打ちようがない。今いま更さらながら一いつ緒しよに行動すること自体、無理があったのではと思えてくる。せめて格納庫まで別行動をしていれば。

　どうしよう。

　今の状態で中ちゆう尉いを動かすのは厳しそうだ。ただ、手をこまねいているわけにもいかない。時間がたてばたつほど事態が悪化していきそうに思える。妙みような現象が増えていく。

「トゥエルブ、グリペン、悪いけどここでその子と中ちゆう尉いを見ててもらえるか」

「え？　慧けいさんは」

　トゥエルブが目をまたたく。意外そうな顔を向けてきた。

「俺おれはちょっと道を確認してくる。格納庫へのルートを大ざっぱにでも見つけておかないと、下手にみんなで動けないし」

「一人じゃ危ないですよ。ちょっと！　ちょっと慧けいさん！」

　不満そうな声を背に道を進む。分かってる、無理をするつもりはない。上下層への経路を確認しフロアの繫つながりをチェックするだけだ。ＬＥＶＥＬ１デッキへの道筋さえ分かれば一いつ旦たん引き返しグリペン達たちを呼び寄せるつもりだった。

　無人の廊ろう下かが続く。照明が頭上を通り過ぎていく。

　先ほども思ったが鏡合わせの風景を見ているようだ。単調な景色に時間と距きよ離りの感覚が麻ま痺ひしてくる。一体自分がどのくらい歩いたか分からなくなってくる。

　九十五、九十六、九十七。

　無意識のうちに数を数え始めていた。一歩足を踏ふみ出す度にカウントを重ねていく。自分の時間を確認するように、進んできた距きよ離りを測るように。

　三百、三百一、三百二。

　おかしい。

　最初にタラップを下りた時はこれほど歩かなかったはずだ。もっとすぐ風景に変化が現れた。どういうことだ？　道を間ま違ちがえたのか。いや、でも分ぶん岐きなどなかったのに。

　不意に既き視し感かんが過よぎった。似たような経験を以前にもした覚えがある。歩いても歩いても目的の場所にたどりつけず、ひたすら同じところを回り続けた。いつだっけ？　確か公園、川沿いの……モスクワ、ゴーリキーパーク？

（モスクワ？）

　何を言っているんだ俺おれは。そんなところ訪れたはずもない。おい、しっかりしろよ。記き憶おくまでどうかし始めたのか。

　だが奇き妙みような動どう悸きは収まらなかった。まずい、このまま進むのは危険だというアラートが大きくなっていく。

　引き返すか。

　意を決し立ち止まった時だった。

　不意に音楽が聞こえた。低音の抜ぬけたカシャカシャした音。遠くから空気の動きに乗って流れてくる。

　左手前方の水密扉とびらが開いていた。中からうっすらと灯あかりが漏もれている。音はその中から響ひびいてきていた。

（あんな扉とびら、さっきまであったっけ？）

　疑問に思いつつも足が向くのを止められない。息を潜ひそめて部屋の中をのぞきこむ。眩まばゆい光に一いつ瞬しゆん幻げん惑わくされた。窓越ごしの陽光が瞳ひとみを射い貫ぬく。

　陽光？

　馬ば鹿かな、船の中だぞ。

　目が慣れてくるにつれ異様な光景が露あらわになった。白しら壁かべのリビングだ。フローリングの床ゆかにテーブルと椅い子すが置かれている。窓から見える景色は西日に照らされるビル群か。集合住宅や商業施し設せつが夕日に映はえている。壁かべ際ぎわには大画面のテレビが置かれ音楽はそこから鳴り響ひびいていた。

　どう考えても非現実的な情景だ。誰だれかが部屋の中にスクリーンを張り動画を投とう影えいしたのかと疑いたくなる。だが。

（噓うそだ）

　息が止まりかける。

　噓うそだ、噓うそだ、噓うそだ。

　こんな光景、動画でだってありえるはずがない。だってこれは、この「家」は。

　カチャリと食器の鳴る音がした。左手のキッチンで誰だれかが洗い物をしている。蛇じや口ぐちの水を止めると、にこやかな笑みを向けてきた。

「あら、おかえり、慧けい」

　母親がいた。
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　食器の鳴る音が響ひびく。

　白い日本製の皿が水気を拭ふき取られ棚たなに片づけられていった。

　ああ、あれは母親のお気に入りの品だ。父の転勤時、なるべく荷物は少なくするよう言われながら頑かたくなに持参したものだっけ。生活必ひつ需じゆ品はだいたい社宅で準備してもらえるのに、わざわざ割れ物を持っていかなくてもと父が不満がっていた。

　社宅。

　そうだ、この風景は常じよう熟じゆくの家だ。十二階建ての集合住宅、中心部から二キロほど離はなれた外国人向けのマンション。

「で？　プレゼントはちゃんと買ってきたの？　慧けい」

　唐とう突とつに母親が訊たずねてくる。すらりとしたデニムレギンスと着古したエプロンが対照的だ。モデルのように姿勢はいいのに、お洒落しやれにはとんと無む頓とん着ちやくな人だった。化け粧しようも同年代の母親達たちに比べるとあまりしていなかったように思う。

「プレゼント」

　虚うつろな声でつぶやくと母親は眉まゆをひそめた。

「忘れてたの？　今日は明華ミンホアちゃんの誕生日じゃん。あとで宋ソンさんのところにお祝いに行こうって話してたよね」

「……」

「もー、頼たのむよ。今からお父さんにお願いしたら間に合うかなぁ。会社終わってすぐ合流するって言ってたけど」

　キッチンカウンターから携けい帯たい端たん末まつを取り上げる。手早くメッセージアプリを立ち上げて文字を入力し始めた。

　夢ゆめ見み心ごこ地ちのままリビングに進む。周囲の景色は間ま違ちがいなく常じよう熟じゆくの家のものだ。質感、匂におい、外の景色ともに間ま違ちがいない。船室の面おも影かげは欠片かけらもなかった。

　そっとテーブルに触ふれてみる。懐なつかしいビニールクロスの感かん触しよくが指を押おし返してきた。縁ふちにある傷は自分がつけたものだ。工作の宿題でカッターの刃はが台紙を通り抜ぬけてしまって。

（俺おれは）

「フランスの空母に乗って、ドーターを探してて」

　つぶやき声に「何それ」と母親が笑いかけてきた。

「漫まん画がの話？　なんか学校で流は行やってるの？」

　テーブルに麦茶を置く。椅い子すを引いて座るよう促うながしてきた。

「今、お菓か子し出すよ。お隣となりさんが日本で羊よう羹かん買ってきてくれて」

　足早にキッチンへ戻もどっていく。換かん気き扇せんの音に混ざって「よーかん、よーかん」と変な歌が聞こえてきた。

　テレビはまだ音楽を流していた。モノクロ映像の中をレシプロ機が駆かけ抜ぬけていく。最初は複葉機、次いで単葉機、やがて映像はカラーに変わりジェット機が空を舞まい始める。銀ぎん翼よくの鳥達たちの歴史、ああこれは母親が好きだったビデオだ。

　キティホーク近きん郊こうの丘おかから生まれた動力飛行機は、すぐに軍民問わず転用されて世界中の空を満たしていった。あるものは四発の爆ばく撃げき機と化し、あるものは回転翼よくの救難機となり、ありとあらゆる高度を支配していく。

　映像の尺は軍用機の方がはるかに多かった。戦争、戦争、相次ぐ戦争。搭とう載さいされている武器はピストルから機き銃じゆうになり、やがて機関砲ほうへと進化していく。流りゆう麗れいなシルエットの単発機が翼つばさを撃うち抜ぬかれ墜おちていった。高こう射しや砲ほうの弾だん幕まくの中を重じゆう爆ばくの編隊が進んでいく。

　見ているうちに画面がトビウオのような飛ひ翔しよう体を映し出した。字幕に「Vergeltungswaffe１（Ｖ１）」の文字が現れる。ナチスドイツのミサイルだ。パルスジェットの耳障りなエンジン音を響ひびかせて弾だん体たいがドーバーの空を飛ひ翔しようしていく。迎むかえ撃うつはイギリスが誇ほこる王立空軍ＲＡＦ、蛇じやの目め紋もんの戦せん闘とう機が次々に発進し果か敢かんな防空戦せん闘とうを繰くり広げる。悪逆非道なファシストの秘密兵器を前に首都ロンドンの命運や如い何かに。

　高こう射しや砲ほう弾だんと炸さく薬やくの光が続け様に画面で爆はぜた。押おし寄せるＶ１号がザイの姿に重なり、記き憶おくが混こん濁だくした。

「母さん、俺おれさ」

　かすれ声で告げる。テレビの映像を注視しながら。

「飛行機を操縦するようになったんだよ。戦せん闘とう機に乗って悪い奴やつらと戦ってるんだ」

「ふぅん、すごいねー」

　気負いのない答えが返ってきた。まな板の上で果物ナイフがトン、トンと躍おどる。

「さすが慧けい、私の自じ慢まんの息子むすこ、と言いたいところだけどさ」

　トン。

「でも母親としては賛成できないなー、やめてほしいと思う」

「え？」

「だってそうでしょ。戦うってことは殺される可能性もあるってことだよ。親としていい顔はできないよ」

　でも、だって、それは。

「俺おれは奴やつらに復ふく讐しゆうしたくて、仇かたきが討うちたくて」

「誰だれの仇かたき？」

　誰だれの。

　母親が後ろから菓か子し皿を置く。近づいた弾はずみに懐なつかしい柑かん橘きつ系の匂においがした。

「母さんの」

「私はいるよ。ここにいる」

　ふっと抱だきしめられた。温かな感かん触しよくに気持ちが崩くずれる。張はり詰つめた心が緩ゆるんでいく。

　ああ。

　ぬるま湯に沈しずみこんだ思い。ほどけた意識が安らぎの海に溶とけていく。そうか、自分はずっと無理をしていたんだ。寝ねても覚めてもカラマイ空港の悪夢の中にいた。墜おちていくアクロバット機の光景にとらわれていた。だがもう心配ない。自分は何も失っていなかった。ずっとずっと温かな世界にい続けられる。

　押おし寄せる睡すい魔まに身を委ねかけた時だった。

　──違ちがう。

　火花のような意志が意識を叩たたき起こした。脊せき髄ずいで火薬が弾はじけた感覚。筋肉が戦慄わななき双そう眸ぼうが見開かれる。

　──よく見て、しっかりと認識して、自分自身を、慧けいの周囲を。

「グリペン？」

　慌あわてて視線を巡めぐらした瞬しゆん間かん、ぞっとなった。後ろにいたのは漆しつ黒こくの影かげ法ぼう師しだった。目鼻もない不定形の塊かたまり。それが自分の首にからみついている。

「っ！」

　振ふり払はらった途と端たん、景色が崩くずれた。壁かべも陽光もテーブルも何もかもが砂のごとく姿を失っていく。

　空いた穴の先には暗黒があった。コールタールを思わせる闇やみが視界を塗ぬり潰つぶす。ごうごうと風が鳴り上下の感覚が失われた。自分が今立っているのか橫になっているのかも分からなくなる。

　Ｄ２ＺＫ７９＋Ｔ＆！ＹＩ＊Ｑ──

　意味不明の思念が流れこんでくる。強きよう烈れつな戸と惑まどいと疑問、叱しつ責せきにも似た思いが意識を打ち据すえた。五感が搔かき乱される。吞のみこまれそうだ。不可視の触しよく手しゆが頭ず蓋がい骨こつをこじあけて侵しん入にゆうしようとしてくる。必死に自分が何者かを探ろうとしている。

「探る必要なんてない、俺おれは俺おれだ」

　喘あえぐように叫さけぶ。

「鳴なる谷たに慧けいって名前のただの人間だ。それ以上でも以下でもない。おまえらこそ何者だ。一体何が目的でこんなことを続けてるんだ」

　ＰＴ＄Ｑ０＋。

　４ＫＴ＝Ｍｖ＃、ＹＧ＆＝７。

（俺おれ達たちの……意志？）

　人の思い、ただそれに寄り添そおうとしているだけ？

　どういうことだ。人間の願いが〈彼かれら〉を駆かり立て他でもない人間自身を追い詰つめている？　意味が分からない。話の繫つながりがまったく理解できない。

　ふわりと身体からだが浮うき上がった。足場がなくなり真っ逆さまに落ちていく。落ちる？　いや前に進んでいるのか。闇やみが崩くずれ今度は一面の海が現れた。身体からだが吸い寄せられる。波なみ頭がしらを砕くだき、潮風を裂さき、どことも知れぬ一点を目差していく。

　崩ほう壊かいした町が見えた。寸断された道路が見えた。茫ぼう漠ばくたる荒こう野やを野生の馬の群れが走っていき、破は壊かいされた人民解放軍の戦車を草木が覆おおっていた。中国大陸の奥おく地ちに向かっているのか？　雲うん南なんの森を抜ぬけ、青海ココノールの湖こ沼しようを渡わたり、砂すな嵐あらしに閉ざされたタクラマカン砂さ漠ばくの奥おくに。

　厚い雲と雷かみなりが視界を閉ざしている。砂さ漠ばくで雲。ありえないと思ったが暗あん灰かい色しよくの大気はどこまでも続いている。息が苦しい。喘あえぎ声を上げ、もがくように手を伸のばした瞬しゆん間かん、空気の流れが変わった。雷らい雲うんが部分的に薄うすれて、そして。

　ゴォッと空が震ふるえた。

　何かいる。

　歯車が動いていた。巨きよ大だいな……球体？　重々しい外がい殻かくが幾いく重えにも積み重なり軋きしんでいる。全ぜん貌ぼうは見えない。あまりに大きすぎるのだ。半径数キロ、いや十キロはあるだろうか。あたかも空の星が地上へ顕けん現げんしたかのように視界の全てが球体で埋うめ尽つくされている。

（なんだ……これ）

　息を吞のんでいると不意に視線を感じた。誰だれかに見られている？　一人や二人じゃない、百、千、万、十万、百万。無数の思念が自分をとらえている。

　球きゆう殻かくの奥おくに〈何か〉が広がっている。

　おまえは。

　おまえらは一体。

　刹せつ那な、視界が暗転した。ぶつりと回線を叩たたき切られた気分。周囲の音が、向かい風が、浮ふ遊ゆう感が一時になくなる。どこまでも落ちていく。底が見えない、止まらない。だめだ、意識が遠ざかる。戻もどれない。

「慧けい！」

　間近で声が響ひびいた。

　電流を流されたように身体からだが跳はね上がる。ぱちぱちまばたきすると、桃もも色いろ髪がみの少女が目の前に立っていた。立っている？　いや、違ちがう。仰あお向むけになっているところをのぞきこまれているのだ。背中と後頭部に冷たい床ゆかの感かん触しよくを覚える。トゥエルブがグリペンの肩かたから心配そうに身を乗り出していた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　慧けいさん。今どこにいるか分かりますか」

「あ、ああ」

　額を押おさえて起き上がる。頭がガンガンした。頭ず蓋がい骨こつの内側を金かな槌づちで叩たたかれている気分。こみあげる吐はき気けをこらえて周囲を見み渡わたした。

　倉庫を思わせる殺風景な部屋だった。窓もテーブルも、もちろんテレビの姿もない。薄うす汚よごれた壁かべの手前に資材がいくつか転がっているだけだ。先ほどまでの世界の広がりはまったく感じられない。

（夢だったのか）

　にわかには信じられない。あんなリアルで音や匂におい、温ぬくもりさえ感じられたのに。

「おまえら、なんでここに？」

　手を握にぎったり開いたりしてから訊たずねる。トゥエルブは「この子が」とグリペンを見た。

「急に走り出したんですよ。慌あわててしがみついたらここにたどりついて。慧けいさんが倒たおれてるのが見えて」

「そうか」

　不ふ機き嫌げん顔のグリペンに視線を合わせる。綺き麗れいな灰色の瞳ひとみに見とれつつ。

「おまえが引き戻もどしてくれたのか？　あの妙みような世界から」

「よく分からない、けど」

　わずかに口角を押おし下げ。

「慧けいは私と離はなれるべきではない。勝手に置いていくとか言語道断、今度やったら怒おこる」

「もう怒おこってるぞ、おまえ」

「もっと怒おこる」

「そうか、気をつけるよ」

　おまえだって結構突つっ走ぱしってどこかに行ってしまうだろうに、というツッコミはこの際忘れる。桃もも色いろ髪がみの頭に手を置き視線を巡めぐらせた。部屋の中にいるのはグリペンとトゥエルブだけだ。他の人ひと影かげは見当たらない。

「中ちゆう尉いは？　あとあの子はどうしたんだ」

「置いてきました」とトゥエルブが答える。不服げな顔を見て取ったのだろう、返事を待たずに続ける。

「離はなれないんですよあの子、中ちゆう尉いのそばから。危ないので私達たちと一いつ緒しよにいるよう何度も言ったんですけど」

　離はなれない？

「なついてるってことか？　銃じゆうまで向けられたのに？」

「なついてる、という言葉が正確かどうか分かりませんがとにかく中ちゆう尉いの様子を気にしています。橫について看病してる感じで」

「看病」

「装備を外したり、汗あせを拭ふき取ったりしている」

　グリペンの補足に「なるほど」と首を傾かたむける。俺おれのことはあれほど警けい戒かいしていたのに。同国人だから？　気を許しているのだろうか。

「ちなみに中ちゆう尉いは？　今」

「まだ朦もう朧ろうとしています。命に別状はない様子ですけど」

「じゃあ早く戻もどった方がいいな」

　女の子がどれだけ献けん身しん的でも中ちゆう尉いがどう感じるかは別問題だ。目を覚ました瞬しゆん間かん、彼かの女じよの顔を見て錯さく乱らんする可能性もあった。

　ふらつく足をはげまして部屋から出る。橫に並んだグリペンからトゥエルブが飛び移ってきた。振ふり落とされないよう耳たぶにつかまりながら。

「何があったんですか」

「何って」

「床ゆかに蹴け躓つまずいて昏こん倒とうしたなんてオチじゃないでしょう。あんなところで気を失って、何もなかったと考える方が不自然です。ちゃんと説明してください」

「説明って言ってもな」

　どこまでが夢でどこからが現うつつか、自分でも判然としない。頰ほおを搔かいていると「早く」と急せかされた。仕方なくポツポツ喋しやべり出す。

　トゥエルブは話を聞きながらじっと考えこんでいた。途と中ちゆうで何度か質問を挟はさみ、最後に「んー」と唸うなる。

「砂すな嵐あらしの向こうに見えたものが何か、ザイが何を訴うつたえたかったかまでは分かりませんが」

　わずかに首を傾かたむけて。

「今この場で起きている事象はだいたい推察できました」

「本当か!?」

　こくりとうなずく。

「合わせ鏡を想像してください。オリジナルの世界が真ん中にあって、それが左右にどんどん複製されていきます。見た目は同じ、ただ一層目の鏡像と二層目の鏡像は明らかに別の領域です。それが出で鱈たら目めに混ざり合ったらどうなると思いますか？」

「混ざり合う？」

「たとえば」とトゥエルブは宙の一点を指さした。

「ここは私達たちが普ふ段だんいる世界です、ですが隣となりのここは」

　すっと指先をスライドさせ。

「二層目の世界です。隣となりは四層目、次がまた現実空間。そんな感じで異なる領域がパッチワークのごとく組み合わさったら、見た目と実相が全然違ちがってきてしまいます。同じ世界を歩いているようでいつの間にか別の層へと移動してしまう。だから一つの廊ろう下かを何度もループしたり、まったく違ちがう場所──たとえば中国の奥おく地ちに飛んでいったりする」

「そ、そんなことありえるのか？」

　混乱する。想定外の仮説に理解が追いついていかない。必死で話の内容を咀そ嚼しやく、自分の分かる言葉に置き換かえてみる。

「パラレルワールド的なものができてるってことか？　この船の中に」

「パラレルワールド……とはちょっと違ちがいますね。前にも言いましたが階層を下っている感じです。実体からどんどん物理的な属性を取り払はらっている感覚で──」

「アンフィジカルレイヤー」

「え？」

　トゥエルブが目をまたたく。

　あれ？　なんだ、俺おれどうしていきなりそんな言葉を口にした。

　ふっと霧きりの町のイメージが蘇よみがえる。橋の上で交かわした会話。そこで出てきた単語。いつのできごとだ？　誰だれと？

「悪い、ちょっと頭に浮うかんできて、何言ってるんだろう俺おれ、変だな」

「いえ。非物理層アンフイジカルレイヤーですか。確かに適切な言葉ですね。私達たちのいる世界を物理層だとして、その下に幾いく層もの非物理領域がある。水面に映る影かげのように、浅い層では鮮せん明めいなイメージが保たれていますが、深く潜もぐるにつれてどんどん像が曖あい昧まいになっていく。物理的な属性が取り払はらわれ事象の本質に近づいていく。だからその領域に接近した瞬しゆん間かん、〈私〉を実体として感じられるようになった。理り屈くつは通ります」

「……」

「ともあれ空間が混ざり合っている以上、安易に歩き回るのは危険ですね。船から人の姿が消えたのもおそらく他の層に迷いこんでしまったんでしょう。たとえるならクレバスだらけの氷河に囲まれているようなものです。無防備に動けば亀き裂れつに落ちるだけですよ」

「じゃあどうするんだよ。ドーター探たん索さくを諦あきらめて、ひとところにじっとしてろって言うのか？」

「いえいえ」とトゥエルブはかぶりを振ふった。小さな胸を張り。

「現象さえ分かれば対策は打てますよ。要は視覚に頼たよっちゃダメってことです。五感とは別の手段で空間を観測しましょう」

　周囲を見み渡わたし壁かべの一画、床ゆか近くのメンテナンスハッチに視線を止める。こちらの髪かみの毛けを引っ張り注意を促うながしてきた。

「あそこの近くに降ろしてもらえますか。ついでにハッチも開けてもらえると」

「お、おう。グリペンちょっと待った、ストップ」

　傍かたわらのグリペンを押おし止とどめる。しゃがみこみ金属扉とびらを開けるとトゥエルブは中からケーブルの束を取り出した。何本かためつすがめつした後、一本を取り上げる。

「皮ひ膜まくに軽く傷をつけてください、軽くでかまいませんから」

　ベストのポケットからナイフを取り出しゴム皮ひ膜まくに切りこみを入れた。興味深そうにグリペンが見守る中、トゥエルブは切れ目に手を突つっこんだ。芯しん線せんに触ふれて目を閉じる。

「艦かん内ないの通信網もうに対してピンガーをブロードキャストします。応答時間の遅ち延えんを艦かん内ない地図と比ひ較かくすれば空間のズレが分かるはずです。近場なのに妙みように反応が鈍にぶかったり、あるいは遠くの端たん末まつがやたらとレスポンスよかったりするでしょうから」

　沈ちん黙もくが数秒、ややあってトゥエルブが目を開いた。「ふむ」と視線を巡めぐらして。

「とりあえず、中ちゆう尉いはあっちですね」

「は？」

　真顔で聞き返したのは、それが今来た方向だったからだ。もとの場所に戻もどれというのか？　思わずグリペンを顧かえりみると彼かの女じよも首を傾かしげていた。

「本当かぁ？」

「もー、なんですか！　トゥエルブちゃんの言うことが信じられないんですか！　傷つきますね。折角頑がん張ばって調べたのに」

　腰こしに手を当て頰ほおを膨ふくらませている。「悪い悪い」と謝罪して手を差し伸のべた。トゥエルブが肩かたによじ登るのを待って言われた方向に歩き出す。まぁもとの場所に戻もどったら戻もどったで、また話し合えばいいか。どのみちさっきの倉庫まで何分もかからない。

　だが。

「え？」

「おー」

　一分もたたず人ひと影かげを発見した。

　壁かべに女性が寄りかかっている。片かた膝ひざを立て気け怠だるげな様子だ。傍かたわらにはレースワンピースの幼女が座すわっている。正座して心配そうに女性をのぞきこんでいた。

「中ちゆう尉い」

　足早に駆かけ寄ると視線を向けられた。自じ嘲ちよう気味に口角を緩ゆるめてくる。

「君達たちか」

　鼻から小さく息を抜ぬいて。

「置いていかれたかと思った」

「そんなことするわけないでしょう」

　争った形けい跡せきはない。目覚めたあとも特に幼女と揉もめなかったのか。小さな頭を見下ろしていることに気づいたのだろう、中ちゆう尉いは首を傾かしげた。

「取り殺されるかと思ったがな、じっと橫に座ってるだけだ。何がしたいのかまったく理解できない、私が怯おびえているのを見て楽しんでいるのかな」

「心配してる、ただそれだけ」

　グリペンの指し摘てきに中ちゆう尉いは返事をしなかった。視線を逸そらし複雑な表情でいる。

「トゥエルブ、格納庫の位置は分かるのか？」

　緑みどり髪がみの少女は「おまかせあれー」と肩かたの上で立ち上がった。周囲を見み渡わたした後。

「あっちですね、直線距きよ離りにして約三十メートル」

「だそうです。中ちゆう尉い動けますか？」

「……問題ない」

　壁かべをつかむようにして立ち上がる。ふらつきながらも背筋を伸のばした。まだ顔色は悪いがさっきよりは血の気が通っている。大おお柄がらのダッフルバッグを肩かたにかけ直した。

「大だい丈じよう夫ぶだ、行こう」

　トゥエルブの誘ゆう導どうに従い進んでいく。途と中ちゆう何もないところで「止まってください」と言われた時はぎょっとしたが、徐じよ々じよに恐きよう怖ふも麻ま痺ひしてくる。最初は恐おそる恐おそる、次第次第に足を速めていく。少しして明らかに周囲の様子が変わってきた。

　風が、空気が動いてる。

　広い空間が近くにある気配。音の反はん響きようも心なし複雑になっている。

　傍かたわらの中ちゆう尉いはどこか夢ゆめ見み心ごこ地ちな表情だった。視線が定まっていない。ぼんやりとした様子であたりを眺ながめている。しばらく見ていると不意に薄うす紅べに色いろの唇くちびるが開いた。

「ムッシュ鳴なる谷たに」

「はい」

「今日はいつだ」

「二〇一七年の九月十七日です」

「そうか」

　茫ぼうとした表情に不安を覚える。先ほどの自分とどこか雰ふん囲い気きが似ていた。幻げん覚かくと現実が入り交じった様子。

「ひょっとして中ちゆう尉いも何か見たんですか？」

　ぼんやりと見つめ返してくる。

「いや、俺おれさっき気を失って変な夢を見たんです。昔のこと、一番自分が望んでいて、でも絶対にありえないと思ってることを」

「……」

　答えが返ってくるまでに少し間があった。中ちゆう尉いは視線を落とした。

「夢かどうかは分からない。ただ少し昔のことを思い出していた。まだ私が幼かった頃ころ、孤こ児じ院にいた頃ころの記き憶おくだ」

「孤こ児じ院？」

「正確には治ち療りよう施し設せつと呼ぶべきかな。何か先天的な問題があり、かつ身寄りのない子供が集められていると聞いていた。全部で二十、三十人ほどいたと思う。みな仲がよく職員も優やさしくしてくれたが、どういうわけかどの子も長くは居着かなかった」

「？　なんでですか」

「死んだからだよ」

　中ちゆう尉いは今日の天気を告げるようにあっさりと言った。

「そこの施し設せつの子供達たちは皆みな、驚おどろくほど次々と命を落としていった。病名は明かされない。ただ『運がなかった』と告げられただけだ。親しい子が次々にいなくなり、ベッドの空きが目立っていく中、私はいつしか施し設せつ自体に恐きよう怖ふを覚えるようになっていた。病びよう原げん菌きんか死神か、何か得体の知れないものがこの建物を徘はい徊かいしているんじゃないかとな」

　だから、と中ちゆう尉いは言葉を区切った。

「だから私は逃にげようとした」

　黒目から光が消える。彼かの女じよは床ゆかを見み据すえた。

「逃にげてどうなると思ったわけでもない。行く当てなどないしな。だがとにかく行動を起こしたかった。重苦しい空気を破りたかった。だから消灯時間のあと部屋を抜ぬけ出して、開いているゲートを探し回って……私はとある建物に迷いこんだ」

「とある建物？」

「普ふ段だんは立ち入り禁止になっている場所だ。一部の職員しか出入りできないところで薬品などの危険物があると聞かされていた。ただ、通り抜ぬけるだけなら平気だと思ったし、何より私は気が急せいていた。大して考えることもなく侵しん入にゆうして、奥おくに進んで、そして」

　そして。

「──私は見た」

　つぶやき声にぞくりとする。中ちゆう尉いの橫顔は千年の時を経たように虚きよ無む的なものとなっていた。

「何を」

　見たのか。

　返事はなかった。こちらの言葉が聞こえていないのか、思し索さくの海に沈しずみこんでいる。無言で歩き続けている。ややあってつぶやくように。

「ずっと忘れていたんだ。なのになぜ今いま頃ごろ」

「ストップです！」

　トゥエルブの声が響ひびいた。

　耳たぶを引っ張られ我に返る。左手前方に分ぶん岐きが見えた。見たところただの廊ろう下かだがわずかに風が感じられる。

「あの先です。ハンガーに抜ぬけられます」

「地図とは全然違ちがうみたいだけど」

　中ちゆう尉いのタブレットをのぞきこむ。艦かん内ない図的にはむしろ目的地から遠ざかるルートだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、私もあっちだと思う」

　グリペンが橫に並んできた。ガラス玉のような目を向けて。

「ドーターの感じがある」

「ラファールか？」

「多分」

　そんなの感知できるものなのか。まぁアニマ二人が同意見な以上、間ま違ちがいないのだろうが。

「よし」

　覚かく悟ごを決めて歩き出す。背後に中ちゆう尉いや幼女がついてきているのを確かめながら分ぶん岐きを曲がった。

　ざわりと肌はだが震ふるえた。感電したような気分の中、視界が開ける。風が髪かみを乱しジャケットをはためかせた。

　まばたきするほどの間に風景が変わっていた。広大な格納庫が広がっている。骨組みだらけの天てん井じように無数の照明が点ともっていた。航空機があちこちに駐ちゆう機きしているため見通しは悪い。丁度発進準備中だったのか、牽けん引いん車両や整備部材が雑然と放置されていた。誰だれも彼かれもが仕事を途と中ちゆうで投げ出しどこかに行ってしまったようだ。

「おー」

　とグリペンが視線を走らせる。先ほどまで狭せまい空間にいただけに圧あつ倒とうされた。ショッピングモールを初めて目にした幼児のような気分。

「この中から探すのか」

　途と方ほうに暮れかけるも、トゥエルブが「あれ」と指を伸のばす。壁かべ際ぎわに雨よけカバーの盛り上がりが確認できた。ワイヤーのフックがいくつも床ゆかに固定され中身を隠かくしている。他の航空機とは明らかに異なる扱あつかいだ。

　警けい戒かいしつつ近づきフックを外した。全員で力を合わせカバーを取り払はらう。

　異形の装そう甲こうキャノピーが露あらわになった。

　双そう発はつのクロースカップルドデルタ翼よく機きだ。グリペンと同じ翼よく形けいだが全体的に大おお柄がらで曲線的なシルエットを持っている。逆三角形の胴どう体たいと楕だ円えんのエアインテークが生物的な印象を醸かもしていた。

「これが……ラファール」

　周囲を巡めぐりながらつぶやく。ざっと確認したところ目立った損傷はない。真新しい外装が照明を浴び鈍にぶく輝かがやいていた。翼よく下かのパイロンに武装の類いは見えない、が。

「飛べるんですかね、こいつ」

「コクピットを開放しよう」

　中ちゆう尉いが機首脇わきのハッチを開きコンソールを操作する。ほどなく重々しい蒸気の音を立ててキャノピーが浮うかび上がった。複雑な装そう甲こうが変形・分ぶん離りし前後に開く。そのまま中ちゆう尉いはラダーを上りコクピットに入った。

「待っててくれ、ＥＧＧモジュレータを設置する」

　五分ほどの間を置いて手招きされる。中ちゆう尉いと入れ替かわるようにグリペンと二人でラダーを上った。のぞきこんだコクピットは空自のドーターと同じ殺風景なものだ。タンデム式の座席にそれぞれＮＦＩの透とう明めいパネルが据すえつけられている。

　グリペンは危なっかしい足取りで前席に滑すべりこんだ。探るように手足を動かし姿勢を調整する。深呼吸を一回、コントロールパネルに掌てのひらを置いた。

「ダイレクトリンク」

　ぶわりとグリペンの髪かみが浮うき上がった。指先から光が走りガラスパネルを伝わっていく。あたかも血管に血が注がれたかのように電子機器が生気を取り戻もどしていった。機体が脈動し動どう翼よくがはためく。グレーの外装が赤のハニカム模様に覆おおわれていった。

「どうだ？」

「ちょっと待って」

　グリペンは瞑めい目もくして数回呼吸した。半眼になり。

「ステータスに異常はなし、燃料・弾だん薬やくも補ほ充じゆうされている。ただ空対空セッティングなのにミサイル装備はなし。整備が途と中ちゆうで打ち切られている感じ」

「飛べるのか？」

「飛べはする……けど」

　不安そうに身じろぎした。

「変なノイズ？　引っかかりがある。シミュレータとは異なる反応。うまくリンクできない」

　言われてみれば外装の光もやや弱い。色味がぼんやりしている。赤に地金のグレイが混ざっていた。

　じわりと嫌いやな汗あせが滲にじむ。

「大だい丈じよう夫ぶかよ」

　今からこいつに乗って帰るのだ。空中でリンク切断、墜つい落らくとかなったら洒落しやれにならない。

「ノイズ源を探る。少し時間が欲しい」

「そんな余よ裕ゆうはないと思います」

　トゥエルブの声にまばたきする。彼かの女じよは緊きん張ちようした面持ちで周囲を見み渡わたしていた。

「空間の繫つながりがまた変わってきています。先ほどまでよりも急速に、大規模な感じで。ぼやぼやしていると本当に別の階層に閉じこめられますよ」

「なっ」

　どういうことだよ、と詰つめ寄るとトゥエルブは眉まゆ根ねを寄せて考えこんだ。

「なんとなく分かってきました。多分ザイはラファールが欲しかったんでしょう。上海シヤンハイ空港の一件を見ても彼かれらはアニマやドーターになみなみならぬ興味を示していたようですし。だからフランス艦かん隊たいの空間を丸ごと歪ゆがめてまでラファールを手に入れようとした。空母ごと自分達たちのテリトリーに運ぼうとした。ですがこうして私達たちがラファールにたどりついてしまったことでその目もく論ろ見みは失敗しつつある。だとすればどうするか」

「どうするんだ」

「手に入らないものならいっそ破は壊かいしてしまう」

　つぶやくような声にぎょっとする。絶句するこちらをトゥエルブはきつい視線で見上げてきた。

「当然でしょう。放っておけば自分達たちの脅きよう威いになるんですよ。敵の戦力が増えるのをみすみす見み逃のがすはずがありません。慧けいさんならどうしますか？　今まさに敵が新兵器を奪うばおうとしていたら、我がものにしようとしていたら、いっそ自じ爆ばくさせてしまえと思いませんか」

「そりゃそうだけど」

　トゥエルブは襟えりにつかまりコクピットの中をのぞきこんだ。

「グリペン、とりあえず機体を甲かん板ぱんに運びましょう。細かな調整はそこでやればいいはずです。幸いティルトローターのスタッフはまだ無事のようですし──」

　刹せつ那な、突つき上げるような震しん動どうが格納庫を揺ゆらした。骨組みが軋きしみ工具や部材が転がっていく。危うくラダーから振ふり落とされそうになった。中ちゆう尉いも至近の機体にしがみついている。

「なんだ!?」

　地じ震しんか。津つ波なみにでも襲おそわれたのか。混乱のまま天てん井じようを見み渡わたすとトゥエルブが呻うめき声を上げた。上空の機体と交信しているのだろう、耳の辺りを押おさえ目を閉じている。

「やられました。敵の方が動きが早かったです」

「どういうことだ」

　混乱した様子の中ちゆう尉いが駆かけ寄ってくる。「何が起きてるんだ」と切せつ迫ぱくした声を上げる。

　トゥエルブは硬かたい表情を向けた。

「超低空飛行シースキミングタイプの自じ爆ばく型ザイです。海面スレスレを亜あ音速で突つっこんできて探知が遅おくれました。他にも何発かこちらに向かってきている模様です。通常の制空戦型も接近中、彼かれらはこの船を沈しずめるつもりです」

「なんだと」

「エレベーターを起動してください中ちゆう尉い。グリペン、タキシングくらいは一人でできますね。慧けいさんは機体の固定を解除して」

　有無を言わさぬ指示。仕方ない。ラダーから飛び降り車輪止めを外して回った。中ちゆう尉いが壁かべ際ぎわに走っていく。ややあって地じ響ひびきのような音を立て舷げん側そくシャッターが開いていった。開口部から海風と煙けむりの匂においが吹ふきこんでくる。

　必死でドーターを誘ゆう導どうしエレベーターに載のせた。吹ふき寄せる風に耐たえながら甲かん板ぱんに移動する。視界が一気に開けた。上空でエメラルドグリーンのザイと無色透とう明めいのザイが格かく闘とう戦を繰くり広げている。激しい爆ばく音おんと砲ほう声せいが轟とどろいた。ティルトローター機のスタッフが慌あわてた様子で駆かけ寄ってくる。

「カタパルトに移動して発はつ艦かん準備！　ティルトローターも人員収容次第、退たい避ひだ。急げ！」

　中ちゆう尉いの指示に従い隊員達たちがドーターの誘ゆう導どうを引き継つぐ。ふっと肩かたの重さが消えた。トゥエルブが少女の姿を失いもとの結けつ晶しよう体に戻もどっていく。慌あわてて落とさないように支えた。

『機体に戻もどしてください。私も制空戦せん闘とうに加わります』

「そんな続け様で大だい丈じよう夫ぶなのか」

『甘あまく見ないでください。多少あり方は変わっても私はアニマですよ。戦せん闘とうこそが本分、勝利こそが使命です。頭上の敵は引き受けますから慧けいさんもベストを尽つくしてください』

「分かった」

　甲かん板ぱんを横切りガラス細工の機体にたどりつく。機首に結けつ晶しようをはめこむとエメラルドグリーンの光が辺りに広がった。距きよ離りを取る間もなく排はい気き炎えんが空気を揺ゆらした。激しい風を孕はらみ機体が動き出す。わずかな加速で離り陸りく速度に到とう達たつ、蒼そう空くうへと突つき進んでいった。特とく徴ちよう的な機体色はすぐ多数の光点に混ざり区別がつかなくなる。

（多いな）

　明らかに敵の方が優勢だ。スライス制せい御ぎよのザイがどれほど強力か分からないが、機体性能が同じである以上、どこかで数に圧あつ倒とうされるだろう。ぼやぼやしてはいられなかった。

　踵きびすを返す。双そう発はつのドーターはもうカタパルトに接続されていた。だが様子がおかしい。中ちゆう尉いがコクピットをのぞきこんでいる。スタッフが機体を指さして何ごとか叫さけんでいた。

「どうしたんですか」

　機首に駆かけ寄るとラダー上の中ちゆう尉いが振ふり向いてきた。強こわばった表情で。

「エンジン出力が上がらない、今のままでは飛び立てないと言っている」

「なんで」

　中ちゆう尉いと肩かたを並べてコクピットをのぞきこむ。グリペンは弱り切った様子でこちらを見上げてきた。

「拒きよ否ひされてる。コマンドを受けつけてくれない」

　マジかよ。冗じよう談だんじゃないぞ。機内を見み渡わたすもＪＡＳ39Ｄと異なりディスプレイの類いは確認できない。本当にアニマだけが乗るよう作られているのか。エラーの原因を探る手がかりは見当たらない。

「もう一度やってみろよ」

　グリペンはコントロールパネルに掌てのひらを押おしつけた。だが機体が発光したのもつかの間、また光が弱まっていく。耳みみ障ざわりな警告音が響ひびき渡わたった。

「だめ」

「噓うそだろ」

　血の気が引く。直後、再度の衝しよう撃げきが足下から突つき上げてきた。甲かん板ぱんが震ふるえる。艦かん尾びから赤黒い炎ほのおと煙けむりが上がっていた。また攻こう撃げきを食らったのか。気のせいか船が傾かたむき始めているようにも思える。

「原因は分からないのか？　ＥＧＧモジュレータの接続が間ま違ちがってるとか」

「分からない、けど」

　だけど、とつぶやいて。

「『あなたじゃない』と言われてる気がする」

「え？」

「『私を見捨てないで』、『なかったことにしないで』って」

「どういうことだよ」

　耳元で息を吞のむ音がした。中ちゆう尉いの顔が蒼そう白はくになっている。冷ひや汗あせを流し両目をいっぱいに見開いていた。

「中ちゆう尉い？」

　視線の先を追ってぎょっとなる。いつの間にか後部座席に黒くろ髪かみの幼女が現れていた。柔やわらかそうな顎あごをもたげ中ちゆう尉いを見つめている。漆しつ黒こくの瞳ひとみにすがるような色があった。

「違ちがう」

　中ちゆう尉いは上体を反らした。怯おびえた様子でかぶりを振ふり。

「違ちがう、私は違ちがう」

（何を）

　何を言っているのか。混乱しているとグリペンがゆっくり振ふり向いてきた。静せい寂じやくが訪れる。中ちゆう尉いの顔を五秒ほど、まじまじと眺ながめて。

「そう。そういうこと」

　全てを理解した面持ち。

「だからあなたは私達たちのことを嫌きらっていた、必要以上に異質な物として遠ざけようとしていた」

「グリペン？」

　すっと細い指が中ちゆう尉いを示す。灰色の目を細め。

「自分が私達たちと同じ存在だと認めたくないから」

「やめろ」

「アニマなんて遠い世界の存在と思いこめば自分のことを人間だと騙だましていられるから」

「やめろ！」

　中ちゆう尉いの声は悲鳴のようだった。だがコクピット内の四つの瞳ひとみはじっと彼かの女じよを見つめ続けている。

　会話の内容が徐じよ々じよに理解されてきた。衝しよう撃げき的な事実が脳のう裏りを満たす。

「中ちゆう尉い、あなた、まさか」

　たまりかねて訊たずねると彼かの女じよはうつむいた。しばらく沈ちん黙もくした後、憔しよう悴すいしきった表情でつぶやく。

「そうだ、私はアニマだ。ラファールという名前で産み出された」

　ラファール。

　目の前のドーターの魂たましい。

「なぜ」という問いには複数の疑問が含ふくまれていた。どうして黙だまっていたのか、なぜ自分でドーターを起動しようとしなかったのか、八や代しろ通どおりはこのことを知っているのか。

　戦せん闘とうの音が奇き妙みように遠くなっている。凍こおりついた空気の中、中ちゆう尉いは髪かみを揺ゆらした。

「先ほど私はとある施し設せつにいたと言っただろう」

「はい」

「あれは孤こ児じ院なんかじゃない。あとで知らされたことだがアニマの工場ユジーヌだった。ドーターを制せい御ぎよするための演算ユニットを大量に、安定的に供給するためのプラント。いやその前段の実験施し設せつと言うべきか」

「え？」

　工場ユジーヌ？　プラント？

「じゃ、じゃあ二、三十人いたっていう子供は？」

「全員アニマだ、少なくとも普ふ通つうの人間は一人たりともいなかった」

「そんな」

　信じられない。というかアニマの大量製造など可能なのか。日本はもちろん、アメリカ・ロシアでも一人、数人の配備が精せい一いつ杯ぱいだというのに。

「ちょ、ちょっと待ってください。ドーター化できる機体は一機種につき一機のみですよね？　フランスって何十種類も戦せん闘とう機があるんですか？　その全てにアニマを産み出せたって言うんですか」

　中ちゆう尉いはかぶりを振ふった。

「適合が確認できたのはラファール、しかも海軍用のＭ型だけだ。他の機体は反応さえしなかった」

「じゃあ」

「ムッシュ鳴なる谷たに。私は三十種類の戦せん闘とう機にアニマを用意したなどとは言っていない。いいか、フランス軍はラファールＭただ一機に数十個のコアを適合させたんだ」

「な……」

　意味が分からない。なんのためにそんなことを。

「当時ＥＵのドーター開発は行ゆき詰づまっていた。試作品のアニマは次々に失敗し貴重な航空戦力を浪ろう費ひしていた。タイフーンの体ていたらくは聞いているだろう。わずかな反応に賭かけてドーターを製造してもすぐにアニマが機能停止してしまう。リンクを維い持じできなくなってしまう。日本やロシアのように安定した稼か働どう時間を達成できなかったんだ。だからフランス軍は可用性向上と真逆のアプローチを取ろうとした」

「真逆のアプローチ？」

「単体としての安定性を確保できないなら大量のバックアップを用意すればいい。複数のユニットを組み合わせて冗じよう長ちよう化すれば多少の不具合はカバーできる。このドーターを見ても分かるだろう？　本来Ｍ型は単座の機体だ。それをわざわざ複座に改造して複数のアニマが乗れるようにした。なんのために？　明白だ。戦せん闘とう中にどちらかが故障してももう一体で任務継けい続ぞくできるように、壊こわれたユニットを簡単に交こう換かんできるようにだ」

　使い捨てだよ、と中ちゆう尉いは吐はき捨てた。

　自じ嘲ちようと絶望の入り交じった声。

「だがただでさえ成功率の低いアニマ開発でそんな無茶が功を奏するわけもない。アニマの寿じゆ命みようは更さらに縮まり、予期せぬ機能停止が頻ひん発ぱつした。結果が施し設せつにおける子供達たちの大量死だ。いや、死ねた子はまだ幸せだな。中にはもっと残ざん酷こくな境きよう遇ぐうに追いこまれた者もいる」

「それは」

「人の姿を失い、人体標本まがいの存在となり、それでも意識だけは保ち続けた。実験材料として保管され続けた。私が逃とう走そう中に見た光景だよ。薄うす暗くらがりの中、培ばい養よう液に漂ただよう不定形の存在、そして生まれてこようとする次のラファール」

　身の毛もよだつような情景を中ちゆう尉いは淡たん々たんと語った。真っ当な感情などもはや使い果たしたとでも言うように。

「パニックに陥おちいった私は職員に保護され、そこで再調整を施ほどこされた。いくつかの記き憶おくを削けずられ緊きん急きゆう避ひ難なん的にアニマの機能を切り離はなしさえして、表向きは平静を取り戻もどした。だが根源的な恐きよう怖ふは決して消え去らない。消え去るわけがない。私があの肉にく塊かいと同じ、いつ非ひ業ごうの末路を迎むかえるかもしれないという事実は日ひ毎ごとの悪夢となり心を苛さいなみ続けた。そして」

　そして、と彼かの女じよはうつむいた。

「私はドーターと接続できなくなった」

　漆しつ黒こくの瞳ひとみが戦せん闘とう機を映す。無機質な顔に濃こい影かげが差していた。

「戦せん闘とう力を取り戻もどすために長期間、様々な手が打たれたが結果は芳かんばしくなかった。アニマとしての演算能力を買われ情報機関に配属されたあとも同じだ。人間でも戦せん闘とう機でもない、中ちゆう途と半はん端ぱな存在として私は灰色の日々を過ごし続けた。そんな時だよ、日本のドクヒから技術協力の申し出があったのは。だが、ことここに至っても軍上層部はコアの多重適合をトップシークレット扱あつかい、存在さえ開示不可としていた。あとは分かるだろう。軍は一いつ旦たんドーターのみを日本に送りこみ技ぎ本ほんの解かい析せきに任せた。そしてアニマは別経路で入国させ、同行した研究チームの手で調査を続けようとした」

「ＤＧＳＥの密輸取り締しまりを隠かくれ蓑みのにして」

「そうだ」

　ああ。

　理解した。全てが繫つながった。なぜラファールのアニマが姿を現さなかったのか。ドーター来日のタイミングで折りよくフランス軍特とく殊しゆ部隊が金かな沢ざわを訪れていたのか。そして、どういう理由でそのメンバーが空母への回収作戦に加わったのか。

　ずっとラファールはそばにいたのだ。ただ素性を隠かくしていた。アニマ嫌ぎらいの人間として振ふる舞まい続けていた。

　グリペンはじっと中ちゆう尉いを見つめている。今にして思えば五ご郎ろう島じま居留区で彼かの女じよが聞いた声、あれは中ちゆう尉いのものだったのかもしれない。『助けて』、『つらい、苦しい、怖こわい』。押おし殺しても押おし殺しきれない心の悲鳴。

「あなたはどうしたいの」

　グリペンの問いかけは静かだった。澄すみ切った瞳ひとみが中ちゆう尉いに向けられている。中ちゆう尉いはまぶしそうに顔を逸そらした。

「私は何もできない。人間としてもアニマとしても機能不全の欠けつ陥かん品だ。君達たちを危険にさらし、多くの仲間を死なせ、最後の最後になってもどうしてよいか分からずまごついている。そんな私に自分の意思を語る資格などない」

　爆ばく発はつ音が大きくなる。緑色の機体がバラバラになり至近の海上に落ちていった。上空のザイが数を増している。見ている間にまた一機、緑の機体が撃げき墜ついされた。

　破は滅めつが迫せまっている。四方八方あらゆるところから死が忍しのび寄ってくる。

　絶望的な状じよう況きよう下でグリペンは「でも」と語気を強くした。後部座席の幼女を指し示し。

「でも、この子はあなたを求めている」

　中ちゆう尉いは下した唇くちびるを嚙かんだ。激しい煩はん悶もんが顔を歪ゆがめている。その息苦しそうな表情が往路の記き憶おくを呼び覚ました。

『君が乗っている車には正体不明の制せい御ぎよシステムが入っていて、いつ誤動作するか分からない。でもおまえはその車に乗らなければいけないと言われたらどうする？』

　ティルトローターのキャビンで彼かの女じよは語った。

『私は「この車は普ふ通つうの車なんだ」と考えるしかないと思う。正体不明の制せい御ぎよシステムなど入ってない、もっと言えば「そんなものは存在しない」と思いこむしか』

『でなければ恐きよう怖ふに押おし潰つぶされてしまう。自分が爆ばく弾だんを抱かかえていると知って平気で動けるほど人の心は強くないからな』

　ああ。

　そうか、そういうことか。

　彼かの女じよはずっと怯おびえていたのだ。自分の中の異物に、人外であることを認める恐きよう怖ふに。アニマとしての自分を受けいれてしまえば、施し設せつの子供達たちと同じ末路をたどるかもしれない。人としての姿を失ってしまうかもしれない。だから目を逸そらした。同族を見ることさえ嫌いやがった。

　──怖こわい。

　認めたくない。

　真実など直視したくない。

　だから思考停止した。耳と目をふさいでしゃがみこみ続けた。

（馬ば鹿かか）

　不意にこみあげるものを感じた。なんとも言えない感情のうねりが喉のどの奥おくから突つき上げてくる。

「中ちゆう尉い」とアサルトスーツの二にの腕うでをつかむ。ぎょっとした彼かの女じよに顔を寄せ。

「あなた、道具のために人間が傷つくのはおかしいと言ったでしょう。アニマやドーターのせいで誰だれかが命を落とすなど認められないって」

「……」

「なのに今、みんなを救える力が目の前にあるのに、何もしないつもりですか。ここに来た全員を見殺しにするつもりですか」

「！」

　ティルトローター機を顎あごで示す。回収部隊の隊員は皆みな、不安そうにこちらを見つめていた。ラファールが発はつ艦かんしないと離り脱だつもできないのだろう。固かた唾ずを吞のみ見守っている。

「あなたがどんな悩なやみを背負ってきたか、苦しみにさらされてきたかは分かりません。でも少なくとも俺おれにはあなたがうらやましい。自分の力で飛べてザイを倒たおせるその立場が眩まぶしいです。怖こわい？　苦しい？　じゃあ他の人達たちは怖こわくないっていうんですか。生身でなんの力もなく戦場に投げ出された人間が、あなた以上の恐きよう怖ふを覚えていないと本気で思ってるんですか」

　愕がく然ぜんとする中ちゆう尉いの手に小さな掌てのひらが重なった。幼女が座席から腰こしを浮うかせている。

　唇くちびるが開いた。声は聞こえない。だが中ちゆう尉いは目を見開いた。

「おまえ……は」

　思いが空気を震ふるわす。視線に感情がこもる。しばらく見つめ合った末、彼かの女じよは喘あえいだ。

「そうか」

　何かを悟さとったような表情。

「そうか、おまえも怖こわかったんだな」

　震ふるえる指が絡からまる。中ちゆう尉いは幼女に顔を近づけると眉まゆ尻じりを押おし下げた。

「……すまない。所しよ詮せんは同じコインの裏と表でしかないのにな。私が恐おそろしいものはおまえも恐おそろしい。おまえが不安なことは私も不安に感じる。当たり前の話だ。なのにどこか他人事としてとらえていた。自分には関係のない話だと思いこもうとしていた。笑ってくれ、私が弱いせいだ。己おのれのことさえまともに認められなかった惰だ弱じやくな心のせいだ」

　こうべを垂れる。繫つないだ指先に力がこもる。

　深呼吸した後、中ちゆう尉いは「だが」と顔を上げた。

「おまえさえ、おまえさえよければ一いつ緒しよに戦ってくれ。もう一度私のもとに帰ってきてくれ。虫のいい願いだということは分かっている。だが今、我々にはなすべきことがあるはずだ。頼たのむ、ラファール、私に力を貸してくれ」

　気づけば小さな腕うでが中ちゆう尉いを抱だきしめていた。長い睫まつ毛げを閉じ幼女が身体からだを寄せている。中ちゆう尉いは驚おどろいたように身を強こわばらせたが、ややあって恐おそる恐おそる抱ほう擁ようを返す。冷ややかな顔から険が取れていった。

「ごめんなさい、ずっと一人にして」
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　刹せつ那な、機体の排はい気き音が跳はね上がった。アラームが消え眩まばゆい光がコクピットを満たしていく。外装から赤の固有色が搔かき消え、かわりにオニキスブラックのハニカムパターンが現れた。

「ダイレクトリンク……ＮＦＩも使わずに」

　グリペンが呆ぼう然ぜんとつぶやく。中ちゆう尉いはゆっくり背筋を伸のばした。既すでに幼女の姿はない。光の残ざん滓しが粒つぶと化し、そこかしこに漂ただよっているだけだった。

「グリペン、悪いが私はまだドーターの制せい御ぎよを完全にはこなせない。戦せん闘とうを手伝ってもらえるか。アビオニクスと火器管制を受け持ってもらえると助かる」

「お安いご用」

　中ちゆう尉いが後部座席に乗りこむ。手際よくシートベルトを装着、コントロールパネルに掌てのひらを押おしつけた。グリペンがコクピットの縁ふちにつかまり立ち上がる。

「慧けい、何してるの。早く乗って」

「の、乗る？　どこにだ」

「ここ、その上に私が座る」

　いや、確かに自分が一いつ緒しよでないとグリペンは安定稼か働どうできないが。そんな二人羽織みたいな乗り方して大だい丈じよう夫ぶなのか？　安全性とかバランスとか、そういう基本的なところは。

　躊ちゆう躇ちよしていると中ちゆう尉いに叱しかられた。

「早くしろ、出るぞ」

　うわぁああ。ええい、知らないぞ！

　意を決して腰こしかけるとふわりとグリペンがかぶさってきた。柔やわらかな感かん触しよくが全身に広がる。体温と鼓こ動どうと甘あまい香かおりが一時に感じられて頭が混乱した。理性が押おし流され、ＴＰＯをわきまえない衝しよう動どうがこみあげてくる。落ち着け、落ち着け俺おれ。今はそれどころじゃない！

「ダイレクトリンク」

　こちらの狼ろう狽ばいをよそにグリペンはコントロールパネルを押おさえた。途と端たん黒い翼つばさに赤の幾き何か学がく模も様ようが走る。二人のアニマがリンクしていることで固有色が混ざっているのか。重々しい音を立てて装そう甲こうキャノピーが閉まる。一いつ瞬しゆん闇やみが訪れた後、全周モニタが起動した。甲かん板ぱんの景色が三百六十度映し出される。発はつ艦かん作業のスタッフが慌あわてた様子で艦かん前方を示していた。

　なんだ？　と顔を向けてぎょっとなる。ザイが一機、味方の防空網もうを突とつ破ぱしていた。半透とう明めいの翼つばさを煌きらめかせながら緩かん降下、低空飛行で接近してきている。丁度こちらの発はつ艦かんコースをふさぐルートだ。

「間に合わない！　一いつ旦たん退たい避ひしましょう！　タキシングでやりすごす形で」

「そんな余よ裕ゆうはない！」と一いつ喝かつされた。中ちゆう尉いはインカムに怒ど鳴なった。

「すぐカタパルトを稼か働どうさせろ！　蒸気圧が足りない!?　こっちはほとんど武装を積んでないからなんとかなるはずだ。いいから飛ばせ、あとはこっちの推力でカバーする！　……グリペン！」

　叩たたきつけるような声こわ音ね。

「マスターアームオン、機関砲ほうは使えるんだな。そいつで道を開け。こっちは全速力で突つっこむ。回かい避ひしている余よ裕ゆうはない。できるか」

「問題ない」

　まばたきしている間に話が進んでいく。ちょっと待った。今の話ってつまりどういう。

　ドン！　と機体が押おし出された。溜ためも合図もない。背後で爆ばく発はつが起きたようだ。凄すさまじい勢いで機体が加速していく。

　発はつ艦かんルートの線上には接近中のザイがいた。既すでに甲かん板ぱんの高さまで降下しこちらに向かってきている。機首の砲ほう口こうが煌きらめき、続け様に至近弾だんを生み出した。だがドーターは止まらない。ひたすらに出力を上げ、体当たりせんばかりのスピードで進んでいく。グリペンがぎりっと歯ぎしりするのと左手から轟ごう音おんが響ひびいたのはほぼ同時だった。

　ドーターの主しゆ翼よく付け根から閃せん光こうが迸ほとばしる。機関砲ほうだ。焼けた弾だん頭とうがザイに突つき刺ささり、新しい爆ばく炎えんを生み出す。ラファールはそのまま、まだ外形を保つ敵機に突つっこみながら離り陸りくした。翼つばさで炎ほのおを切り裂さきアフターバーナーを吹ふかして蒼そう空くうへと駆かけ上っていく。

（無茶苦茶だ）

　一いつ瞬しゆんでも攻こう撃げきや爆ばく発はつのタイミングが狂くるっていたら衝しよう突とつしていた。初飛行数秒で海の藻も屑くずと消えていたところだ。ぞっとする状じよう況きよう下で、だが中ちゆう尉いは「ふむ」と声を上げた。

「思ったより反応がいいな。まだ無理が利きそうだ。少し限界を試してみたくなるな」

「いやいやいや」

　真顔で首を振ふる。

「ミサイル積んでないんですよね？　この機体。しかも初うい陣じんで、まともに戦える状態じゃないでしょう。とっとと退たい避ひしてください。ドーターを取り返した以上、無理にザイとやりあう必要もないでしょう」

「そうしたいのは山々だがな」

　機体がバンクする。視界が傾かたむき眼下の空母が確認できた。

「回収部隊の撤てつ収しゆうまでまだ時間がかかる。そしてザイどもは私達たちが離り陸りくしたからと言って、空母を見み逃のがすつもりはないらしい」

　左右の空からガラス細工の機き影えいが迫せまっている。何機かはこちらを、他の何機かが空母を目差していた。味方部隊の対応は間に合っていない。ほどなく数機が抜ぬけてくるだろう。

「ベルトはちゃんと締しめているか？」

　中ちゆう尉いの声に「え？」とまばたきする。グリペンと人間椅い子す状態だが一応必要な拘こう束そく具はつけていた。「ええ、はい」と何気なく答えた瞬しゆん間かん、世界が反転した。頭と足を逆方向から殴なぐりつけられた気分。全身の血と体液が搔かき回される。凄すさまじいＧだ。グリペンのものとは比ひ較かくにならない暴力的な機動。

　太陽が見えたと思った直後、一面の海うな原ばらに視界が切り替かわる。敵編隊の前方に砲ほう弾だんをばらまき足止め。すぐ左バンクして横よこ倒だおしの姿勢で百八十度ターンする。追いすがってきたザイを振ふり切る。機首上げで急制動をかけ、接近するミサイルを回かい避ひする。チャフ・フレア展開。次いでループ、砲ほう撃げき、撃げき破は。この間わずか十数秒に満たない。「何が」と思った時にはもう周囲に光の雨が舞まっている。粉ふん砕さいされた敵機がバラバラの破片となり海に墜おちていった。

（これが……ラファール）

　グリペンとは異なる純じゆん粋すいなアニマの力。リミッターを外された猛もう禽きんの機動。

　機関砲ほうだけでこの戦せん闘とう力だ。フル装備なら一体どうなるのか？　想像もつかない。欠けつ陥かん品などとどの口で言うのか。

『慧けいさん！　グリペン！』

　トゥエルブの声がコクピットに響ひびく。左手後方から緑の飛ひ翔しよう体が近づいてきた。

『よかった、ラファールを飛ばせたんですね。これで残りはティルトローターだけ……って、あれ？　なんで黒？』

　あー。

「話はあとだ。こっちはガンしか装備がない。援えん護ごしてくれ。結構あちこちでエアカバーが破られてる」

『了りよう解かいです。データリンク、ください。こちらの戦術情報を転送します。確認できている敵小隊フライトは六。全て制空戦型です。一部、機動性の高い機体がいるので注意してください。改良型かもしれません』

　グリペンの操作に伴ともない、複数の情報がモニタにオーバーラップされる。敵の位置と距きよ離り、数、脅きよう威い情報。一番近いのは……って!?

「中ちゆう尉い！　上です！」

　直上からの砲ほう撃げき。危うくブレイクするも降り注ぐ火か箭せんが後方のトゥエルブを砕くだいた。緑の機体が真ん中から叩たたき割られ墜つい落らくしていく。

「おい、おいトゥエルブ！」

　愕がく然ぜんとして呼びかけるとノイズ交じりの声が返ってきた。

『……油断しましたー。シックスとスライスを統合します。頑がん張ばって持ちこたえてくださいー』

　大だい丈じよう夫ぶなのか。いまいち生死の基準が分かりづらいが今は無事だと信じるしかない。気持ちを切り替かえ空を仰あおぎ見る。

　Ｙ字翼よくの機体が太陽を背にしていた。制空戦型に近い形状だが翼つばさの枚数が異なる。胴どう体たいも心持ち後ろに長い。シャープなシルエットだ。ではあれが改良型か。

　敵編隊は二機横並びで逆落としに迫せまってきた。機首が煌きらめき、再度の火の雨が降り注ぐ。中ちゆう尉いは機体を横転させ一気に高度を落とした。スロットルを開き海面すれすれを駆かけ抜ぬける。だが敵機はまったくスピードを殺すことなく降下、鋭えい角かくに軌き道どうを変えて追つい随ずいしてきた。

「速い」

　グリペンが唸うなる。機関砲ほうだけでは対処しづらいのだろう。どうにももどかしげな様子になっている。

「だめ、逃にげ切れない」

「味方は」

　モニタ上の情報を確認するも近くにフレンドの表示はなかった。援えん護ごは望めそうにない。

　混乱を煽あおるようにレーダーアラートが鳴り響ひびく。つかまった、ミサイルが来る。反応は二、いや三。どっと全身から冷ひや汗あせが噴ふき出す。臓ぞう腑ふが縮み上がる。瞬しゆん間かん、中ちゆう尉いの声が響ひびいた。

「ピッチアップ・アンド・ファイア！」

　ラファールの機首が急角度で持ち上がる。下向きになったエンジンが激しい炎ほのおを吐はき出した。海うな原ばらが沸ふつ騰とうし水のカーテンを生み出す。吹ふき上がった飛し沫ぶきがラファールの姿をミサイルシーカーから覆おおい隠かくした。

　急きゆう上じよう昇しよう、気づいた時にはもうドーターが宙返りを決めている。波に吞のみこまれたのか、ミサイルの姿はない。眼下の敵機も完全にこちらを見失っている様子だ。斜ななめ上方から機関砲ほう発射、鉛なまりの雨がガラスの翼つばさを粉ふん砕さいする。砕くだけた胴どう体たいが波間に吞のみこまれ消えていった。

　凄すさまじい戦せん闘とう機動。動どう翼よくにエンジン、気流の動きに至るまで完全に掌しよう握あくしている。中ちゆう尉いは「よし」とうなずき次の敵に向かおうとした。

「待って。待ってラファール、慧けいがもたない」

　グリペンが慌あわてた様子で制止してきた。

「ん？」

「人間は９Ｇ越ごえの機動に耐たえられない。脳虚きよ血けつ、意識障害、内臓破は裂れつ。極きわめて重度の障害が予想される。もう少し気を遣つかってほしい」

「そうなのか？　すまんムッシュ鳴なる谷たに。まだよく勝手が分かっていないんだ。無事か」

「ぎ、ギリギリ」

　景色が二重に見えている。全身の筋肉と関節がねじり上げられた感じだ。あともう一度同じ機動を取られたら間ま違ちがいなく失神していただろう。

　かぶりを振ふり深呼吸していると視界の端はしに光が走った。まだ目まいがしているのか？　いや違ちがう。何かが海面スレスレを飛ひ翔しようしている。空母に向かい進んでいっている。

　くさび形の扁へん平ぺいなシルエット。

　ザイ？

「グリペン、あれ、なんだ」

　グリペンが視線を走らせるとモニタに分ぶん析せき結果が表示された。ＴＹＰＥ：ＦＬＹＩＮＧ ＢＯＭＢ……ボム、飛行爆ばく弾だん？　グリペンは目をすぼめた。

「自じ爆ばく型。超ちよう低空を亜あ音速で飛行してターゲットに衝しよう突とつする。大威い力りよく、長射程。危険」

　ではあれが先ほど空母を襲おそったやつか。まずい、既すでに衝しよう突とつコースにのっている。

「早く撃げき墜ついしないと」

　だが中ちゆう尉いはアクションを起こそうとしない。硬かたい沈ちん黙もくが後部座席に落ちている。

「中ちゆう尉い？」

　たまりかねて振ふり向くと呻うめき声が返ってきた。

「だめだ、あれを墜おとす方法はない」

「!?　な、なんで！」

「亜あ音速の自律型誘ゆう導どう爆ばく弾だん、要は巡じゆん航こうミサイルだろう。図ずう体たいがでかいから搭とう載さいされている炸さく薬やくも通常の対たい艦かんミサイル以上のものになる。そんなものを至近距きよ離りから、機関砲ほうで攻こう撃げきしたらどうなる。間ま違ちがいなく爆ばく発はつに巻きこまれるぞ」

「そんな」

　では手をこまねいて見てろというのか。彼方かなたの空母は既すでに幾いく筋もの黒こく煙えんをたなびかせている。あと一いち撃げき食らえば轟ごう沈ちんしかねない。

　グリペンが唸うなるような声を上げる。

「せめて一発でもミサイルがあったら」

　安全圏けんから攻こう撃げきできただろうに。歯がみしていると不意に引っかかりを覚えた。待てよ、この状じよう況きよう、どこかで見たような。なんだ。

　目を閉じるとモノクロの光景が浮うかび上がった。海かい峡きよう上空を飛ぶトビウオのような飛ひ翔しよう体、迎げい撃げきするレシプロの戦せん闘とう機。ああそうだ、幻げん覚かくの中で見たドキュメンタリーフィルム、第二次世界大戦、イギリス軍と独逸ドイツ軍の戦い。

　Ｖ１号。

（あれ？）

　そうだ。あの時代、戦せん闘とう機の運用できる空対空ミサイルなどなかった。なのにパイロット達たちはどうやってＶ１号を墜おとしたのか。巻き添ぞえ覚かく悟ごで砲ほう撃げきを行った？　いや違ちがう。彼かれらが取った手段とは。

「中ちゆう尉い」

「なんだ」

「今から俺おれの言うこと、できますか」

　手早く説明するとコクピットに驚おどろきの気配が広がっていった。グリペンが「慧けい」と眉まゆをひそめる。中ちゆう尉いもやや戸と惑まどった様子になっていた。

「やってやれないことはない。だが少々無茶な機動になるぞ。君の身体からだは耐たえられるのか」

「耐たえます。というか他に手もないでしょう」

　強い口調で断言する。中ちゆう尉いは「ふっ」と笑った。

「意外に向こう見ずだな。だがまぁ嫌きらいではない」

　エンジン音が跳はね上がる。承しよう諾だくの返事の代わりに激しい風切り音を立てて加速していった。大きな弧こを描えがき自じ爆ばく型ザイを追つい撃げきする。相手とほぼ同高度、水面間ま際ぎわの超ちよう低空飛行だ。波飛沫しぶきがキャノピーに張りつき後ろに流れていった。

　空気抵てい抗こうが激しい。高密度の大気を体当たりで破は砕さいしている感じだ。弾はずみで震ふるえる視界にしっかと目を凝こらす。排はい気き炎えんが近づいてくる。最初は豆まめ粒つぶのように、続けてゴルフボール、野球ボール大に大きさが変わる。彼方かなたの空母もものすごい勢いで近づいていた。わずかでも操作を過あやまてば即そく座ざに海うな原ばらにキスしてしまいそうだ。緊きん張ちようが気管を締しめ上げ息が苦しくなる。

　間に合うのか。もういくばくも距きよ離りがない。キャッチアップのタイミング次第ではこちらも空母に激げき突とつしかねない。

「３トロワ」

　中ちゆう尉いがつぶやく。間近の敵てき影えいを見つめ、押おし殺した声で。

「２ドウ」

　空母まで残り十数マイル、巨きよ大だいな艦かん影えいが壁かべのようだ。もはや手を伸のばせば触ふれられそうな距きよ離り。息の音が次第に大きさを増していく。

「１アン」

　敵機に追いついた。右下に見えるくさびのような飛ひ翔しよう体。想像以上に大きい。長く左右に安定翼よくを伸のばし最終アプローチに入っている。ごうっと後背から轟ごう音おんが響ひびいてきた。限界いっぱいまで上げられたエンジンパワーが更さらにドーターを押おし出し、飛行爆ばく弾だんを追い抜ぬこうとする。刹せつ那な。

「ここアクスイオン」

　カナードが前ぜん傾けいした。強きよう烈れつなエアブレーキが機体をつんのめらせる。左右のエレボンが互たがい違ちがいに動作し視界が傾かたむく。右ロールだ。九十度を超こえ回転姿勢へ。そのまま並へい走そうする飛ひ翔しよう体を、彼かれの安定翼よくを。

　真上から。

　左主しゆ翼よくの先で。

　横転しながらぶん殴なぐった。

（っ！）

　凄すさまじい衝しよう撃げきが伝わってくる。弾はじき飛ばされた機体が逆向きのロールに入った。姿勢が崩くずれ不ふ吉きつな浮ふ遊ゆう感がこみ上げてくる。失速、墜おちる。だがグリペンの歯ぎしりと同時に全ての動どう翼よくが複雑極きわまりない動きを見せた。剝はく落らくしそうになる気流をなんとか捕つかまえ揚よう力りよくを稼かせぐ。間かん髪はつ入れず中ちゆう尉いがスロットルを全開にした。

　機体が安定を取り戻もどす。

　ザイは、と振ふり向くと水切り石のごとく弾はじけ飛ぶ機き影えいが見えた。姿勢の乱れたところを波にさらわれたのだろう。翼つばさとノズルを折られ波間に消えていく。超低空飛行シースキミングタイプの泣きどころだ。視し認にん性は落ちるかわりに些さ細さいな操縦ミスが墜つい落らくに繫つながる。

「やった」

　うまくいった。見よう見まねだが完かん璧ぺきに意図を果たせた。

　ドキュメンタリーで放映されていたＶ１の迎げい撃げきシーン。英軍機は翼つばさの先を目標に重ね安定性を失わせることで墜つい落らくさせていた。もちろん敵が通常の制空型ザイならそんな行こう為いをみすみす許すはずもない。だが相手は直進して体当たりするだけの爆ばく弾だんだ。複雑な回かい避ひ機動は取れないだろうと推測し、賭かけは当たった。空母を守り切れた。

　だが代だい償しようも大きい。頭がぼうっとしている。身体からだの奥おくから鈍にぶい痛みがこみあげてくる。骨折か内出血か、いずれにせよこれ以上ラファールの機動に付き合っていると失神しかねなかった。

　空母からティルトローター機が飛び立とうとしている。両りよう翼よくのローターが回転し始めている。

　よし、あとは離り脱だつするだけだと思った時。

　びくりとグリペンの肩かたが震ふるえた。

「三時の方向、自じ爆ばく型１、いや２」

　なんだって！

　見れば確かに海面を疾しつ駆くする影かげが見える。安定翼よくを広げ高速で突つき進んでいた。先ほどと同じタイプだ。一機じゃなかったのか。

　油断した。ここからではアプローチが間に合わない。さっきと同じ手は使えない。

「くそ！」

　中ちゆう尉いが機体を翻ひるがえす。エンジンパワーを上げ絶望的な追つい撃げき戦に赴おもむく。だが敵との距きよ離りは縮まらない。自じ爆ばく型の一機がポップアップした。プログラムに従い山なりのアーチ軌き道どうに入る。甲かん板ぱん上の存在を焼き尽つくそうとする。

　！

　刹せつ那な、上じよう昇しよう中の弾だん体たいが吹ふき飛ばされた。

　見えざる巨きよ人じんの手に払はらいのけられたようにザイが落下する。炎ほのおを吐はきながら海に没ぼつしていく。

「何が」

　つぶやいた瞬しゆん間かん、直上から短距離空対空ミサイルＳＲ‐ＡＡＭが飛来した。接近しつつあるもう一機の自じ爆ばく型ザイを粉ふん砕さい、激しい爆ばく発はつが高層建築のごとき水飛し沫ぶきを生み出した。

『ＢＡＲＢＩＥ02、見参！』

　ああ。

　畜ちく生しよう、おいしいところ持っていきやがって。

　山やま吹ぶき色いろのＦ─15Ｊが蒼そう空くうに現れている。陽光を孕はらみながら巨きよ大だいなクリップトデルタ翼つばさを煌きらめかせていた。傍かたわらを征ゆくのはエメラルドグリーンのＲＦ─４ＥＪだ。翼よく下かと胴どう体たいに大量のミサイルを搭とう載さいしている。元が偵てい察さつ機であることを忘れさせるような重武装、完全なる空対空戦せん闘とう仕様。

『大変お待たせしました。ただいまよりＢＡＲＢＩＥ隊、エスコートに復帰させていただきます』

　遅おそいよ馬ば鹿か。

　つぶやき声は言葉にならなかった。

　緑と黄色の守護天使は編隊をブレイクし敵に突とつ入にゆうした。勢いづいたスライス達たちも反はん撃げきを開始する。続け様に閃せん光こうと爆ばく炎えんが弾はじけ、ザイの侵しん攻こうを押おし止とどめた。安全圏けんと化した空母上空にようやくのことでティルトローター機が飛ひ翔しようする。エンジンナセルが前ぜん傾けいし水平飛行モードに移行した。

　数十秒に渡わたる激戦の末、ファントムが告げた。

『作戦完かん了りよう！　全機撤てつ退たい！　空域を離り脱だつします！』

　スライス機とドーターがミサイルを一いつ斉せい射しや撃げき、爆ばく炎えんを壁かべにして反転する。

　見る間に空母が遠ざかっていく。ぼんやりと輪りん郭かくをゆらめかせながら海うな原ばらの青に溶とけこんでいった。

　ほうっと息をつく。背中を座席に預ける。

　じわじわと疲ひ労ろうが身体からだを満たしてきた。

　果たしてあの船はどこかの岸にたどりつくのだろうか。それとも、乗組員と同じく夢む幻げんの世界を漂ただよい続けるのか。今の自分には知る由もない。だが少なくともこの機体は現実に持ち帰れた。今はそれだけで十分だ。

『慧けいさん、ご無事ですか』

　左さ翼よくに緑のドーターが並んでくる。装そう甲こうキャノピーのカメラが鈍にぶい輝かがやきを孕はらみ、こちらに向けられた。

『遅おそくなり申し訳ありません。補給拠きよ点てんが海外の基地ということもあり色々手間取りまして、予定通りラファールを回収できたようで何より……って、なぜ黒？』

　さすが同一個体、反応が同じだ。

「色々あったんだよ。ちょっと一言じゃ語れないくらい。基地についたらきちんと説明するよ」

『はぁ』

　大分不得要領げな様子だ。あとで質問攻ぜめにあうのは覚かく悟ごしておいた方がいいかもしれない。

「それよりおまえ、大だい丈じよう夫ぶなのか？　スライスを載のせたザイが大分墜おとされてたぞ。何分の一か欠けてたりしないよな？」

『さっき確認した限り問題なさそうでしたが。墜つい落らくした機体のスライスは別のスライスと統合してましたし』

「とはいってもさ」

　自分だったら人格が分ぶん裂れつした状態とか耐たえられないぞ。ましてや何時間も離はなれて経けい緯いが分からないわけだし。

　ファントムは『うーん』と唸うなった。

『そうですね、ちょっと何体かこっちに回収しておきましょうか。私がいない間のログも確認しておきたいですし』

　何ごとか処理し始めた彼かの女じよにふと気になって訊たずねる。

「ちなみにリリースしたあとのザイはどうなるんだ？　暴走していきなり襲おそいかかってきたりしないのか？」

『逆方向に飛ぶプログラムを与あたえてどこかで正気に戻もどらせます。理想は自じ爆ばくですが自己保存機能に抵てい触しよくするコマンドは難しそうなので』

「じゃあ手当たり次第に乗っ取って同士討うちさせるのも無理ってことか」

『理論上は可能でしょうが、スライス自身の精神衛生もありますのでお勧すすめできませんね。下手に自殺を命じて彼かの女じよ達たちが変質したら目も当てられないでしょう？　自殺を恐おそれるザイのロジックと同化してしまったら』

「確かに」

　ただでさえ原理不明な兵器なのだ。今の時点であまり裏うら技わざを探らない方がいいだろう。

『六番と十二番、接続できますか？　お疲つかれ様。もう戻もどってきていいですよ』

『はーい』

　ざっとノイズが無線に混ざる。不可視の何かが中空を駆かけ抜ぬけていく感覚。ファントムが『ああ』とつぶやく。

『なるほど、十二番が慧けいさん達たちと同行したんですね。艦かん内ないの空間がおかしくなってイメージが実体化……？　して、それで──』

　！！？

　唐とう突とつに息を吞のむ音が響ひびく。激しい狼ろう狽ばいがインカムから伝わってきた。ん、なんだ？　一体どうした。

『み、見たんですか？　慧けいさん』

「は？　何をだ」

『だ、だから、その』

　？

　わけが分からずきょとんとしているとグリペンが代わりに答えた。

「見た。ギンガムチェックのレース付き。可愛かわいかった」

『！』

　記き憶おくが蘇よみがえる。

　ああ、あれか。実体化したトゥエルブのスカートをめくって。うん、確かに意外と可愛かわいらしい柄がらだった。

　回線越ごしの空気は動どう揺ようしていた。強い焦あせりと混乱が感じられる。なんとも言えない沈ちん黙もくにふっとイーグルの声が割りこんだ。

『あれー？　なんでファントム顔赤いの？　ＥＧＧもすごいことになってるよ？　ひょっとしてどこか被ひ弾だんした？』

『してません！　勝手にモニターしないでください！』

　悲鳴が響ひびく中、グリペンと中ちゆう尉いがわけ知り顔でうなずく。

「大だい丈じよう夫ぶ、慧けいも喜んでた。じっと見てた。嬉うれしそうだった」

「まぁムッシュ鳴なる谷たにも男性だしな。興味があるのは仕方ない。至し極ごく正常な反応だ」

『……っ！　……！』

　軋きしるような声のあとに無線が切り替かわる。直接通話だ。ファントムは耳元で鼻をすすった後、怨うらめしげに告げてきた。

『責任取ってくださいね』
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小こ松まつ基地




四日後　午後六時三十分






　茜あかね色いろの空に旅客機が飛び立っていく。

　夕ゆう陽ひを背負った機体は黒一色に塗ぬり潰つぶされていた。原色に塗ぬり分けられた世界があたかも影かげ絵えのようだ。排はい気き炎えんの生み出す陽炎かげろうが大気を揺ゆらめかせている。ターボファンエンジンの爆ばく音おんが今日という日の終わりを惜おしむように長く、低く晩ばん鐘しようのごとく轟とどろいていた。

（綺き麗れいだな、この時間の空港は）

　強きよう烈れつな西日に片目をすがめながら鳴なる谷たに慧けいはハンガーの脇わきをランニングしていく。額の汗あせをぬぐい、ぐるりと空を見み渡わたした。

　夕刻の飛行場が好きだ。

　周囲に遮さえぎるものがないせいだろう。昼と夜の境界を身近に感じられる。地上にいながら空の広がりを実感できる。

　いつからか、ミッションから帰き還かんする度、空港を走るようになっていた。まだフライトから戻もどってきた実感に欠けているせいか。大空を見上げ、鉄の鳥達たちを見送り、コンクリートを踏ふみしめているうちにようやく人ひと心ごこ地ちつく。人間の世界に帰ってきたのだと納得できる。

　旅客ターミナル、管かん制せい塔とう、ハンガー施し設せつ。見慣れたいつもの地上の風景。

　そう、色々あったがまだ自分達たちの日常は続いている。壊こわれることも欠けることもなく時を刻んでいる。世界は未だザイに満たされていない。

　ほうっと息をつき振ふり返る。すぐ後ろで桃もも色いろ髪がみの少女が顎あごを出していた。いつもと同じ無表情だがかなり顔色が悪い。苦しそうだ。

「大だい丈じよう夫ぶか？　グリペン。別に無理して付いてこなくてもいいんだぞ」

「わ、わた……わ」

　言えていない。バテバテだ。

「私は……慧けいと付き合っている。だからなるべく一いつ緒しよにいるべき」

「でも俺おれ、あと三十分は走るぞ」

　声にならない悲鳴が漏もれた。まだ二十分程度しかトレーニングしていないのに本気できつそうだ。空ではあれほど高Ｇ機動に耐たえられるのに、強きよう靱じんなのか脆ぜい弱じやくなのかどっちかと問いたくなる。

　彼かの女じよはすがるような面持ちで言った。

「過ぎたるはなお及およばざるがごとしと偉えらい人も言っている。そんなにいきなり頑がん張ばっても身体からだに毒、ほどほどに休むべき」

「いや、俺おれまだ余よ裕ゆうだし。だからおまえがきついなら普ふ通つうに休んでもらえれば」

「！　そんなつもりで言ったわけではない。私はただ純じゆん粋すいに慧けいの身を案じているだけ。走るだけなら全然余よ裕ゆう、というかむしろ生ぬるい感じ」

　憤ふん然ぜんと胸を張りペースを上げる。必死の表情でこちらを追い抜ぬき、だがあっという間に息切れした。酔よっ払ぱらいのごとく千鳥足になりしゃがみこんでしまう。ああ、ああもう。

「分かった。少し休もう」

　速度を緩ゆるめ立ち止まる。呼吸を整えながらグリペンにタオルを渡わたしてやった。一いつ旦たん日ひ陰かげに退たい避ひするか考えていると視線を感じた。

　倉庫の壁かべに細身のシルエットが寄りかかっている。黒くろ髪かみの女性だ。夕ゆう闇やみを背に紫し煙えんをくゆらせている。

「中ちゆう尉い」

　アニマ、ラファールは薄うす紅べに色いろの唇くちびるをほころばせた。煙草たばこを持ち上げ挨あい拶さつしてくる。

「精が出るな。さっきまでトレーニング施し設せつで耐たいＧ訓練をしていたと聞いてたが」

「少しでもフィジカルを上げておきたいんですよ。前回の機動でいかに自分の身体からだが脆ぜい弱じやくか思い知らされましたから」

　結局グリペンを乗りこなしているようで全然ドーターの長所を生かせていなかったということだ。本気のアニマの機動にかかれば自分の肉体など呆あつ気けなくねじ切られてしまう。オーバーＧに押し潰つぶされてしまう。一から鍛きたえ直さなければと思いトレーニング量を増やしたのだが。

　ぜぇ、はぁ。

　橫でグリペンがダウンしている。これに追いつこうとしているのかと思うと複雑な気分だ。肩かたを押おしてやり倉庫の壁かべ際ぎわに座らせた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　何か飲み物買ってこようか」

「いらない。別に私がダウンして休きゆう憩けいしているわけではない」

「じゃあ俺おれも飲むからさ。好きなの言えよ、二人で分けようぜ」

「なら飲むヨーグルト四本」

「多いな、おい」

　やっぱり喉のどが渇かわいてるんじゃねぇかよ。強がりもいい加減にしろと思いつつ近場の自じ販はん機きに向かう。

　飲み物を購こう入にゆうし戻もどってくると中ちゆう尉いが肩かたをすくめた。

「大事にしているんだな」

　声こわ音ねに棘とげはない。目が笑っている。子犬のじゃれあいを見るような温かい目つきだった。

「ええ」とうなずき。

「ひょっとしたら俺おれ達たち、恋こい人びと同士になるかもしれないんで」

「そうなのか」

「まぁ可能性はゼロではないって言うか」

　中ちゆう尉いはまじまじとこちらを見つめた後、首をひねった。

「やはり君達たちは変わっているな。ユニークだ。何度話しても驚おどろかされる」

　細身のシガレットに口をつける。長い睫まつ毛げを伏ふせて煙けむりを吐はいた。

「煙草たばこ、吸うんですね」

「人間らしくあろうとしてね、見よう見まねで吸い始めたら止やめられなくなってしまった。馬ば鹿かだろう？　こんなことをしたって本質は変わらないのに」

　自じ嘲ちよう気味な微び笑しよう。

「結局、私は形にばかりこだわっていたということだ。人間ならどうする、人間ならどう思う、想像上の自分を作り上げそれに寄り添そおうとしていた。君達たちとは真逆だな。ありのままを受けいれ、何物にも縛しばられず、ただ己おのれのよしとする道を貫つらぬいている君やグリペンとは」

「……」

「あの子供、シャルル・ド・ゴールで出会った幼女だがな」

　中ちゆう尉いは視線をもたげた。

「よくよく考えてみたが、あれは私自身の過去だったんだと思う。切り離はなされたアニマの機能、目を背そむけていた人外の部分、それが実体化した、目に見える形で突つきつけられた。君も言っていただろう？　昔のこと、一番自分が望んでいて、だが絶対にありえないことを夢見たと」

「はい」

「多分同じメカニズムだったのではないかな。肉体と精神の境界が曖あい昧まいになった結果、よい記き憶おくも悪い記き憶おくも等しく形としてとらえられた。実体として認識された。君の心象風景がなんだったかは知らないが私の時間は施し設せつで気を失った時に一度止まっていた。それが再び動き出した。幸か不幸か、あの奇き妙みような空間に閉じこめられたせいでな。──的外れかな」

「どう……なんでしょうね」

　傷口から目を逸そらすか、なかったことと思いこむのか。方向性は違ちがえど確かに似た感情に思える。母さんに会いたい、でもそんなこと起こりえるはずもない、無意識のうちに押おし殺していた願望が実体化し目の前につきつけられた。優やさしく、温かく、たとえようもないほど甘かん美びで残ざん酷こくな悪夢。

「ともあれ」と中ちゆう尉いは息をついた。

「シャルル・ド・ゴールで君から『みんなを見殺しにするのか』と言われてはっとなってね。自分の中の矛む盾じゆんに気づいたというか『道具のために人間が命を懸けるのはおかしい』というのは取りも直さず『私が己おのれのうちのアニマに向き合いたくない』という言い訳だったわけだ。それに気づくのが嫌いやだから、誰だれかに悟さとられたくないから、必要以上に君や他のアニマ達たちにきつく当たっていた。無様もいいところだ。救えない」

「……」

　なんと答えるべきか分からずにいると中ちゆう尉いはこちらに向き直ってきた。

「ことほどさように私は矛む盾じゆんしている。偉えらそうに何かを語れる資格などなかったということだ。申し訳ない、ムッシュ鳴なる谷たに。君やグリペンには随ずい分ぶん不快な思いをさせた」

「いえ」

　改まって謝罪されるとなんとも気き恥はずかしい。相手が大人の女性の姿であることがまた居い心ごこ地ちの悪さを増ぞう幅ふくさせた。しばらく考えた後、「ええっと」と口を開く。

「あの、空母では生意気言いましたけど、中ちゆう尉いが人間のことをよく分からないように俺おれもアニマ達たちのことはきちんと理解できていません。ただ中ちゆう尉いと同じような経験をしていたら多分色々悩なやんで普ふ通つうじゃいられなかったと思います。逆に平気でいられる方がおかしいですよ。なんとか理り屈くつをひねり出して自分が正常だと思いこんだはずです」

「ムッシュ」

「要はアニマだから、人間だからどうこうって話じゃないです。中ちゆう尉いは正常でとても真っ当な人です。だから苦しんだし、今こうして新しい自分に向き合おうとしている。すごく強くて勇気がいることだと思います。それに」

　それにと語気を強め。

「矛む盾じゆんは人間らしさの証明ですよ。中ちゆう尉いが自分の矛む盾じゆんを認められたのなら、それは一歩人間に近づいたということです。誇ほこっていいと思いますよ」

　彼かの女じよは虚きよを突つかれたようにまばたきした。ややあって、うつむきがちになり微び苦く笑しようする。

「君は人生の先せん輩ぱいだな」

　口元を歪ゆがませて視線を逸そらす。端たん正せいな横顔からはかつての冷気が完全に抜ぬけ落ちていた。

「中ちゆう尉いは」と声をかける。

「これからどうするんですか？　フランスに戻もどるんですか」

「そうだな」

　オニキス色の瞳ひとみが夕焼けを映す。

「調整が終わり次第、本国に戻もどることになるだろうな。戦力化されたドーターは貴重だ。私をテストベッドにして他のＥＵ機のドーター化も進めないと」

「他のＥＵ機？」

「タイフーン、ミラージュ、ハリアー、トーネード。皆みないい戦せん闘とう機達たちだよ。彼かの女じよ達たちが加われば対ザイ戦も大分様相が変わってくるだろう」

「できるんですか、そんな簡単に」

　日にち露ろ以外のアニマ開発は苦戦していると聞く。ラファール一体が成功しただけですぐ他の機体が続くとも考えづらかった、が。

「まぁ私は楽観しているよ。少なくとも一つ、今後生まれてくる姉妹に伝えたいこともできたしな」

「なんです」

「空を飛ぶのは楽しい。機体と一体化して蒼そう空くうを行く。私達たちに許された最高の贅ぜい沢たくだ。それを味わわずに死ぬのはあまりにもったいない」

　シンプル極きわまりない結論。だが戦せん闘とう機にとっては当然の感情を中ちゆう尉いは口にした。両りよう腕うでは翼つばさ、両足はエンジン、金属の身体からだに神経を通わせどこまでも飛んでいく。アニマ達たちの喜き悦えつ、あるべき姿。

「分かりました」

　相好を崩くずし向き直る。

「じゃあ待ってますよ。ＥＵからあなたの姉妹達たちがやってくる日を、一いつ緒しよに翼つばさを並べて飛べる日を」

「ああ」

　どちらからともなく手を差し伸のべていた。しっかと握にぎりしめ掌てのひらの温ぬくもりを感じる。

　瞬しゆん間かん、救われた気がした。

　自分と一いつ緒しよになった海外のアニマ達たちは皆みな、悲劇的な結末を迎むかえていた。アイデンティティーや未来を奪うばわれ戦い半ばで退場していった。だが今、目の前のアニマは希望を抱いだいたまま旅立とうとしている。新たな可能性に踏ふみ出そうとしている。その事実がたまらなく嬉うれしかった。

　できれば中ちゆう尉いとはもう少し一いつ緒しよにいたい。分かり合えた今だからこそともに空を飛び、彼かの女じよ達たちの本質について語り合いたかった。だがそんな私情を優先できる場合でないこともまた理解している。だからせめて精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおで見送ろうと決める。まっすぐに視線を受け止め、再会の願いを込こめて。

「次会えた時はもっと人間らしいことを教えますよ。人生の先せん輩ぱいとして、色んな教訓や経験ってやつを」

　やや気き障ざったらしい台詞せりふを中ちゆう尉いは笑わなかった。優やさしい顔でうなずき握あく手しゆを強くする。

「期待している」

　夕ゆう陽ひが白い頰ほおに映はえ幻げん想そう的な光景を生み出した。傍かたわらでグリペンが眩まぶしそうにこちらを見上げている。温かな手を握にぎり返しながら慧けいはこの光景を終生忘れまいと思った。




　　　　　　　　　　＊




　八や代しろ通どおりの招集はいつも急だ。

　自宅や学校にいるところを不意に呼び出してきたりする。授業中だろうが食事中だろうがお構いなしだ。電話が繫つながらなければメール、チャット、ＳＮＳという感じで。たまに教えていないアカウントまでコールしてくるから質たちが悪い。個人情報をなんだと思っているのか。いいのか？　公務員がこんな遵じゆん法ぽう意識希き薄はくで。

　もちろん危急存亡の事態なら話は別だ。ザイが攻せめてきた時にＳＮＳの「ともだち申しん請せいから」などとは言っていられない。だが八や代しろ通どおりの呼び出しはことの軽重構わずなのだ。緊きん急きゆう事態というので駆かけつけたら「グリペンが麻花マーホアを食べたがってる」だったりする。一度など「ファントムとイーグルが喧けん嘩かし始めたからどうにかしてくれ」「互たがいの言い分を聞いてよろしく仲ちゆう裁さいしてほしい」と頼たのまれた。幼よう稚ち園えんの先生かよ。いい加減にしてほしい。

　というわけで今日、試みに携けい帯たい端たん末まつの電源を落とし外出してみた。グリペンにだけは非常用の連れん絡らく番号（明華ミンホアの携けい帯たいだ。番号非通知でワン切りすれば、自分の携けい帯たいからかけ直す取り決めをしてある）を伝えてある。憂うれいの元を絶ち、久しぶりに気き兼がねなく明華ミンホアとの買い物を楽しむつもりだったが。

　ショッピングセンターの店内アナウンスで呼び出された。

『中なか町まちからお越こしの鳴なる谷たに様、鳴なる谷たに慧けい様。お連れ様から電話が入っております。あ、いえ、電話に出なくていいからとっとと来いだそうです。もたもたしてるとこないだファントムを辱はずかしめたことを小こ松まつ中に言いふらすぞ？　えー、宙づりにしてスカートをめくって、にやにや笑いながら中をのぞきこんで……？　うわ、何それ最低』

「慧けいーっ！」

　明華ミンホアの絶ぜつ叫きようを背に基地へと向かった。

　これで下らない内容だったらぶん殴なぐってやる。殺意さえ漲みなぎらせ技ぎ本ほん棟とうへ駆かけこむと白衣の肥満漢は鷹おう揚ように出で迎むかえてきた。

「おう、意外に早かったな。もう少しかかると思ってたんだが。まぁ座れ」

　出鼻をくじかれ、仕方なくミーティングルームの椅い子すに腰こしかけるとほどなく独どく飛ひのアニマ達たちがやってきた。みんな要件を聞かされていないのだろう。怪け訝げんそうな様子だ。

　八や代しろ通どおりはぐるりとメンバーを見み渡わたした。

「悪い知らせがある。中国沿岸にまたザイが集結しているようだ。ベルクトの事件で内陸部に引っこんでいた集団が移動してきているらしい。今すぐ海を越こえてくることはないだろうが厳重な警けい戒かいが必要だ」

　空気が強こわばる。いずれ来ると思っていたが予想以上に早い。つかの間の平へい穏おんがぬぐい去られた気分。

「申し訳ないがこの事態を受けて独どく飛ひの警けい戒かいシフト・エリアも見直させてもらう。具体的には同時多方面襲しゆう撃げきを想定したアラート待機体制の増強、シフトの高密度化、それにバックアップ体制の整備」

「非現実的です」

　憤ふん然ぜんと反論したのはファントムだ。眉まゆ根ねを寄せ睨にらみつけるような視線になっている。

「今の状態でも我々はギリギリの体制です。バックアップはおろか、一機欠けただけでも防空網もうが崩ほう壊かいしかねません。そんな状態で強化と言われてもにわかには承しよう諾だくしかねます」

「私と慧けいは調整作業のオーバーヘッドもある。全ての時間をアラート待機に回すのは不可能」

　グリペンが言葉を連ねた。小さな鼻をひくつかせ。

「やれと言われればやる。でもできないことをやると言うのは無責任、思考停止」

「航続距きよ離りの問題もありますよね？　警けい戒かいエリアを広げれば当然燃料の積せき載さい量も増えます。代わりに減らされるのは武装、対空ミサイルです。ですが敵の数は増加傾けい向こう。どうするんですか。搭とう載さい燃料の方を減らして空中給油機を護衛しつつ戦えとでも？」

「えー！　イーグル、ミサイル積めないの嫌いやだよー。給油機とか守ってたらまともに戦えないし！」

「まぁ、まぁ落ち着け、そんなことは俺おれも分かってる」

　ざわめきかけた空気を八や代しろ通どおりは両手で制した。眉まゆ尻じりを下げ咳せき払ばらいする。

「何もおまえらに今以上無理をしろとは言っていない。いや少し頑がん張ばってもらう必要はあるが『尽じん忠ちゆう報国の大精神ある限り怖おそるるに足らず』なんて言うつもりはない。見み損そこなうな」

「じゃあどうするんですか」

　ファントムが戸と惑まどい気味になる。何を言いたいのかよく分からないという表情。

「ひょっとしてバイパーゼロを呼び寄せ、小こ松まつの防空に参加させるとでも？」

「惜おしいな。戦力の追加というところまでは合っている。だがそれはあいつではない」

「？　というと」

　扉とびらが開いた。

　硬かたい靴くつ音おとを響ひびかせ細身のシルエットが入ってくる。目を丸くする独どく飛ひメンバーの前で八や代しろ通どおりは首を向けた。

「改めて紹しよう介かいしよう。フランス海軍、ダッソー・アビアシオン、アビオン・ミュルティローレ、ラファール─ＡＮＭだ。本日より独どく飛ひの一員として防空任務につく。しばらく慣れないことも多いと思うが皆みな、サポートしてやってくれ。頼たのんだぞ」

　え？　ええええ？

「どうしたムッシュ鳴なる谷たに、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔して」

　中ちゆう尉い、いやラファールの声は笑いを含ふくんでいた。ビスクドールのような顔をおかしそうにほころばせている。

「ど、どうしたって、え？　だって中ちゆう尉いはフランスに帰るって」

「調整が終わり次第、と言っただろう？　私はまだ一度しかドーターと同期を成功させていない、しばらくは技ぎ本ほんのサポートを受けつつ本国のスタッフ共々、運用ノウハウを蓄ちく積せきさせてもらうつもりだ。もちろんただでとは言わない。きっちり労働で対価は支し払はらわせてもらう」

「対価」

「空を征ゆき人類の脅きよう威いを倒たおす。我々アニマの本分だ。言うまでもない」

　不意打ちすぎて声も出ない。黒くろ髪かみのアニマは耳にかかった髪かみを流すと悪戯いたずらっぽい笑みを浮うかべた。

「というわけでムッシュ鳴なる谷たに、君には約束を果たしてもらおう。次に会ったら人間らしいことを教えてくれると言ったな？　手始めに基地での生活を手ほどきしてくれないか。人生の先せん輩ぱい、人類社会の先達として」

　周囲の視線が突つき刺ささる。

　顔から火が出そうだと思った。







【極ごく秘ひ】

　防衛省技術研究本部　自律型戦せん闘とう飛ひ翔しよう体開発プロジェクト　第十二次定期報告




　先のラファール回収作戦において、自律飛ひ翔しよう体一号（通つう称しよう：ＲＦ─４ＥＪ─ＡＮＭ、以下飛ひ翔しよう体一号）の持ち帰った観測ログに極きわめて異常なデータが発見された。

　飛ひ翔しよう体一号の精神汚お染せんも想定されたものの、四度に渡わたるディープスキャンの結果、ロジックコアに問題は生じていないことが確認された。すなわち観測データの結果は光学的・電気的に確からしく既き知ちの物理・数学理論とは異なる法則が空母シャルル・ド・ゴール内に働いていたものと推測される。

　シャルル・ド・ゴールは未いまだ発見されておらず観測データの結果を追試することは困難である。このため以下の推論は飛ひ翔しよう体一号、及および同行した自律飛ひ翔しよう体四号（通つう称しよう：ＪＡＳ39Ｄ─ＡＮＭ）の聴きき取り結果に基もとづく。

　艦かん内部では以下のような現象が確認された。「見当識の混乱」「幻げん覚かく」「電子機器の異常」、これはいわゆるＥＰＣＭの効果と同じであり艦かん全体がザイの影えい響きよう下にあったものと推定される。その上で一号飛ひ翔しよう体は物理的なディテールの希き薄はく化とイメージの実体化を訴うつたえており、我々物理的な世界の存在と対比される非物理層アンフイジカルレイヤーの存在を示し唆さした。

　つまりザイの本体は我々の世界にはなく、別の層レイヤーからのエネルギー投とう影えいがたまたまガラス質の飛ひ翔しよう体に見えているということになる。ＥＰＣＭとは放出されたエネルギーが物理空間に拡散したものであり、影えい響きよう範はん囲いにおいては別階層の物理法則が適用されていると考えれば諸もろ々もろの異常事態にも説明がつく。

　なお、この仮説にはもう一つの付論がある。アニマがＥＰＣＭ耐たい性せいを持っている理由は長らく謎なぞとされていた。既き存そんの観測装置ではＥＰＣＭ発生中に彼かの女じよ達たちが行っている通信・走査を捕ほ捉そくできなかったからだ。

　だがもしザイが別世界の存在だとすれば、同じコアを持つアニマもまたその世界に本体を残していることになる。であれば彼かの女じよ達たちはＥＰＣＭを突とつ破ぱしているのではなく別世界（これが非物理層アンフイジカルレイヤーである可能性は高い）経由で直接ザイを捕ほ捉そくしているものと思われる。同様の推論は■■会や■■ボード（※検けん閲えつ済み）からも提唱されており確度は高い。更さらなる研究計画の予算化と承しよう認にんが望まれる。

　なお本仮説が事実である場合、アニマの精神はザイとアンフィジカルレイヤー経由で直結していることになり我々の防ぼう疫えき措そ置ちは全て無効となる。このため表層的にでも精神汚お染せんが検知された際は速すみやかな物理処分・破は壊かい措そ置ちを断行すべきである。状じよう況きよう次第では関係機関の承しよう認にんを得ている余よ裕ゆうがないためあらかじめ容認されたし。

　本リスクはフランス軍にも共有されており、ラファールの受け入れ・モニタはこの懸け念ねんに基づくものである。なおメンバーのモラール維い持じのため本監かん視し措そ置ちは厳秘とする。





二〇一七年九月十八日




先進技術推進センター　特別技術研究室室長　八や代しろ通どおり遥はるか







追つい伸しん：なお防衛装備庁への統合計画は時じ節せつ柄がら、優先順位が低いためこれに反対する。









　あとがき




　作中でも何度か触ふれていますが、空軍機は空母に着ちやつ艦かんできません。機体強度が不足していますし離り着ちやつ艦かんの設備も欠けています。小こ松まつ基地の滑かつ走そう路が二千七百メートル、対して世界最大の空母、ニミッツ級の滑かつ走そう路は百～二百メートルですから、そりゃ色々無理しないと飛行機を運用できないわけです。カタパルトでバビューンと打ち出したり制動用のフックで強制的に減速したり。当然機体に無理がかかりますし、空軍機とは異なる装備も必要になります。日本に空母はありませんから、今言ったような設備はもちろん戦せん闘とう機には実装されていないわけです。で、我らがアニマ飛行隊は自衛隊機がメインですので空母が登場する度たびに、どう絡からめるか悩なやましくなります。あーもう、こんなことなら主人公機、ライノにしておけばよかった。そう思ったことは一度や二度ではありません。ライノー！　カムバッーク！

　ただグリペンにしても艦かん載さい型がないわけではありません。現行機の発展系であるＮＧ型には海軍用のコンセプトモデルが存在しています。名付けてシーグリペン。アレスティングフックや強化サスペンション・大型ブレーキなどが付け加えられたカスタマイズモデルです。

　もともとグリペンは離り着ちやく陸りく距きよ離りが短いＳＴＯＬ機として設計されていますから、空母艦かん載さい機としての適正は十分あるはずです。なのでシーグリペンの海外セールスも比ひ較かく的てき有望と思われていました……が、現実にはまだ実績はありません。やはりこのあたりは艦かん載さい機王国、ロシア・アメリカ・フランスに一日の長があるのでしょう。ブラジルでシーグリペンが採用されるという話もありましたが、なかなか状じよう況きようは進展していません。ブラジルの空母、サン・パウロはフランス製なので最後の最後でラファールに引っ繰くり返されないか心配なところです。

　とか思っていたら十二月二十七日付けのインド・エコノミック・タイムズに「Saab pitches for joint development of Sea Gripen fighter jets」なんて記事が出てました。曰いわく、現地生産で技術移転もするからグリペンをインドの次期空母艦かん載さい機にしようぜ！　とのことです。インドの次期多目的戦せん闘とう機は既すでにラファールで決まっていますから、これが実現すればまさに大番ばん狂くるわせです。ブラジルやタイも潜せん在ざい顧こ客きやくだぜ！　と言っているのでかなり景気のいい話ですが、最後に「問題はスウェーデン（グリペンの開発国）が空母を持っていないことだ。（だからプロトタイプの開発も困難）」と書いてあってずっこけました。いや、それ言い始めたら元も子もないでしょうに……。




　最後になりますが、前作に引き続き美び麗れいなイラストで本を彩いろどってくださったイラストの遠とお坂さかあさぎ様、中国語の翻ほん訳やくにご協力いただいた株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ・付ふ瀟しよう様、度たび重かさなる改かい稿こうに根気よくお付き合いくださった編集の湯ゆ浅あさ様・小お野の寺でら様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感謝を捧ささげたいと思います。ありがとうございました。


二〇一六年一月　夏なつ海み公こう司じ
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夏なつ海み公こう司じ

兵庫県出身。２００７年『葉桜が来た夏』で第14回電撃小説大賞選考委員奨励賞を受賞。ＮＷＯＢＨＭ以来のＨＲ／ＨＭファンで最近のヘビーローテーションはPrimalFearのFace The Emptiness。ラルフ・シーパーズの声質はガンマ・レイの時から大好物です！
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イラスト／遠とお坂さかあさぎ

５巻です！

なんだかんだあっという間な気がします。

ロリとお姉さん系のキャラは普段あまり描かないので新鮮でした。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「夏海公司先生」係

「遠坂あさぎ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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